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g自覚 1¥過

同

る日

正

主七
ノ、

失

過失共同迂犯の成否

序

章

問

題

の

所

在

第
一
章
共
同
正
犯
の
特
性

第
ご
章
共
同
正
犯
の
特
性
と
過
失
共
同
正
犯
否
定
論

第
一
節
ド
イ
ツ
に
お
け
る
諮
見
解
と
そ
の
検
討

第
一
一
節
わ
が
国
に
お
け
る
籍
見
解
と
そ
の
検
討

第
三
章
共
同
正
犯
の
特
性
と
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論

第
一
節
ド
イ
ツ
に
お
け
る
緒
見
解
と
そ
の
検
討

第
一
一
節
わ
が
国
に
お
け
る
鰭
見
解
と
そ
の
検
討

第

四

章

む

す

び

序
章

問
題
の
所
在

昭
和
二
八
年
一
月
二
三
日
の
判
決
に
お
い
て
、

わ
が
最
高
裁
判
所
は

の

成

否

内

共
同
経
営
に
か
か
る
飲
食
屈
で
、 回

文

昭

ヲ
ィ

ス
キ

と
称、
す
る
液
体
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I.~ 



説

、

，

、

.

，

を
、
メ
タ
ノ
ー
ル
が
含
有
さ
れ
て
し
引
る
か
ど
う
か
を
充
分
検
査
す
る
こ
と
な
し
に
共
に
メ
タ
ノ
ー
ル
は
含
有
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
軽
信

給

し
て
売
却
し
た
二
人
の
行
為
者
に
つ
き
、
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
四
条
一
項
後
段
1

1
メ
タ
ノ
ー
ル
等
含
有
飲
食
物
の
過
失
的
販
売

iー

の
共
同
正
犯
を
肯
定
し
た
。
従
来
の
わ
が
判
例
の
立
場
が
、
過
失
犯
に
は
共
犯
規
定
の
適
用
な
し
と
し
て
確
定
し
て
い
た
点
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
判
決
の
も
つ
意
味
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
学
者
は
こ
の
判
決
を
相
当
き
び
し
く
批
判
し
て

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
，
、
.
、
.
、
.
、
.
‘
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.

ヲ
イ
ス
キ
ー
を
販
売
す
る
と
い
う
点
に
共
同
の
意
思
が
あ
っ
た
、

い
V
Q

。

こ
の
判
決
の
理
由
づ
け
が
、

と
い
う
点
だ
け
を
強

た
と
え
ば
、

そ
の
よ
う
な
前
法
律
的
・
自
然
的
事
実
の
共
同
を
も
っ
て
、
犯
罪
を
共
同
し
て
実
行
し
た
、

と
い
う
の
は
不
当
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
過
失
犯
一
般
1
1
正
確
に
い
え
ば
、
い

わ
ゆ
る
認
識
な
さ
過
失
の
場
合
で
あ
る
が

l
lが
結
果
に
対
す
る
意
識
を
欠
く
こ
と
を
そ
の
本
質
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
場
合
に
も
、

、.、.、.、.、.、.‘，、.、.、.、.‘，、.、.、.、
.
.
 ，、，、.、.

メ
タ
ノ
ー
ル
を
含
有
す
る
ク
イ
ス
キ
ー
を
販
売
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
意
識
が
な
い
、
そ
し
て
、
意
識
の
な
い
と
ど
ろ
に
共
同
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
を
も
含
め
て
一
般
に
過
失
の
共
同
正
犯
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
の
批
判
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
は
、
そ
の
後
、
昭
和
三
一
年
一

O
月
一
一
二
日
の
判
決
で
、
共
同
し
て
素
焼
「
こ
ん
ろ
」
二
個
を
床
板

、.、，

の
上
で
使
用
し
な
が
ら
、
過
熱
発
火
を
防
止
す
る
措
置
を
共
に
怠
っ
て
火
災
を
招
い
た
二
人
の
行
為
者
に
つ
い
て
、
失
火
罪
の
共
同
正
犯

を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
は
、

調
す
る
か
に
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

す
な
わ
ち
、
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
、

二
個
の
「
こ
ん
ろ
」

の
う
ち
い
ず
れ
が
火
災
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
の
か
、

と
い
う
点
を
証

明
す
る
困
難
さ
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
実
務
上
の
要
請
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
理
論
的
に
い
っ
て
も
、

、.、.、.、.、.‘.‘，‘.、.、.

火
の
始
末
を
共
に
怠
っ
た
と
い
う
点
を
強
調
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
刑
法
六

O
条
が
、
共
同
正
犯
を
故
意
行
為
に
限
る
旨
明
言
し
て
い
な
い

点
か
ら
し
て
も
、
故
意
の
共
同
正
犯
と
並
ん
だ
過
失
の
共
同
正
犯
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
の
名
古
屋
高
等

、.、.、.、.、.、，‘.、.‘.、.

共
に
メ
タ
ノ
ー
ル
は
含
有

裁
判
所
判
決
も
、

さ
き
に
蝿
け
た
最
高
裁
判
所
判
決
も
こ
の
よ
う
な
点
|
|
最
高
裁
判
所
判
決
の
事
案
で
は
、
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伝i

、
.
、
.
‘
，
、
，
‘
，
‘
.
、
.
、
，
、
.
‘
.
、
.

さ
れ
て
い
な
い
と
軽
信
し
た
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

1
1ー
を
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
当
然

で
て
き
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
学
説
に
も
過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
か
な
り
多
い
d

一
方
、
わ
が
刑
法
六

O
条
と
同
様
の
規
定
で
あ
る
ド
イ
ツ
刑
法
四
七
条
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
の
判
例
は
終
始
一
貫
、
過
失
共
同
正
犯
を

否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
学
説
に
は
、
過
失
共
同
正
犯
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

こ
こ
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
特
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

過
失
犯
に
拡
張
的
正
犯
概
念
を
妥
当
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
有

カ
で
あ
っ
て
、

と
れ
が
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
否
を
、
こ
と
さ
ら
に
理
論
的
に
究
明
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
な
い
契
機
と
な
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
時
、
過
宍
概
念
自
体
に
関
す
る
理
論
的
反
省
が
、
学
者
の
聞
で
大
き
な
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、

わ
た
く
し
は
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
否
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
a

過失共同正犯の成否

川
最
判
昭
二
八
・
一
ゐ
ご
三
刑
集
七
・
一
ニ

O
。

同
大
判
明
四
四
・
コ
了
一
六
刑
録
一
七
・
三
八

O
(
三
八
三
円
大
判
大
三
・
二
了
ご
四
刑
録
二

0
・
ご
六
一
八
ハ
ご
六
二
七
〉
o

疑
義
あ
る
志
の
大
判

間一

0
・
三
・
二
五
刑
集
一
四
・
三
三
九
。

同
平
場
・
過
失
共
同
正
犯

l
lそ
れ
は
あ
り
得
る
か
ハ
法
学
論
叢
五
九
巻
三
号
)
一
一
五
頁
。
な
お
、
団
藤
・
刑
法
綱
要
総
論
、
昭
三
二
、
二
九
九
頁
、

三
O
O
頁
註
(
九
)
。

同
小
野
・
過
失
犯
の
共
同
正
犯
と
い
う
と
と
が
あ
る
か
(
警
察
研
究
ご
八
巻
二
号
〉
五
五
頁
。

朋
名
高
判
昭
=
二
・
一

0
・
一
一
一
一
高
裁
刑
特
ゴ
了
一

O
O
七。

刷
た
と
え
ば
、
大
場
博
士
、
牧
野
博
士
、
宮
本
博
士
、
佐
伯
博
士
、
木
村
教
授
。

的
同
酬
の
・
話
"
伊
毘
時
・
(
明
町
)
・
そ
の
外
、
"
の
-
m
-
m・
8

由
肖
(
8
4
)
U
H
C
・
m-
∞埼・
9

・
H
G
)

山
H
0
・
m-
勾
4

時・
(
M
4
9

一
N
臼岨

ω
-
H
4
町時・
(
H
a
)

山町戸

-$-



説

ω・
8
R
ハ
h
H
U
u
a
-
m
-
a
R
q
e
h
一盟国・

2
・
N
O
R
Q
C
も
共
犯
規
定
は
過
失
犯
に
適
用
な
し
と
の
見
解
を
根
抵
に
し
て
乙
と
を
論
ず
る
。

刷
た
と
え
ば
、
エ
ク
ス
ナ
!
、
フ
ラ
ン
ク
、
ヵ
ン
ト
ロ
グ
ィ
ッ
、
ラ
ン
ゲ
、
メ
V

ガ

l
o

仰
乙
れ
は
、
特
に
、
目
的
的
行
為
論
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

帥
た
と
え
ば
、
ニ

l
ゼ
、
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
、
井
上
教
授
、
木
村
教
授
、
藤
木
助
教
授
に
お
い
て
特
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

論

第
一
章

共
同
正
犯
の
特
性
ー
ー
l
意
思
の
連
絡

(
相
互
に
補
充
し
あ
お
う
と
す
る
意
思
の
つ
な
が
り
)

不
真
正
の
共
同
正
犯
と
真
正
の
共
同
正
犯

共
同
正
犯
は
正
犯
で
あ
る
か
ら
、

一
個
の
犯
罪
実
現
1

1
こ
こ
で
は
便
宜
上
犯
罪
共
同
説
に
従
っ
て
お
く

l
lに
数
人
の
行
為
者
の
関

与
が
あ
っ
た
場
合
、
彼
等
を
共
同
正
犯
と
す
る
た
め
に
は
、
当
該
犯
罪
が
、
彼
等
の
共
同
で
実
行
さ
れ
た
、
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
な
け

一
v

、、、、、

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
場
合
、
共
同
の
実
行
と
い
う
概
念
に
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
型
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
共
同
行
為

者
の
お
の
お
の
が
、
他
人
の
協
力
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
す
で
に
彼
自
身
の
行
為
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
犯
罪
構
成
要
件
に
予
定
さ
れ
た

実
行
行
為
を
完
成
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
実
行
の
共
同
性
が
形
式
的
な
意
義
し
か
も
た
な
い
場
合
と
、
共
同
行
為
者
が
、
共
同
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
実
行
行
為
を
完
成
す
る
場
合
の
二
つ
で
あ
る
。

第
一
の
場
合
は
、
か
り
に
共
同
正
犯
の
規
定
が
存
在
し
な
く
て
も
、
単
独
正
犯
の
一
般
理
論
に
よ
っ
て
も
解
決
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、

不
真
正
の
共
同
正
犯
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
ピ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
に
こ
れ
を
多
数
正
犯
(
冨
巾
げ
吋
仲
間
Z
H
m与
え
と
と
称
し
て
共
同
正
犯
の
範

時
か
ら
除
去
し
よ
凡
ノ
と
す
る
態
度
は
ゆ
き
す
ぎ
で
は
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
場
合
、
共
同
正
犯
の
規
定
は
そ
の
実
質
的
機
能
を
停

止
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、

第
二
の
場
合
に
は
、
共
同
行
為
者
の
お
の
お
の
は
、

そ
れ
自
身
と
し
て

- 4一



は
せ
い
ぜ
い
未
遂
程
度
の
実
行
行
為
を
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
、

あ
る
い
は
、
幾
人
か
は
本
来
的
な
意
味
で
の
実
行
行
為
を
行
っ
て

い
る
が
、
他
は
現
象
的
に
は
共
犯
行
為
(
た
と
え
ば
、
見
張
り
に
は
単
な
る
見
張
り
と
実
行
行
為
と
し
て
の
見
張
り
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
ζ

で
は
後

者
を
予
想
し
て
い
る
J
を
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
も
し
共
同
正
犯
の
規
定
が
存
在
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
場
合
、
未
遂
あ
る
い
は
共
犯
の
責
任
を
負
う
に
と
ど
ま
る
行
為
者
が
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
容
易
に
理
解
し
え
よ
う
。
し
か
し
、
共

同
正
犯
の
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
℃
よ
っ
て
、
共
同
行
為
者
の
う
ち
と
に
か
く
一
部
を
で
も
実
行
し
た
者
(
た
と
え
ば
、
刑
法
的
に
み
て
、
実

行
行
為
と
し
て
の
見
張
り
を
行
っ
た
者
が
と
と
に
算
入
.
さ
れ
よ
う
0

〕

は
、
み
な
全
体
の
結
果
に
つ
い
て
の
正
犯
と
し
て
正
犯
の
責
任
を
負
わ
せ
ら

乙
乙
で
は
そ
の
よ
う
な
場
合
は
一
応
度
外
視
さ
れ
る
。

結
果
が
既
遂
に
至
っ
た
場
合
と
未
遂
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
と
で
別
異
の
考
量
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
は
あ
る
ま
い
。
未
遂
の
場

合
に
は
、
共
同
行
為
者
は
そ
れ
ぞ
れ
全
体
と
し
て
の
未
遂
の
責
任
を
負
う
と
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
J
。

れ
る
の
で
あ
る
ハ
共
同
の
実
行
に
よ
っ
て
も
結
果
が
未
遂
に
終
る
場
合
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、

し
理
論
的
に
は
、

こ
こ
に
共
同
正
犯
規
定
の
実
質
的
な
意
義
が

あ
る
。
共
同
正
犯
規
定
が
実
質
的
に
機
能
す
る
こ
の
よ
う
な
場
合
を
捉
え
て
、
学
説
が
、

で
あ
る
。

こ
れ
を
真
正
の
共
同
正
犯
と
指
称
す
る
ゆ
え
ん

過失共同E犯の成否

仙
共
同
正
犯
の
共
犯
性
を
指
摘
す
る
論
者
・
も
あ
る
ハ
た
と
え
ば
、
関
・
盟
昇

g
a
o
F
U
Z
F
$
5
4
0
p
e円
吋

a
S
F
E
S
S品
&oFwnvg嗣
v
g
s
g肉

島由阻島冊

g
g
n
gロ
別

a
n
E肉由民
n
v
F
H限
E
P

・
m-H島田、

E
S
ω
'
民
的
内
・
〔
た
ど
し
、
ピ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
は
後
に
説
を
改
め
、
共
同
正
犯
の
正
犯
性
を
肯

定
す
る
に
至
っ
た
。
-
|
関
・
切
符

E
5
3
p
d
E
-
E
v
g
o
g
M
4∞
号
司
自
由
宮
ロ
ヨ

u
p
g
g
g
-
m
-
広
町
南
・
〕
一
牧
野
・
共
同
正
犯
に
就
て
〔
刑
法
研

究
一
巻
〕
大
一

O
、
一

O
四
頁
以
下
、
積
田
・
共
犯
の
基
本
問
題
、
昭
二
七
、
一
三
八
頁
以
下
、
斎
藤
・
共
同
正
犯
の
共
犯
性
円
滝
川
先
生
還
暦
記
念
、

現
代
刑
法
学
の
課
題
下
〕
間
三

O
、
六
八
一
一
員
以
下
。
)
が
、
そ
の
根
拠
を
な
す
一
部
実
行
の
全
部
責
任
の
法
理
は
、
反
対
に
共
同
正
犯
の
正
犯
と
し
て

の
特
異
性
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
、
第
一
章
を
通
し
て
強
く
意
識
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
共
同
正
犯
は
正
犯
で
あ
る
ハ

E
回
寸

m
a箆
長
岡
F

Z
V
5
5
F
R日
s
e
a
-
g
v
g
m
g民
吋

Z
V
F
m白
hrE-gpω
・
8
4
一
関
・
認
申

Nmon
宮
山
富
山
町
2
関
O
E
g
g
s
F
4
h
r
u
m
-
E
-
H
-
s
a
-
m
-
飽
O
U

凶
・
巧
島

p
u
g
s
a
o
g
m
J仲良
Z
F
m
E白・

5
8・
mr
∞
了
木
村
・
新
刑
法
読
本
、
全
訂
版
、
昭
一
二

O
、
二
七
三
一
良
、
一
一
八
五

1
一
一
八
六
頁
、

し
か
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えん

説

団
藤
・
綱
要
、
ご
八
一
l
l
二
八
一
一
頁
、
ご
九
六
頁
以
下
。
い
。

倒
巴
』
山
骨
・
貯
怯
E
F
P
P
。
-m-
∞
E
U
開
・
富
市
出
向
巾

p
p
p
。
-m-
時
O

同-
h

同・

4司市】
N
o
r
F
P
C・
m-
∞
4
R
一

p
d『晶
E
P
皆

g
P
8
v
p

E
釘
-
H
H由
巴
-
m
-
健

也

同

・

団

藤

・

前

掲

書

、

二

九

六

頁

以

下

。

、

同
不
真
正
の
共
同
正
犯
と
い
う
用
鱈
は
柏
木
教
授
(
柏
木
・
共
同
正
犯
の
概
念
〔
刑
法
雑
誌
四
巻
一
号
〕
一
四
頁
以
下
。

)κ
従
っ
た
も
の
で
あ
ー
る
(
さ

ら
に
、
佐
伯
・
刑
法
総
論
、
昭
一
九
、
三
三
一
頁
、
木
村
・
前
掲
書
、
ご
八
五
頁
、
団
藤
・
前
掲
書
、
二
八
一
頁
、
三

O
五
頁
、
民
-
伊
区
唱
-
A
W
F

D
由

吋

巴

釘

g告
白

吋

冊

目

Z
O曲晶
E
Z島
S
P
E
p
s
v
g
w
N
k
r
z
p
H
U
N臼唱

ω・
ω
g
L
S
c
p
w白
f
p
Z
Y品
2
・
m
g
f
g
o
R
E白
V
R
e
g
g
s
g吋
]

∞

hF恒国・

H
8
4・
m-
腿
師
同
・
〉
。

同
開
・
恩
吋
W
B
a
a
-
F由
v
g
gロ
晶
s
d
E
-
S
F
g
p
m
-
H
E
同
-
U世向。
mg-
担
・
切
曲
目
指

-
P
E
E
N位向。
ι
g
∞
可
弘
司
E
V
E
-
H
H
h
v
g
p
H
B
C・
m
-
B・

な
お
、
多
数
正
犯
と
は
、
共
同
正
犯
と
同
時
犯
と
を
包
含
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る

P
Eマ
∞
岳

E
F
F
-
P
。・

mg
総
司

ud司
-
m
p
P
R

注
目
ぬ
曲
目
。
一
ロ
@
伊
g
同吋
g
v
z
-四
可
冊
、
白

hzm-Hug-
∞
-NH∞
同
・
)
。
た
だ
し
、
多
数
正
犯
を
同
時
犯
と
同
視
す
る
学
者
も
い
る
(
4
・
の
と

W叩
F
C
E回
固
ま
恒

常
国
浮
日
同

Z
S
F
H
U
H
a・
m
-
E
u
b
r
関
与
HOF
ロ
g
g
o
v
a
砕
g
p
S
F
k
r口
駅
叶
・

HUH4・
m-mH町一切・

ωロ
F
E
P
C
E
E江
田
宮
田
島
g
a
n
u
s

皆
g
内

S
S
E
-
N
h
p
g白
-
H
8
H
-
m・
M
g
同
・
)
。
な
お
こ
こ
で
同
時
犯
と
は
、
後
述
一

O
頁
お
よ
び
一

O
頁
註
附
の
意
味
で
の
そ
れ
を
指
す
。

同
柏
木
・
前
掲
論
文
、
一
回
頁
以
下
、
同

-
F
g
m叩
-
U
2
8
0品
品
百
冊
目

g
号
。
向
江
南
口
昆
品

R
E
5
2
Z
B
E
R
g
a
N
O
E
d
q
g吋
戸
凶
器
削
-m・
8
肖・

(
さ
ら
に
、
ほ
・
回
目
・
沼
恒
可
申
グ
胆

-
P
0・
m
-
g
o
R
一∞

OYEZ-ω
ロ
V
5円凶
OPE-
胆・

0・
mw-N目
白
戸
山
団
藤
・
前
掲
書
、
ご
八
一
|
二
八
二
頁
、
三

O
五

頁
J
参
照
。
な
お
、
乙
乙
で
、
構
成
要
件
の
「
該
当
」
と
「
充
足
」
と
を
区
別
さ
れ
る
小
野
博
士
(
小
野
・
新
訂
刑
法
講
義
総
論
、
昭
二
八
、
二

O
六
貰
J
が、

共
同
正
犯
に
お
い
て
は
構
成
要
件
の
充
足
を
み
な
い
行
為
者
も
正
犯
と
し
て
全
体
(
他
の
行
為
者
と
の
共
同
が
充
足
し
た
構
成
要
件
的
結
果
を
指
す
J
の

責
任
を
負
う
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
共
同
正
犯
も
構
成
要
件
の
修
正
形
式
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
レ
て
お
ら
れ
る
点
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

論

真
正
の
共
同
正
犯
と
意
思
の
連
絡

と
こ
ろ
で
、

、
.
、
.
、
.
‘
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

お
の
よ
う
な
、
真
正
の
共
同
正
犯
に
み
ら
れ
る
一
部
実
行
の
全
部
責
任
と
い
う
原
理
は
、

た
し
か
に
共
同
正
犯
の
規
定
か

ら
導
か
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
、
共
同
正
犯
規
定
を
支
え
る
実
体
、
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
、

責
任
を
基
礎
づ
け
る
「
事
実
論
理
的
構
造
」
が
そ
の
根
祇
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

一
部
実
行
の
全
部

- 6 
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そ
れ
で
は
一
部
実
行
の
全
部
責
任
と
い
う
原
理
の
根
祇
に
あ
る
も
の
は
な
に
か
。

こ
の
問
題
は
、
共
同
正
犯
を
単
純
に
単
独
正
犯
と
同
一
の
原
理
か
ら
眺
め
よ
う
と
す
る
論
者
(
乙
の
よ
う
な
立
場
は
、

因
果
関
係
輸
に
お
い
て
、
条
件
説
そ
不
当
に
拡
張
す
る
態
度
の
帰
結
と
み
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
J

を
除
い
て
、
多
く
の
論
者
か
ら
種
々
の
盟
由

ド
イ
ツ
に
お
い
て

づ
け
を
も
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
結
局
、

一
部
実
行
の
全
部
責
任
と
は
客
観
的
な
行
為

と
す
る
態
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が

そ
の
主
流
を
な
す
も
の
は
、

の
不
足
分
を
主
観
的
な
意
思
が
補
充
す
る
と
い
う
考
え
方
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
な
い
、

ら
、
単
な
る
意
思
は
、

た
と
え
そ
れ
が
行
為
者
の
客
観
的
な
実
行
性
を
超
過
し
て
発
生
し
た
結
果
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
φ

め
っ
た
に
し
て

も
、
そ
の
実
行
の
不
足
分
を
補
充
し
て
こ
れ
を
結
果
に
接
合
す
る
契
機
と
は
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
実
行

と
い
う
原
則
が
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
し
か
し
、
真
正
の
共
同
正
犯
に
み
ら
れ
る
各
行
為
者
の
意
思
状
態
は
、
単
に
結
果
を
志
向
す
る
だ
け
の
意
思
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。

、
.
、
，
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
，
‘
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
‘
.
、
，
‘
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，

他
人
の
行
為
を
も
自
己
の
も
の
と
し
て
自
己
の
う
ち
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
思
の
つ
な
が
り
が
み
ら
れ
る
の

な
ぜ
か
な
ら
ば

性
を
伴
わ
な
い
意
思
に
つ
い
て

「
単
な
る
意
思
は
罰
せ
ら
れ
な
い
」

でそ
あこ
る:;;乙
。ゾは

相
互
に

過失共同正犯の成否

そ
こ
か
ら
発
生
し
た
統
一
的
な
結
果
と
が
現
存

こ
の
よ
う
な
段
階
に
至
っ
た
各
行
為
者
の
意
思
状
態
は
、
彼
等
が
現
象
的
に
行
っ
た
部
分
行
為
の
個
性
を
消
失
さ
せ
、
こ
れ
を
一

つ
の
意
味
に
充
ち
た
統
一
体
と
し
て
の
統
一
的
な
実
行
行
為
の
A
W
A
Y
和
め
に
し
あ
げ
る
契
機
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ば

し
か
も

こ
の
二
つ
の
意
思
方
向
の
融
合
に
対
応
し
た
統
一
的
な
実
行
性
と
、

す
る
。

り
、
共
通
の
目
標
達
成
の
た
め
に
他
人
の
行
為
を
も
自
己
の
も
の
と
し
て
自
己
の
う
ち
に
帰
ぜ
し
め
よ
う
と
す
る
相
互
的
な
意
思
の
つ
な

が
り
(
意
思
連
絡
)
を
契
機
と
し
て
、
各
行
為
者
は
、
単
に
自
己
が
現
象
的
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
ら
ず
v

現
象
的
に
は
他
人
が
行

こ
の
意
味
で
は
、
「
一
部
実
行
の

全
部
責
任
」
と
い
う
表
現
は
実
体
を
適
確
に
把
握
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
真
正
の
共
同
正
犯
に
お
い
て
、
行

っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
実
行
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま

-7-



手

説

為
者
は
共
同
で
全
体
を
実
行
し
、
全
体
の
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。い

わ
ゆ
る
一
部
実
行
の
全
部
責
任
を
支
え
る
実
体
を
意
思
に
求
め
た
ド
イ

こ
の
よ
う
な
検
討
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

'

愉

ツ

通

説
I
B
-
-
わ
が
国
の
通
説
で
も
あ
る
バ

l
ー
の
ゆ
き
方
に
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ω
同
・
4
司
自
回
目
白
y
h
r
w
g
冊
目
戸
申
書
E
同
2
5
g
育
o
E巾
g
t
s
w
m
w
v
g
g
品
。
可
出
口
包
自
国
E
a
d
ロ
官
Z
U『
P
H
u
a
・
m
-
品
が
法
規
定
の
根
抵
を
な
す
事
実

論
理
的
構
造
の
意
義
に
つ
き
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

似
た
と
え
ば
、
ブ
1
り
守
・
切
百
円
r
N
日
v
s
g
g
p
晶

3
3
E
5
g
@
g
p
g
J刊号
U
S
ロ
V
自
己
邑
ι
母
国
品
吉
田
仲
何
回
ロ
肉
-
s
g
引

E
a
-
C
σ
由
吋

R
S
E
E
け
ロ
ロ
品
ロ
ロ
E
V
目
。
[
N
m
Z弓
-
M
]
∞
・
M
m
ご
・
)
、
ウ
チ
ッ
ヒ
(
開
・
4
司
三
民
間
-
F
E
E
-
官
民
己
ロ
$
5
0
5
5
号
g
n
v
g
[
∞
可
-

K
F
F
同
・
8
]
H
E
N
-
m
-
H
C
由
・
)
、
p
・
ヴ
ォ
ル
フ
(
岡
山
・
喝
。
】
戸
切
2
5
ロ
E
C
口
問
2
5
2
門
出
血
E
2
a
g
可
申
寸
陣
-
g
a
s
p
片
付
窃
可
-
h
r
σ
V
同
・
腿
朗
]

H
P
N
4
・
ω
・
帥
∞
ぬ
-
U

の
態
度
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
後
述
三
四
頁
、
三
五
頁
註

ω、
似
参
照
。

同
開
・
切
可
w
g
o
u
B
円
w
F
$
5
4
0
ロ
品
。
吋
吋
a
-
E
V
百
四
畑
町
山
・
H
N
四
円
相
H
N
U
-
H
∞
由
同
-
u
冨
・
回
・
出
塁
。
吋
:
h
E
肉
・
吋
-
m
-
∞
巴
同
・

K
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。

な
お
、
意
思
に
行
為
を
支
配
す
る
機
能
を
求
め
よ
う
と
す
る
ヴ
工
ル
ツ
ヱ
ル
(
同
・
巧
@
】
N
o
-
-
切
除
g
E
-
∞
・
8
・
)
に
色
同
様
の
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
、
一
方
、
一
部
実
行
の
全
部
責
任
の
根
拠
を
も
っ
ぱ
ら
刑
事
政
策
的
要
請

l
i連
帯
責
任
1
1
1
K
求
め
よ
う
と
す
る
ク
リ
l
グ
ス
マ
ン
〈
Z
・
何

回
州
民
曲
四
回
g
g
p
出
x
g
g
g
白
E
R
S
昆
何
回
d
p
p
E
色
白
血
骨
吋
2
2
Z
各
[
∞
可
-
K
V
喜
・
出
・
8
]
H
E
4
・
ω
・
∞
4
?
混
同
む
の
よ
う
な
給
者
も
い
る
。

附
〈
包
・
の
-
u
a
目
r
吋
骨
g
a
岳
民
H
Z
昆
吋
A
w
-
-
E
V
自
由
】
g
R
5
ロ
ロ
町
四
ロ
回
三
司
回
忌
冊
目
ロ
冊
目
開
口
問
。
H
U
O
E
回
出
品
g
z
o
v
s
J
E
時
間
8
骨
付
N
q
白
ロ
宮
(
∞
可
・

h
r
u
z
・
凶
-
N
N
e
H詔
4
・
ω
・
島
町
同

-rHロ
V
4
N
-
-
H
H
・
。
z
s
s
p
d
U
2
品
目
。
ヨ
宮
山
2
2
宏
司
C
B
宮
E
Z
Z
E
芯
冨
宏
司
F
$
3
4
0
ロ
宮
司
叶
F
a
-
'

E

E
面
否
m-
留
)
宮
町
-
m
・
8
ぬ
-
u
同
・
切
3
-
N
v
a
自
由
ロ
U
H
O
世

W
N
O
E
o
Z
2
Z
E
Z
司
e
E
Z
5
2
5
u
w
m
-
&
u
z
・
同
・
肉
江
晶
国
τ

g
匝
ロ
P
P
・
胆
・
。
-
m
.
U
A
R
向
・

間
関
・
盟
品
百
四
同
句
、
胆
-
P
。
-
m
-
H
N
U
-
H
g
向
・
一
宮
・
閉
・
冨
唱
。
F
P
P
・
O
-
ω
・
∞
∞
H
n
も
ζ

の
点
を
意
識
し
て
は
い
る
。
他
の
多
く
の
論
者
に
お
い

て
ま
た
し
か
り
で
あ
る
o
l
i
d
F
E
宗
め
ロ
F
E
e
-
M
a
宮
戸
∞

-g・
な
お
、
木
村
教
授
は
、
乙
の
意
思
の
つ
な
が
り
を
「
補
充
的
因
果
関
係
の
意

思
」
と
呼
ば
れ
る
(
木
村
・
共
同
正
犯
と
教
唆
犯
〔
刑
法
雑
誌
一
巻
一
号
〕
五
九
頁
。
)
。

川
柳
わ
た
く
し
は
、
グ
ェ
ル
ツ
ヱ
ル
(
出
・
者
。
-
N
色
"
ω
g
e
g
g
g
s
a
a
u
ι
g
m
可
え
g
n
v
g
「

N
∞
け
声
明
∞
]
m
-
E
U
同
・
h

a

凶
申
吋
回
・
切
除
回
出
-
m
・
8
・
)

ゃ
、
行
為
単
一
論
(
E
E
5
a
E
S
S
)
の
一
場
面
と
し
て
共
犯
現
象
を
把
握
す
る
べ

l
リ
ン
グ
(
凶
・
切
由
民
話
u
U
Z
F
$
5
4
0
B
司
R
v
g
o
v
o
p
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HS由
-m・
8
0
戸
即
日

σa・
m-
念
品
ム

8
・
8
P
品
HO---そ
と
で
は
、
行
為
単
一
性
・
行
為
者
同
一
性
[
回
芯
司

Ego-E]
を
支
え
る
一
つ
の
契
機

と
し
て
、
行
為
者
の
心
的
結
合
が
強
調
さ
れ
て
い
る
J
κ
示
唆
を
受
け
て
と
の
よ
う
に
考
え
る
。

ζ

れ
に
反
し
、

F
0
2
8世
g
-
P
P
0・
m
F

∞阿南・

日

E
Z
F
m・
8
内
・
は
、
意
思
の
ζ

の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
等
闘
に
ふ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

的
〈
手
間
・

4
唱
曲
目

Ha-Nm2『
-
g・
8
0・
な
お
、
共
同
正
犯
を
解
し
て
、
一
部
単
独
正
犯
、
一
部
欄
接
正
犯
と
す
る
立
場
も
あ
る
ハ
た
と
え
ば
、
伊

切

@
g
g
a
g
a
-
担

-v
。・

ω・
ぉ

UM円・

g
E
U関
-
C
E昆
民
国
e

宮

1
2
g
g白
書
吋
弘
司

8
5・
色
向
日
・
∞
吉
凶

-
g
p
m
-
H
R
回題

U
F

F
E肉
0
・

0
R目
安
ぽ
百
個
語
仲
田
町
宮
問
時
即
時

-m-gumogロ
宮
め
色
尚
昆

mn
∞
hw一白白・伊

NNOU
卯

C・
g
-
P
S
-
E岳
4mF
回
・
何
色
白

E
9
0
5
吋
色
-

E
旨
申
自
」
宮
崎
宵

g
g
u
s
b
V
別

anv韓
g
z
a
o
s
v
g
o
v
gる
晶
。
吋

g
a
s
P
E
n
gロ
宮
宮
崎

m
g
E
B
Z
Z
S
{宮
F
E
Z
-
国
・
留
S

HE-m-口
問
問
じ
が
、
む
し
ろ
無
用
な
考
え
方
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
勾
事
国
・
巧

aa-回
芸

-
F
m
-
E
=
-
L申
F
田
宮
戸
伊
箆
・
〉
。

削
開
特
に
、
大
場
・
刑
法
総
論
下
巻
、
大
三
、
一

O
三
三
頁
、
一

O
四
七

l
一
O
四
八
頁
、
平
場
・
法
学
論
叢
五
九
巻
三
号
、
一
一
九
頁
以
下
が
腕
穏
で
あ

る
。
一
般
に
は
、
と
の
意
思
状
飯
は
、
共
同
正
犯
の
主
観
的
要
件
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
《
佐
伯
・
刑
法
総
論
、
三
三
ご
頁
、
小
野
・
新
釘
刑
法
講

義
、
二

O
三
頁
、
回
藤
・
綱
裏
、
二
九
八
頁
J

・

同
時
犯
と
意
思
の
連
絡

さ
て
、
現
象
的
に
は
未
遂
あ
る
い
は
共
犯
に
と
ど
ま
る
行
為
者
を
共
同
正
犯
に
し
あ
げ
る
右
の
意
思
の
つ
な
が
り
は
、

欠
け
る
と
と
に
よ
っ
て
、
外
観
上
の
共
同
者
ハ
実
は
行
為
を
競
合
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い
行
為
者
)

ま
た
、

そ
れ
が

を
単
独
正
犯
の
並
立
戸
不
真
正
の
共
同
正
犯
に
該

過失共同正犯の成否

当
す
る
現
象
に
お
い
て
、
行
為
者
聞
に
意
思
連
絡
が
欠
け
た
場
合
を
想
定
さ
れ
た
い
。
な
お
、

立
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
よ
う
J
、
単
独
犯
と
し
て
の
未
遂
の
並
立
、

共
同
正
犯
の
成

一
方
的
共
同
正
犯
を
認
め
る
立
場
に
た
て
ば

外
観
主
の
共
犯
・
主
犯
関
係
(
乙
の
ご
つ
は
真
正
の
共
同
正
犯
に

該
当
す
る
現
象
に
お
い
て
問
題
と
き
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
第
一
の
場
合
は
、
結
果
自
体
が
未
遂
に
終
っ
た
場
合
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
第
一
一
の

一
方
的
共
犯
を
認
め
る
立
場
に
た
て
ば
、
現
実
の
共
犯
・
正
犯
関
係
が
で
て
く
る
と
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
J

で
も
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
容
易
に
理
解
で
き
る
と
と
ろ
で
あ
ろ
お
つ
ま
り
、
統
合
の
契
機
で
あ
る
あ
の
意
思
の
つ
な
が

り
が
欠
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
行
為
者
は
単
に
自
己
の
意
思
と
そ
れ
に
対
応
し
た
行
為
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
を
実
行
し
た
も
の
と
さ
れ

場
合
に
つ
い
て

に
分
離
し
て
し
ま
う
契
機

- 9 ー



説

る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ぺ

l
p
y
グ
が
、
心
的
に
自
己
の
も
の
と
し
て
い
な
い
他
人
の
行
為
の
部
分
を
も
そ
の
行
為
者
に
帰
せ
し
め
る
こ

と
は
正
義
に
反
す
る
、
と
い
っ
て
い
る
点
は
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
右
の
単
独
正
犯
並
立
の
場
合
を
同
時
犯

(
2
0
Z見
出
同
角
田
岳
民
ご
と
呼
ん
で
い
る
ハ
問
時
犯
と
し
て
の
未
遂
犯

I
!結
果
自
体

倫

が
未
遂
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
だ
け
で
な
〈
、

P
4
v
 

ー
ー
も
も
ち
ろ
ん
考
え
ら
れ
る
。
〉
。

結
果
は
既
遂
の
性
格
を
常
ぴ
て
い
る
が
、
行
為
者
の
実
行
性
は
未
遂
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
場
合
色
含
ま
れ
よ
う

川
し
か
し
、
意
思
の
連
絡
を
共
同
正
犯
の
要
件
と
考
え
な
い
ウ
チ
ッ
ヒ
、

p
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
お
い
て
は
、
共
同
正
犯
と
単
独
正
犯
の
並
立
と
の
聞
に
な
ん

ら
の
差
異
色
な
い
の
で
あ
る
。

1
l八
頁
註
仰
お
よ
び
、
後
述
三
四

1
2一
五
頁
、
コ
一
五
頁
註

ω、
開
参
照
。

倒

開

ω申
出
陣
内

-
F
$
3
4
0
S
4
0号
S
S
E
-
m
-
含。・

附

こ

ζ

で

Z由
Z
p
g
g
g岳
民
け
と
は
、
リ
ス
ト
の
創
穏
に
な
る

Z
o
v
s
s
s
a島
民
け
を
意
味
す
る
(
〈
閃

F
4・
E
F
F
m
V司
U
E
V晶
g
a
g
e
o
v
g

∞
可
丘
町
面
白

V
F
同

bgm・
揺
盟
国

-
m
-
M
p
p
g
V
4同
F
4・
H向。
r
u芯
z
s
s
s
g
a
s
P
P
E
S
-
m
-
M
〉
ロ

B-
∞・)。ベ

l
リ
ン
グ
は

Z由
g
白露骨由司・

阻白

E
B
を
随
伴
的
従
犯
(
切
也
市
田
宮
口
白
血

F
E
H崎
市
)
の
意
味
に
理
解
し
た
と
と
が
あ
っ
た
。

1
1凶
-
E
U肉・回
-

E
・。

-m・
8
u・

な
お
、

Z各
自

S
E
a
S静
岡
骨
は
現
在
で
は
一
般
に
同
時
犯
と
訳
さ
れ
て
い
る
(
し
か
し
、
植
松
・
刑
法
概
論
、
昭
三
て
二
八

O
頁
は
併
行
犯
と
釈

す
。
)
が
、
か
つ
て
、
附
帯
犯
ハ
泉
二
博
士
〉
、
副
共
同
正
犯
ハ
山
岡
博
士
)
、
対
立
単
独
正
犯
ハ
大
場
崎
博
士
)
等
と
訳
さ
れ
た
乙
占
も
あ
っ
た
。
同
時
犯

を
真
正
面
か
ら
論
究
し
た
も
の
と
し
て
、

4
-
H
m
o
F
U
2
z
s
g
s
g
g
n
E
F
5
8
ハ
な
お
、
「
同

E加
-
U
E
区
各
司

g
g
a
n
g
b
-
H舘
∞
引
当
・

区
名
申

P
E
g
g
E
g
g均
四
回
目
冊

F
E
E
S
E
E
E申司

g
p
v
E
P何時
m
g
両
訴
訟

m
E骨
s
s
a
E
E
S
S
F
g
o
u
p
H
R
z
u
u
g
d司
書

Z守

z
u
g
g
a
n
z
p
e畠
s
s
a島
丸
F
H回
口
が
あ
る
が
参
照
で
き
な
か
っ
た
o
u
。

削
同
・
冨

a
p
H
h酔
吋

v
g
v
E
皆

cgovopmH吋
え

z
a
H
F
M
E
P
E明
"
伊
路

4u
区
・
回

-
F
3
n
E
F
m・
4
p
m
-
g
f
戸

の

色

S
F

F
s
a
s
s
g
g同
g
a
F
N
K
F
M
M
P
H混
同

"ω
・
岡
田
叫
は
、
行
為
者
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
構
成
要
件
を
完
全
に
実
現
し
た
場
合
に
の
み
伺
時
犯
の
成
立

を
認
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
狭
い
同
時
犯
概
念
を
不
当
と
す
る
も
の
と
し
て
、
ぽ

3
2・
注
目
な

F
F
S
5
5
V
R
H
a
a
g
g
o
v
S
F混
同

gova-

∞

hram-HSM-m-MHU
炉
開
包
・
ぉ

U4・
EMM胃
r
u
g
g白応盟国
P
Z同『曲目
F
E
-
阿

-H80・
∞
・
合
∞

KEg-
品
(
同
時
犯
と
し
て
の
未
遂
も
考
え
ら

れ
る
と
い
う
立
場
に
か
つ
限
り
、
マ
イ
ヤ

1
1
ア
ル
フ
ェ
ル
ト
、
ヒ
ッ
ペ
ル
の
見
解
が
支
持
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
同
時
犯
と
し
て
の
未
遂

- 10ー



‘ 

の
場
合
を
捉
え
て
、
時
・
4
『

S
F
S
F
F
Z
F吋
V
S
F
島
冊
田
島

g
a
n
v
s
m
E民
5
0
F
F
S
E
m
-
S申
の
よ
う
に
、
行
為
者
相
互
の
実
行
性
の
補
充
関

係
に
よ
っ
て
既
遂
犯
と
し
て
の
即
時
犯
が
成
立
す
る
と
考
え
る
の
は
不
当
で
あ
ろ
う
J
・
な
お
、
後
述
五
三
頁
以
下
参
照
。

意
思
の
連
絡
の
刑
法
的
性
格

以
上
の
よ
う
に
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
共
同
正
犯
に
特
異
な
正
犯
性
を
附
与
し
且
つ
共
同
正
犯
と
同
時
犯
と
を

翁

叫

同

町

も

ahU13司
03日
3
3引
叫
叶
引
叫
，

四

区
別
す
る
契
機
と
し
て
、

し
か
し
と
の
意
思
の
連
絡
と
は
刑
法
上
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
見
解
の
相
違
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
最
も
重
要
な
の
は
、

こ
の
場
合
の
意
思
の
連
絡
と
は
一
個
の

犯
罪
と
い
う
共
通
の
目
標
を
意
識
し
且
つ
意
欲
し
つ
つ
そ
の
犯
罪
を
実
現
し
た
場
合
に
み
ら
れ
る
意
思
の
結
び
つ
き
、
す
な
わ
ち
、
故
意

的
意
思
の
連
絡
に
日
間
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
犯
罪
を
意
識
せ
ず
な
い
し
は
意
欲
し
な
い
な
が
ら
も
、
犯
罪
以
外
の
何
物
か
を
共
通
の
目

標
と
し
、

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
共
同
し
つ
つ
過
失
的
に
犯
罪
を
実
現
し
た
場
合
に
み
ら
れ
る
過
失
的
意
思
の
連
絡
(
乙
の
表
現
は
少
な

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

く
と
も
正
確
で
は
な
い
が
、
そ
の
本
震
は
や
が
て
あ
き
ら
か
托
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
J
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
か
、

故
意
的
意
思
の
連
絡
に
限
る
と
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
共
同
正
犯
は
故
意
犯
に
つ
い
て
の
み
成
立
し
、
過
失
的
意
思
の
連
絡
に
よ
る

過失共同正犯の成否

結
果
惹
起
は
、
実
は
過
失
の
同
時
犯
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
こ
れ
に
反
し
、
過
失
的
意
思
の
連
絡
で
も
よ
い
と
す
る

立
場
に
お
い
て
は
、
過
失
共
同
正
犯
が
肯
定
さ
れ
、
同
時
犯
は
い
か
な
る
意
味
で
も
意
思
の
連
絡
な
し
に
、
し
か
し
一
個
の
犯
罪
実
現
に

行
為
を
競
合
さ
せ
た
場
合
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
意
思
の
つ
な
が
り
と
共
同
正
犯
・
同
時
犯
の
関
係
か
ら
、
過
失
共
同
正
犯
と
い
う
も
の
が
肯

定
さ
れ
る
か
ど
う
か

l
l過
失
犯
の
領
域
で
も
い
わ
ゆ
る
一
部
実
行
の
全
部
責
任
の
法
理
を
支
え
る
意
思
の
連
絡
が
あ
る
か
ど
う
か

!
l
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を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
冒
頭
に
掲
げ
た
二
つ
の
判
決
の
当
否
も
、
根
本
的
に
は
、

こ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と
な
し
に
は
導
か
れ

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
従
来
し
ば
し
ば
、
客
観
的
共
犯
論
・
主
観
的
共
犯
論
、
恨
縮
的
正
犯
論
・
拡
張
的
正
犯
論
、
犯
罪
共
同
説
・
行
為
共
同
説
の
対

立
か
ら
、
客
観
的
共
犯
論
、
限
縮
的
正
犯
論
、
犯
罪
共
同
説
を
と
れ
ば
過
失
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
、
主
観
的
共
犯
論
、
拡
張
的
正
犯
論
、

行
為
共
同
説
を
と
れ
ば
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
は
必
ず
し
も
妥
当
な
態
度
と
は
い
い
難
い
も
の
で

あ
る
か
ら
ー
ー
と
の
点
は
後
程
、
各
所
で
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

i
i、
本
・
稿
で
は
、

正
犯
・
、
同
時
犯
の
関
係
に
論
点
を
置
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
意
思
の
つ
な
が
り
と
共
同

ω
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
意
思
は
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
一
方
的
共
同
正
犯
の
成
否
に
関
す
る
ハ
一
般
に
一
方

的
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
K
反
し
一
回
・
回
色
宮
内
w
V
S
B
4
0
g
〈
含
可
B
E
g
-
伊
色
。
~
牧
野
・
重
訂
日
本
刑
法
上
巻
、
随
一
こ
、
四

四
四

l
四
四
五
頁
、
宮
本
・
刑
法
学
粋
、
昭
四
、
三
九
九
頁
J
。

さ
ら
に
ま
た
、
一
万
が
故
窓
、
他
方
が
過
失
で
行
為
し
た
場
合
に
も
と
の
よ
う
注
意
思
の
つ
な
が
ち
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
6
あ
る
ハ
一
般
に
過
失

共
同
正
犯
[
次
註

ω参
照
】
そ
否
定
す
る
論
者
は
ζ

の
問
題
に
つ
い
て
も
消
極
に
理
解
し
て
い
る
[
た
と
え
ば

E
宮
め
o
v
S
5仲・
M
m
k
Z
9
ω
・
8
∞
立
。

過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
論
者
に
も
消
極
、
積
極
の
一
一
説
が
あ
る
[
た
と
え
ば
、
国
-
C
S
F
P
P
M
K
F邑・

ω-Hg
は
消
極
低
価
府
し
、
同
・
恩
昆
宮
肉
・

の

g昆
民
国
・
∞

h
z
p
m
e
M回
一
回
・
出
向
曲
目
哲
♂
宮
山
富
山
例
措
吋
問
。
g
a
g
S
F
4
k
v
a白
・
伊
N
N
国
は
積
極
に
解
し
て
い
る
。
]
。
)
。
乙
の
点
は
機
会
を
改
め

て
考
察
し
た
い
。

仰
匂
甚
法
血
曲
目
肉
申
告

s
s
g
g
p
吉伸

g
g
a
o
Z
P
E
Z司
富
山
句

S
F
E
(
V時
二
息
長
邑

3

E昆
E
3
}
と
称
さ
れ
る
場
合
で
あ

る
ぞ
れ
に
対
し
、

me
当

g
g晶
、
星
回

E
E巾
S
E
H己
臨
海
事
国
国
自
色
自
宮
ロ
曹
司

-
F
o宮
乙
島
司
}
m
-
S
は
、
宮
町
宮
柑
也
事
態
ま
宏
司
・

闇ロ

g
3
と
呼
ば
れ
る
場
合
は
、
実
は
、
過
失
的
K
他
人
の
共
同
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
共
同
の
意
識
が
な
い
場
合
を
意
味
す
る
と
い
う
。

ζ

と
で
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
と
ら
れ
て
い
必
い
J
。

附
過
失
同
時
犯
に
関
し
て
は
、
特
K
、
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
し
た
場
合
、
個
々
の
行
為
が
未
遂
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
事
例
l
lし
か
し
既
遂
的
な
結
果
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は
発
生
し
て
い
る
1
1ー
に
つ
き
、
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
乙
の
点
は
後
程
考
え
よ
う
。
後
述
五
三
頁
以
下
。

同
た
し
か
に
主
観
的
共
犯
論
と
拡
張
的
正
犯
諭
と
は
論
理
的
な
つ
な
が
り
に
あ
る
も
の
で
あ
り
(
ぐ
包
・
当
-
C
巳
-8・
忌

-
g
a
n
E
P
ロ
昆

J
E
E
P
Z
E

[
F
S司
E

E
回目

p
g
p
g
v
a
a
o
B・
E
-
H
]
巴
E-m-M槌
崎
・
)
、
ブ

I
り

(4・
E
弘
-
N
ロ
己
、

$
5
4
8
e
E
Z昏
5
・
m・
出
向
・

同
E
Z溢
-m-
協
同
・
)
、
メ
汐
ガ
l
h開
・
民

mHm曲一
F
P
P
。・

ω・
お
白
山
晶
画
担
鼠
色

2
5
4司
申
問
。
島
耳
切
骨

g
p
z
v
g会
尚

g
R
F
同街。・
m
F

飽
L

の
よ

う
托
過
失
共
同
正
犯
也
管
肯
定
す
る
論
者
が
多
い
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
が
、
ベ
ル
ナ

l
s・司
-
F
2
9
0
r
z
v
g
g
m
島
常
時
宮
ロ
ロ
島
田
め

gdN申号
g
e
P
E
R
m
-
S
L
g
r
a
E
σ
g
v
g
含
号
辰
吉

m
m
g同
S
S
E
-
お
宮
戸
お
お
・

m-M芭向・)、
e

ケ
ス
ト
リ
ン
一
。
・
伊

剛円一一宮

E
p
m冒
g
g
常
国
含
白
広
島

S
皆
話
時

g
n
S
F
注
目
明
暗
-

H

叡
朗
・
一
伊
問
。
句
鶴
岡
崎
・
)
の
よ
う
に
過
失
の
共
犯
ハ
共
同
正
犯
も
含
ま
れ
て
い
た
J

t
T
否
定
す
る
働
者
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
一
方
、
客
観
的
共
犯
論
、
限
縮
的
正
犯
愉
げ
い
た
っ
て
過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
論
者
と
し
て
、
た
と
え
ば
、

ピ
ル
ク
マ
イ
ヤ
}
戸
恩
旨

E
3
h
u
p
ロ
・
伊
匡
キ
、
フ
ラ
ン
ク
ヨ
・
吋

g
F
E田
ω
s
w
-
B
Z
S
F
E
n
g
z
p
弱
含
昆
・
醤
帥
戸

ω・
MM。・ロ品同・)、

p
・
グ
オ
ル
フ
司
・

4『
O
戸

ω可
-hrσF
回
・
路
沖
伊
国

4
玲・
1

4
フ
ン
ゲ

F

E
ロ
哲
・
区

a
R
5
4可帥
FH2Z尚
昆
円
∞

-
g
R
)

を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。
き
ら
に
ま
た
、
行
為
共
問
税
に
た
ち
な
が
ら
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
齢
者
と
し
て
、
井
上
教
授
(
井
上
・
刑
法
総
給
、

昭
二
四
、
一
八
二
頁
o
H
犯
界
共
同
鋭
的
見
地
に
た
ち
な
が
ら
過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
論
者
と
し
て
、
大
場
博
士
ハ
大
場
・
刑
法
総
論
下
巻
、
一

O

五
O
頁
。
〉
を
挙
げ
る
乙
と
も
で
き
る
ハ
な
お
、
大
場
博
士
が
、
故
意
犯
と
過
失
犯
と
の
聞
に
も
共
岡
正
犯
の
成
立
を
認
め
ら
れ
る
の
は
注
目
K
値
し
よ

う
[
大
場
・
前
掲
書
、
一

O
六
三
員
。
]
。
し
か
し
、
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
例
は
問
題
で
あ
る
。
乙
の
点
四
八
頁
以
下
参
照
。
〉
。

第
二
章

共
同
国
喝
の
特
世
む
過
売
却
崎
正
犯
否
定
論

過失共同正犯の成否

第
二
期

ド
イ
ツ
に
お
け
る
諸
見
解
と
そ
の
検
討

か
の
一
部
実
行
の
全
部
責
任
を
支
え
る
実
体
と
し
て
の
意
思
の
つ
な
が
り
、
す
な
わ
ち
、

A
Y
X
ヨ〉

犯
の
主
観
的
要
件
に
つ
き
、
そ
れ
が
故
意
に
限
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
明
言
し
て
は
い
な
い
@
し
か
し
、
共
同
正
犯
は
故
意
犯
に
お
い
て
の

み
成
立
す
る
と
考
え
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
判
例
の
態
度
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
第
一
の
課
題
は
こ
の
よ
う

ド
イ
ツ
刑
法
四
七
条
は
、

い
わ
ゆ
る
共
同
正

-.i;.' 

、通F

t 
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説

な
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ド
イ
久
に
お
い
て
、
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
態
度
は
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。

一
は
過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
を
承
認
し
な
が
ら

論

現
行
法
上
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
-
き
な
い
と
考
え
る
'
も
の
で
あ
り
、
他
は
過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
を
も
全
く
否
定
す
る
も
の
で
あ

る

ω
一
九
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
緒
邦
の
刑
法
典
が
共
犯
(
共
同
正
犯
も
含
ま
れ
て
い
た
J
の
主
観
的
要
件
を
い
か
に
規
定
し
て
い
た
か
(
そ
ζ

で
は
犯

罪
適
柑
揮
の
規
定
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
過
失
の
共
犯
、
過
失
犯
へ
の
共
犯
は
殆
ど
否
定
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る

J
に
つ
き
、
円
切
目
『
E
E
M可申『・

4
0
k
F
・口・

m-M也局・・

8
R

仰
団
藤
教
授
(
団
藤
・
綱
裏
、
三

O
O頁
註
(
叩
〉
J

K
従
え
ば
、
共
同
正
犯
を
過
失
に
つ
い
て
も
留
め
た
立
法
例
と
し
て
、
ド
イ
ツ
一
九
一
三
年
草
案

三
八
条
、
一
九
一
九
年
草
案
三
一
条
、
イ
タ
リ
ア
刑
法
一
一
一
ニ
条
、
イ
タ

P
ア
一
九
四
九
年
草
案
八
九
条
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
一
九
一
三
年
草
案

は
、
そ
の
三
四
条
に
共
同
正
犯
を
故
意
犯
に
限
定
し
て
お
り
、
一
九
一
九
年
草
案
色
、
ご
七
条
に
同
趣
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
た
ど
、
両
草
察
は
、
そ
れ

ぞ
れ
三
八
条
、
三
一
条
に
過
失
的
共
働
ハ
ζ

の
概
念
は
、
本
稲
で
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
今
乙
れ
に
論
及
す
る
わ
り
に
は
ゆ
か
な
い
。
一
九
貰

、.、.

位
剛
、
ご
四
賞
以
下
参
照
J
を
正
犯
と
し
て
国
則
す
る
旨
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
九
一
九
年
草
案
理
由
香
は
、
過
失
的
共
働
を
説
明
し
て
、
行
為
者

、.、.、.、.

が
相
互
に
独
立
し
て
行
為
し
た
場
合
に
も
三
一
条
の
適
用
あ
り
と
す
る
の
で
あ
る
マ
か
ら
、
両
草
案
一
二
八
条
、
=
二
条
が
過
失
共
同
正
犯
を
規
定
し
た
も
の

と
考
え
る
と
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
(
も
っ
と
も
、
過
失
的
共
働
に
は
、
本
来
、
意
思
の
共
悶
と
い
う
観
念
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
な
ら
ば
、
両
規

定
を

aっ
て
過
失
共
同
正
犯
を
規
定
し
た
も
の
と
い
う
ζ

と
も
で
き
よ
う
。
団
藤
教
授
は
と
の
よ
う
な
考
え
に
ー
た
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
恩
わ
れ
る
J
。

む
し
ろ
両
規
定
は
、
過
失
犯
に
お
い
て
は
拡
猿
的
正
犯
概
念
が
安
当
す
る
と
い
う
と
と
を
規
定
し
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
-
き
で
あ
ろ
う

Sf

伺

a
S
F
J円
a
z
s
g冊
胆

HU42vgo富
田
宮
可
・
快

gF
出
・
器
削

]mw
帥
4
・
留
は
ζ

の
よ
う
な
考
え
方
K
た
っ
て
い
る
と
態
わ
れ
る
J
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
正
当
な
規
定
と
は
い
い
雛
い
。
後
述
一
一
七
賞
、
五
三
頁
以
下
等
参
照
。

な
お
、
一
九
五
五
年
刑
法
委
員
会
の
正
犯
愉
・
共
犯
論
に
関
す
る
提
唱
蘭
(
共
同
正
犯
に
関
し
て
は
、
現
行
法
四
七
条
以
上
氏
詳
細
な
規
定
は
考
え
ら
れ

て
い
な
い
J

K
っ
き
、
開

u
g
z
p
盟申

4sgo
雪
E
S
S宮
諸
島
s
c
g回
Sω
可
え

g
o
v
z
z
g
E畠
S
(隙
W
巧・

2
m
v
食
。
同

-
h
u
g

岳
民
骨
骨
骨
Z
E
S吸
語
拘

(
P
F
E
m
-
q
S
司・
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同
た
と
え
ば
、
同
・
恩
吋
寄
器
官

F
E
v
g
g
p
品
2
4
2ロ
S
F
g
p
ω
・
民
∞
U

開
・
切
品
目
目
指
-
C
E
E
N防
関

P
N
k
g
p
H
S
M
-
∞
・
白
岡
山
師
〉
昆
-Hgm-m-

室
ハ
四
版
以
下
で
は
不
明
確

J
u
戸
間
・
害
可
申
p
p口
駅
吋
・

ω・
a
N
u
h
r
g
-
F
h
v・
関
CV-2-
注目肉・叶・

m
-
g
N
同
-
u
E
E
'
F
E
E
F
一
皆
吉
白
-

m・
8
由同

-ud司・

m
g
a
-
h
E
m
-
m骨
g
同
gnus-
。F
F
m
6
回
忌
・
判
例
に
つ
い
て
は
、
三
頁
註
mw
参
照
。
ス
イ
ス
、
ォ
l
ス
ト
リ
l

(
ド
イ
ツ
刑
法
四
七

条
の
よ
う
な
規
定
を
欠
く
が
。
〉
の
学
説
ま
た
同
じ
。

l

|
開
。
国
民
g
F
Z
Z
Z各
晶
S
S
F
d『
忠
岡
市
民
団
ロ
『
抽
出
回
常
民

g
S
F
注
目
明
寸
・

5
陪戸

m-MH割引

。-p
c
S
E
E
-
0
8
4
0
5
g由
民

v
n
E
g
gロ
ω可国
H
g
o
F
同p
p
m
6
定
同
--HS
同・・

M
g
?
・H・V-MW目立
S
F
z
z
z
s
品
8
0
e
g対
話
回
'

a旨
ロ
宮
ロ

ω許可民
5
0
z
p
h
E肉・
d
円

-
N
b
a
p
g
m酔
wm-ω
∞
H
p
p
g・
帥
・
自
白
同
・

過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
は
肯
定
す
る
見
解

ヘ
ル

νュ
ナ

l

ゴ
ェ

I
-フ
ー
が
こ
こ
に
算
入
さ
れ
る
。

νャ
ハ
ト

右
論
者
は
、
数
人
が
行
為
を
共
働

(
N
ロ
g
g
B
g
d司王両
g
h
富
山
ヨ
庄
内
g
)
さ
せ
て
過
失
的
に
一
個
の
犯
罪
を
実
現
す
る
場
合
の
あ
る

こ
と
は
こ
れ
を
品
同
定
す
る
。

し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
場
合
ま
で
を
も
法
は
共
同
正
犯
と
し
て
予
定
し
て
は
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
す

ド
イ
ツ
刑
法
四
七
条
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
過
失
共
同
正
犯
を
も
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な

四
八
条
・
四
九
条
が
故
意
の
共
犯
を
要
請
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
共
犯
規
定
の
不
釣
合
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
理
由

か
ら
、
結
局
、
過
失
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

な
わ
ち

v
v
ハ
ト
は
、
、
も
し
、

ら
ば
、

ゴ
ェ

l
ラ
ー
は
、
共
同
の
実
行
が
刑
罰
加
重
事
由

過失共同正犯の成否

で
あ
る
場
合
ハ
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
刑
法
一
ご
三
条
ご
項
・
ご
二
三
条

a
等
。
¥
そ
れ
ら
は
故
意
犯
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
、
法

が
一
般
に
過
失
犯
に
つ
い
て
特
異
な
規
制
形
式
と
し
て
の
共
同
正
犯
を
予
定
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
推
論
す
る
。

だ
が
し
か
し
、
.
ド
イ
ツ
刑
法
四
八
条
・
四
九
条
は
故
意
の
共
犯
だ
け
を
規
定
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

る
よ
う
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
は
た
だ
ち
に
は
で
て
く
る
も
の
で
な
い
一
い
が
ま
た
、
共
同
実
行
が
刑
罰
加
重
事
由

四
七
条
も
そ
れ
ら
に
一
致
す

で
あ
る
場
合
は
故
意
犯
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て

た
だ
ち
に
、

一
般
に
共
同
正
犯
は
故
意
犯
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
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結
論
も
導
か
れ
な
い
で
あ
ろ
R
ノ。

こ
の
意
味
で

vv
ャ
ハ
ト
や
コ
ェ
l
一フ

l
の
理
由
づ
け
は
肯
定
で
さ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
，
現
行
法
が
真

ヘ
ル

ν
ュ
ナ
ー
が
い
う
よ
う

に
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
が
吟
味
さ
れ
た
後
、

論

に
立
法
者
は
過
失
共
同
正
犯
を
必
要
と
し
な
か
っ
た

と
い
え
る
か
ど
う
か
を
さ
ら
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
筈
え
ら
れ
よ
う
。

ω
肉

-
m
o
F
E
Z
-
U
S
F可
広
告
哲

N
c
g
s
g
g呈
長

g
g
s
g
g吋
句

2
1
8
5ロ
(
∞
可

-KFZ・国・
5
g
H
8∞
-m・
ω
4
・
2

§

4包・

ωム∞・

ω
炉・開。町田申
F
h
v
-
K・J
司

-
m・史民間同・

同

凶

-
c
a
g品
-
N
E
p
m・
5
E
B
-
N
は
、
過
失
犯
に
対
す
る
共
犯
は
否
定
さ
れ
る
が
、
共
同
正
犯
は
共
犯
で
な
い
点
を
意
識
す
べ
き
だ
、
と
す

る
。
な
お
、
団
藤
・
綱
要
、
二
九
九
頁
参
照
。

則
〈
包
・
胆
詞

g
g肉
-
m
p
h
F
S・
同
・
串
C
・
m-H8・

朗
国
・
回
答
。
v
S
F
0
8
肉

g
a
g
合
同
E
g
n
g
m
g同
g
o
E・
E
-
H
H
g
p
m・
怠
二
-

過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
を
も
否
定
す
る
見
解

通
説
的
見
解

共
同
正
犯
は
犯
罪
的
結
果
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
で
あ
る
か
ら
、

(I) 

そ
れ
は
故
意
行
為
H
故
意
犯
に
つ
い
て
だ
け
考
え
ら
れ
る
、

過
失
的
共
働

司
各
吋

似

g 
肉
何
回

N 
c 
g 
g 
目。
ロ
巧
『
R・
0 
ロ

は
結
果
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
を
欠
く
か
ら
、

そ
れ
は
単
な
る
同
時

と
い
う
の
が
過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
を
も
否
定
す
る
通
説
的
見
解
の
理
由
づ
け
で
あ
る
。

M
・
E
-
マ

「
共
同
正
犯
は
故
意
を
前
提
・
と
す
る
。
何
か
を
共
同
し
て
行
お
う
と
す
る
観
念
は
、
た
し
か
に
過
失
的
共
働
と
も
結
び
つ
く

と
と
が
で
き
る
が
、
結
果
を
共
同
し
て
惹
起
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
部
分
行
為
を
統
合
す
る
決
意
は
決
し
て
過
失
的
共
働
と
結
び
つ

く
も
の
で
は
な
い
」
と
説
く
態
度
に
と
の
立
場
の
主
張
が
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ケ
ス
ト
リ
シ
、

H
・
マ
イ
ヤ

l
、
ペ
ル

ザ
ゥ
エ
ル
と
い
り
た
学
者
が
さ
ら
に
こ
こ
に
算
入
さ
れ
る
。

犯
を
形
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
、

ィ
ャ
ー
が
、

ナ
1
、
ピ
ル
ク
マ
イ
ヤ

l
、

リ
ス
ト

H
V
A
ミ
ッ
ト
、

ア
ル
フ
ェ
ル
ト
、
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右
論
者
が
、
結
果
に
関
す
る
意
識
的
‘
意
欲
的
某
働
と
い
う
点
だ
付
一
か
ら
こ
と
を
論
ず
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
過
失
共
同
正
犯
は
当
然

否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
過
失
と
い
う
概
念
に
は
、
発
生
し
た
結
果
に
関
す
る
意
識
・
意
欲
が
欠
け
て
い
る
の
が
当
然

で
あ
る
か

M
Y」
の
限
り
で
は
、
ペ
ル
ナ
ー
が
、
過
失
は
意
思
か
ら
意
思
へ
の
橋
渡
し
に
適
し
な
い
と
考
え
て
い
る
巧
お
よ
び
、
ド
エ

ー
ル
が
、
過
失
的
共
犯
ハ
過
失
共
同
正
犯
を
も
合
む
J
と
い
う
の
は
丁
度
過
失
の
領
得
意
思
と
い
う
よ
う
に
不
可
能
な
こ
と
に
属
す
る
と
い

っ
て
い
る
紙
、
至
言
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、

し
か
し
、

こ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
過
失
共
同
正
犯
否
定
論
に
赴
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
結
果
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲

的
共
働
と
い
う
契
機
そ
の
も
の
が
、
果
し
て
、
共
同
正
犯
の
特
性
を
支
え
る
不
可
欠
の
要
素
と
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
出
発
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
共
通
の
目
拠
へ
の
意
識
酌
・
意
欲
的
共
働
が
あ
っ
て
こ
そ
現
象
的
な
実
行
性
の

不
足
が
補
充
さ
れ
、
共
通
の
目
標
〈
結
果
)
と
各
指
為
者
φ
者
為
ま
や
聞
に
接
合
が
な
さ
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
結
果
に
関

と
こ
ろ
で
、

す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
は
共
同
正
犯
の
特
性
を
支
え
る
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ピ
ル
ク
マ
イ
ヤ
l
、

H
・
マ
イ
ヤ
1
、
M
・
E
-
マ
イ
ヤ
I
、
R
'
V
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
顕
著
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
根
本
的
な
態
度
l
l
t意
思
の
客
観
的
機
能
を
重
視
し
、
行
為
の
客
観
面
を
強
調
す
る
態
度
と
主
観
面

を
強
調
す
る
態
度
の
融
合
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
ー
ー
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
当
然
の
帰
結
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

だ
が
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
単
に
結
果
を
志
向
す
る
だ
け
の
意
思
を
問
題
に
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
他
人
の
行
為
を
も

-17 -

自
己
の
も
の
と
し
て
自
己
の
う
ち
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
思
の
結
び
つ
き
に
と
そ
問
題
の
中
核
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

た
と
え
ば
、
「
ク
ィ
ス
キ
ー
を
販
売
す
る
た
め
」
、
「
ζ

ん
ろ
で
火
を
お
こ
す
た
め
」
、
あ
る
い
は
、
自
動
車
を
運
転
す
る
た
め
に
数
人
が
共

.炉
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説

同
す
る
場
合
に
も
、

こ
の
よ
う
な
意
思
の
結
び
つ
き
が
存
在
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
で
は
、
こ
の
場
合
の
意
識
的
共
働
か

給、

乙
の
次
元
の
問
題
で

ら
共
通
の
、
過
失
ハ
乙
の
表
現
の
実
体
は
や
が
て
あ
き
ら
か
に
き
れ
る
。
本
捕
で
扱
わ
れ
る
過
失
的
意
思
の
連
絡
・
過
失
的
共
働
と
は
、

あ
る
J

で
犯
罪
的
結
果
が
発
生
し
た
場
合
に
も
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
結
果
に
関
す
る
意
識
的
共
働
と

酌
恥
に
た
っ
契
機
が
包
蔵
さ
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
現
に
、
ヴ
ア
イ
シ
ベ
ル
ク
、
エ
ク
ス
ナ

l
、
ブ
ラ
ジ
ク
、
ヵ
y
k
r
ロ
グ
ィ
ッ
、

メ
ッ
ガ
ー
と
い
っ
た
学
者
が
、
発
生
し
た
結
果
以
外
の
事
柄
に
関
す
る
意
識
的
共
働
を
問
題
と
し
つ
つ
、
故
意
の
共
同
正
犯
に

ラ
シ
ゲ
、

並
ん
だ
過
失
の
共
同
正
犯
を
理
由
づ
け
よ
う
、
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
通
説
の
過
失
共
同
正
犯
否
定
論
は
と
の
点
を
論
難
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
通
説
に
た
っ
論
者
の
多
く
は

と
の
問
題
に
対
決
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
過
失
的
共
働
は
結
果
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的

共
働
を
欠
く
か
ら
、
共
同
正
犯
と
な
る
と
と
は
で
き
な
い
、

と
い
う
論
法
に
終
始
す
る
の
で
あ
る
。

だ
が
し
か
し
、
結
果
に
関
す
る
意
識
的
共
働
d
J問
、
実
は
、
故
意
の
共
同
正
犯
を
支
え
る
契
機
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
過
失
共

岡
正
犯
は
、

そ
れ
が
否
定
さ
れ
る
に
せ
よ
肯
定
さ
れ
る
に
せ
よ
、

こ
の
よ
う
な
契
機
と
は
別
異
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
程
指
摘
し
た
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
、

化
し
か
に
結
果
に
関
す
る
意
識
的
共
働
を
問
題
に
は
す
る
が
、

そ
れ
は

故
意
の
共
同
正
犯
陀
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
過
失
共
同
正
犯
は
‘
彼
に
お
い
て
は
別
な
論
点
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
と
と
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
右
に
眺
め
た
よ
う
な
通
説
的
見
解
に
と
ど
ま
る
限
り
、
エ
ク
ス
ナ
ー
や
プ
ル
ン
ス
が
、
行
為
の
客
観
的
な
態
様
と

し
て
は
ど
と
も
違
っ
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
単
に
故
意
の
存
否
だ
け
が
、
な
ぜ
正
犯
性
の
基
礎
づ
け
に
当
っ
て
特
異
な
意
味
を
持
つ

の
か
そ
の
理
解
に
苦
し
む
、
と
非
難
し
て
い
る
点
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

W
・
マ
イ
ヤ

1
、
ア
ル
フ
ェ
ル
ト
、
一
グ
ゥ
エ
ル
の
態
度
は
注
目
に
値
す
る
。

と
の
通
説
的
見
解
の
う
ち
に
あ

っ
て
、

-18 -
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、

，
f

ω
た
と
え
ば
、
出
・
回
・
区
唱

R
P
E・時
-mp
由
貿
窃
恥

UEE-m各
E
F悶
a
p
c
p
伊
帥
帥
由
同
・

hd『
-
r
a
m
n
k
-
m・
曽

z
r
s
g曲】申宵
p
m
-
M
H
F

切
の

-a・
m・
-
お
同
・
宮
町

)
U
8・
伊
齢
制
回
向
・

6g)U
切の同・

AFm・
8
R
(
M
M
)・

例
区
・
回
・
医
陶
酔
可
申
吋
-
p
p
。

-m-ap

ω
。
-
W
柄
。
間
島
ロ
ム
苫

S
F
m
-
N
O
U
凶
・
属
高

op
削
除

d
p
伊
お
師
向

-hp・『
-
F
S
F
M切
吉
凶

-m-
民
話
-u
阿
・
恩
吋

w
g
u
B
F
H与
5
4
0ロ

島

s
d
E
E昏
E-m-
宮
崎
-u
区
高

9
h
E
P
5・∞

E
a・伊
N
S
h
E与
を

E
答
-
p
p
。
-m-
器
ud『
-
E
E・
E
-
F
・。

-m・
Mg-

叫
し
か
し
そ
れ
は
、
コ
ー
ル
ラ
ゥ
シ
ヱ
開

F
E
a
s
s
-
E
S
E
E
S
E
Z
F
F
U
S
E
O
B
官
官
E
E
E
R
g
R
Eを
己

50・

∞
-
H
E・
)
が
い
う
よ
う
な
結
果
に
対
す
る
行
為
者
の
心
理
的
関
連
の
不
存
在
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
(
〈
包
・
出
・
4
司冊目
N
申
y
m
p
d
p
m・
ロ

mF)。

制

hv
・
司
・
宮
司

S
F
Z宵
市

4
8島
常
時
げ
幅
四
日

E
Eタ
m-H4一伊

刷

吋

-
U
S
R
-
u
g
A
U白
安
部

E
S
P
E
E
-
H
8
0・
m・
4
。・

的
関
・
回
目
吋
町
白
書

R
L
-
P
。
-
m
-
B
L臼
由
時

-u
国
・
旨

4
2・
p
p
。
-m-
鵠
寓
-u
出
・
回
・
旨

4
2
胆

-
P
。
-m・
8
H
?
"
-
p
g
H
F
凶

伊
良
戸

mpH閉山
W

同・

刷
同
・
4

司
舎
冊
目
・
切
除
昆
-m-
宮
崎
.
，

川
間
後
述
二
四
頁
以
下
、
一
一
九
頁
註
刷
参
照
。
わ
れ
わ
れ
が
扱
う
過
失
的
共
働
と
は
、
い
わ
ゆ
る
司
岳
吋
広
島
百

g
N
c
g
g
B
B
A
E昇
。
ロ
と
い
わ
れ
て
い

る
概
念
の
一
部
(
行
為
者
が
相
互
に
独
立
し
て
、
過
失
的
に
結
果
を
発
生
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
、
す
な
わ
ち
、
過
失
同
時
犯
は
除
か
れ
る
。
前
出
一
四
頁

註
仰
参
照
J
で
あ
る
。

剛
司
・
田
宮
司
・
吋
書
法

E
m冊目
N
E
B目
85.英
g
(吋
皇
関
与
え
位
吋
阿
0

・
4
・
P
E
w
-
H
)
巴帥
C
・
m-m詞

同
国
・
回

2
5・
M内乱
立
W

念
吋
阿
裕
司
H
8
4
0
5
・p
w
g
g
g
E
-
H回路・
ω・
8
(も
っ
と
も
、
そ
乙
で
は
過
失
的
共
犯
の
問
題
が
前
面
に
で

τい
る
。
〉
・

過失共同正犯の成否

(H) 
W
-
マ
イ
ヤ

l
の
見
解

W
-
マ
イ
ヤ
ー
は
、

ド
イ
ツ
刑
法
四
七
条
の
「
共
同
の
実
行
」
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
、
す
で
に
、

た
犯
罪
的
意
思
(
故
意
〉
に
基
づ
く
行
為
の
共
同
性
を
予
定
し
て
い
る
と
考
え
一
℃
従
っ
て
、

共
通
の
目
標
達
成
に
向
け
ら
れ

そ
こ
で
は
過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
は
は

じ
め
か
ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、

M
・
E
-
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
通
説
が
結
果
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
か
ら
こ
と
を
論

- 19ー



論

ず
る
態
度
に
一
つ
の
根
拠
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

き
て
、
人
聞
の
行
為
が
本
来
目
的
活
動
で
あ
る
点
に
思
い
を
致
せ
ば
、
実
行
と
は
、
漠
然
と
な
に
か
を
行
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
、

定
の
目
標
に
向
け
ら
れ
た
行
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ー
ょ
う
。
「
共
同
の
実
行
」
に
お
い
て
も
問
題
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
右
の
意
味
で
の
一
定
の
目
標
と
い
う
も
の
が
犯
罪
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
は
あ
る
ま
い
。
犯
罪
以
外
の
隠
標
に
向
け
ら

れ
た
共
同
の
実
行
と
い
う
と
と
も
勿
論
考
え
ら
れ
よ
う
。

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

W
-
マ
イ
ヤ
ー
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
四
七
条
の
語
調
に
関
連
し
て
、
犯
罪
の
共
同
実
行
を
想
定
し
、
こ
と
を
論
じ
よ
う
と
し

、
.
‘
，
、
，
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
犯
罪
の
共
同
実
行
と
い
う
観
点
か
ら
た
だ
ち
に
犯
罪
を
共
同
で
実
行
し
よ
う
と
す

、、、
る
意
思
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
犯
罪
以
外
の
目
標
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
実
行
か
ら
共
通
の
過
失
で

、.、.

犯
罪
的
結
果
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
は
、
共
同
の
実
行
か
ら
発
生
し
た
も
の
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
犯
罪
の

共
同
実
行
も
考
え
ら
れ
ょ
う
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、

「
共
同
の
実
行
」
に
犯
罪
を
目
的
と
し
た
故
意
の
行
為
を
予
定
し
た
こ
と
は
、

面
的
観
察
に
す
ぎ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
ア
イ
シ
ベ
ル
ク
や
カ
シ
ト
ロ
グ
イ
ツ
が
、
過
失
に
お
い
て
も
「
共
同
の
実
行
」
・
意

こ
の
意
味
で
充
分
桜
拠
の
あ
る
議
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば

w
・
マ
イ
ヤ
ー
が

識
的
意
欲
的
共
働
は
存
在
す
る
と
考
え
た
点
は
、

ω
d司
・
旨

a
p
o
s
-
-
a
z
s
g団
自
同
昌
彦
同
広
島
酬
判
官
官
怠
窓
口

B
凶
宮
島

EE問自
P
S
R
m・
5
ハ
本
書
は
直
接
怠
照
で
き
な
か
っ
た
。

m-巧
一
冊
目
回
目

ga-
凶宮島

E
官
官

-mF
皆

同
-
K
拠
る
。

UJOhznE4mFF毛
F
E
S産価
N
E
E
F
8
4
8
r
H
E
-
z
g拍
(
限
付
巧
-

H
伺
)
伊
露
・
崎
・

倒
図
藤
敏
授
は
、
犯
罪
の
共
周
実
行
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
共
同
し
て
犯
罪
を
実
行
す
る
意
思
」
を
組
定
さ
れ
、
犯
罪
的
で
な
い
意
思
の
速
絡
は
右
の
意

味
で
の
共
同
実
行
の
意
慰
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

l
l団
藤
・
綱
要
、
ご
九
八
頁
、
ご
九
九
頁
。

、.、.

た
し
か
に
、
犯
罪
的
で
な
い
意
思
の
連
絡
は
、
共
闘
し
て
犯
罪
を
実
行
す
る
意
思
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
犯
弗
の
共

Y 

¥ 

-soー



否成の円回廷闘
ソ
骨
肉失過

<. 

子、
、ヤ

同
実
行
と
い
え
る
た
め
に
は
、
必
ず
し
も
犯
罪
を
共
同
で
実
行
し
よ
う
と
す
る
意
思
(
実
行
す
る
意
思
)
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
、

と
い
う
角
度
で
考
え
る
の
で
あ
る
。

制

m・
4
『
巾
同
ロ

σ品
吋

m
-
p
p

。-m・
8
司
-u
一回・同

g
g
g
dユ
ロ
タ
ロ
什
ロ

E
m
n
v巳
P
5
8・
m・
区
∞
埼
・

ili 

ア
ル
フ
ェ
ル
ト
、
ず
ゥ
エ
ル
の
見
解

ア
ル
フ
ェ
ル
ト
は
、
過
失
的
共
働
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
結
果
の
原
因
と
な
っ
た
行
為
宙
体
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
に
は
、

そ
の
行
為
を
違
法
且
つ
可
罰
的
と
す
る
モ
メ
シ
ト
に
関
す
る
意
思
の
一
致
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
。
ザ
ゥ
エ
ル
は
、
た
と
え
ば
、

A
と
B

と
が
軽
率
に
も
未
だ
燃
え
き
っ
て
い
な
い
焚
火
を
森
に
放
置
し
、

意
識
的
共
働
が
欠
け
て
い
る
」
と
考
え
る
。
と
の
よ
う
な
考
え
方
に
従
え
ば
、

「
法
的
意
義
で
の

そ
の
結
果
山
火
事
を
惹
起
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

「
ヲ
ィ
ス
キ
ー
を
販
売
す
る
た
め
」

「
こ
ん
ろ
で
火
を
お

こ
す
た
め
」
、

る
か
ら
、

自
動
車
を
運
転
す
る
た
め
の
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
は
、
法
の
世
界
に
お
け
る
事
柄
に
つ
い
て
の
共
働
で
は
な
い
の
で
あ

そ
の
よ
う
な
共
働
か
ら
過
失
的
な
結
果
が
発
生
し
て
も
、
そ
の
結
果
は
法
的
意
義
に
欠
け
た
共
働
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
過
失
的
共
働
に
は
、
法
的
意
義
に
お
け
る
共
働
の
規
制
と
し
て
の
共
同
正
犯
を
成
立
さ
せ
る
契
機
は
存
在
し
な

い
と
い
う
帰
結
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
通
説
に
お
い
て
明
確
に
は
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
前
法
律
的
な
共
働
と
い
う
次
元
で
の
過
失
酌
共

働
一
の
意
義
に
つ
き
、

ザ
ゥ
エ
ル
が
注
目
し
た
点
は
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
否
を
考
察
す
る
わ
れ
わ
れ
に
一
歩
前
進
し
た

ア
ル
ブ
ェ
ル
む
下
、

地
盤
を
提
供
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(2) (l) 
すれ

るて~~
点い.:;;
P色lる r耳
震JR主
さおtI>:~
れ.E=!""
た凶 F ∞
九円 gE

E?Z 
E Eg 
if r ~ 
昌三 F

E E持
忌の

g崖

EE 
fi 
司 g

~. t 
m 

2E 
25 
m 
-E 
~ a司
山崎

m 

~i 
が m
過に

奇麗
共 It.
働色
を罪事
外様
的の
共見
働解
と"IJ!

理示
解き
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、ヘ

、 i

税

1) 

従
来
の
過
失
概
念
に
よ
る
過
失
的
共
働
の
意
義

l
ア
ル
フ
ェ
ル
ト
、

ヂ
ゥ
エ
ル
の
拠
所

論

過
失
的
共
働
は
、
前
法
律
的
な
事
柄
の
共
働
に
そ
の
中
核
の
一
面
を
置
い
て
い
る
と
い
う
理
由
か

ら
ば
か
り
で
な
く
、
過
失
そ
の
も
の
が
、
構
成
要
件
論
・
違
法
論
を
無
意
識
に
通
過
し
て
専
ら
責
任
論
に
お
い
て
問
題
に
さ
れ
て
き
た
と

い
う
理
由
か
ら
、

H
m
h
r
ん
山
内
働
と
し
て
は
な
ん
ら
法
の
関
心
を
ひ
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

従
来
の
刑
法
理
論
に
従
う
な
ち
ば
、

つ
ま
り

た
と
え
ば
、
数
人

あ
や
ま
っ
て
人
を
繰
き
殺
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
行
為
者
各
人
の
非
難
に
値
す
る
心
理
状
態
だ
け
が
問

題
と
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
結
果
を
生
む
に
至
っ
た
行
為
は
、
本
来
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
敢
て
問
題
K
さ
れ

な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、

が
共
同
で
自
動
車
を
走
ら
せ
、

こ
の
よ
う
な
基
盤
の
も
と
で
は
、

ア
ル
フ
ェ
ル
ト
や
ザ
ゥ
エ
ル
の
よ
う
な
見
解
が
で
て
く
る
の
も
当

然
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

川
も
っ
と
も
二
フ
l
ト
ブ
ル
V

フ
(
の
・
官
舎

gnu-dz
ニ
g
mロ
Eι
宮
内
司
即
時
[
回
毛
・
障
]
∞

-ER)、
ェ
ク
ス
ナ
l
(匂

-
P
E
F
O
E
d『

ga

仏申司

E
Z
E畠
肉

g
F
S
5・
meH沼
南
・
)
、
ェ
ン
ギ
ア
二
(
阿
・
宮
内
山
田

p
y
d
p
g
a
s
g
n
m
g
岱宮円

g
a呉
N

良
国
同
盟
苦
釘
阻
害
時

Z
E

m可
民
g
o
S
F
H
8
0・
m-
留
品
同
・
)
の
よ
う
な
例
外
は
あ
っ
た
。

間
藤
木
・
過
失
犯
の
考
察
ハ
法
協
七
回
巻
一
号
)
一
頁
以
下
参
照
。

Z) 

過
失
概
念
の
再
検
討

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
と
こ
で
、
過
失
に
つ
い
て
も
過
失
行
為
と
し
て
の
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
を
理
論
的
に
反
省
し
よ

う
と
す
る
考
え
方
が
近
時
次
第
に
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
を
中
心
と
し
た
目
的
的
行
為

論
が

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
、
特
に
、
過
失

行
為
の
違
法
性
を
理
論
的
に
明
磁
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
失
概
念
の
再
構
成
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

d‘' 
もγ

-:e:e -



.， 

、初

つ
社
会
的
に
は
大
し
て
重
大
で
な
い
目
的
性
の
存
在
か
ら
成
る
行
為
で
あ

す
な
わ
ち
、
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
、
過
失
行
為
を
定
義
し
て
、

、、、、、
r
I

り
な
が
ら
、
社
会
関
係
上
命
也
時
品
耐
え
目
的
的
な
方
向
づ
け
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
発
生
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
社
会
的
に
否

ハ2
4

認
さ
れ
た
恥
目
的
的
な
結
果
を
持
っ
た
行
為
」
と
し
、
社
会
関
係
上
当
然
要
請
ぢ
れ
る
と
こ
ろ
の
目
的
的
な
方
向
づ
け
を
行
う
慎
重
さ

を
不
注
意
に
よ
っ
て
欠
き
、
回
避
可
能
な
結
果
を
惹
起
さ
せ
た
点
に
過
失
行
為
の
違
法
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、

目
的
的
行
為
論
を
と
ら
な
い
学
者
か
ら
も
、
「
過
失
行
為
の
違
法
性
は
出
意
義
務
違
反
の
不
注
意
に
あ
り
」
と
し
て
次
第
に
賛
成
さ
れ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
社
会
関
係
上
当
然
要
請
さ
れ
る
注
意
義
務
を
遵
守
し
き
え
す
れ
ば
そ
の
結
果
は
避
け
る
こ
と
が
で
き

た
で
あ
ろ
う
に
も
拘
ら
ず
、
不
法
意
で
当
該
結
果
を
惹
起
さ
せ
た
場
合
に
は
じ
め
て
違
法
な
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
態
度

を
是
認
す
る
以
上
ー
ー
も
し
、
法
が
、
r
い
か
に
注
意
を
払
っ
て
も
そ
の
結
果
は
不
可
避
で
あ
っ
た
場
合
を
も
違
法
な
り
と
す
る
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
社
会
生
活
は
結
局
停
止
す
る
の
ほ
か
な
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
す
な
わ
ち
、

一
般
に
偶
然
・
不
可
抗
力
、
社
会
的

に
相
当
な
行
為
・
結
果
と
い
わ
れ
る
場
合
は
、
単
に
責
任
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
違
法
で
な
い
の
で
あ
る
t
|
|
、
注
意
義

務
違
反
の
不
注
意
は
、
過
失
行
為
に
お
い
て
、
論
理
的
に
責
任
に
先
行
す
る
違
法
性
の
段
階
を
基
礎
づ
け
る
要
素
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
違
法
か
違
法
で
な
い
か
は
結
果
を
中
心
と
し
た
判
断
で
は
な
く
し
て
、
行

過失共同正犯の成否

為
ー
ー
ー
不
注
意
な
行
為
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
ー
ー
を
中
心
と
し
た
判
断
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

不
注
意
と
は
、
単
に
過
失
的
結
果
の
不
価
値
(
違
法
性
)
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

も
の
の
不
価
値
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
つ

第ま

に
1土
過意
失義
行、務
為、違
そ、反
の、の

(1) 

前
出
一
一
一
一
頁
笹
川
に
指
摘
し
た
輸
省

κこ
の
よ
う
な
考
え
方
の
積
芽
が
み
ら
れ
る
が
、
特
門
戸
冨

g
g
n
p
F
E
E
S晶
〈
冊
話
器
室

〆

k 

-1l3-



i鎚

mw#ZH司
g
g
-
お
お
ふ
・

4∞
R
U
4・
巧
冊
目
E
F
の
司
ロ
ロ
晶
司
広
島
冊
曲
品
2
g
§
g
m骨
g
p
S
E
E
-
M
〉ロ
2
・
H
E∞
"ω
・
∞
帥
尚

-U4司・

E
g
o
-
盟
緊
急
伸
肺
デ

ぐ

o
a
E岡
国
昆
吋
島
司
冨
巴

m
E
F
M切明
p
m
-
E
均
・
山
一
回
・
出
品

2
・
p
g
p
g
v
p
色】肉・

4っ
・
同
由
貿
∞

-H品
。
尚

-u
凶
・
副
司
冊
目
白
血
「
朗
伊
良
戸

mp
民
E
四
時

-U

4司
-
c
a
g
m
r
N日
出
向
品
g
d『
身
丘
町
内

g
m
g
E
品
。
吋
「

S
g
4
0
5
4
2ぴ
可
申
各
市
ロ

(Nω
件巧・

2)
∞・

ιNU
井
上
・
過
失
の
実
証
的
研
究
、
昭
一
一
五
、
特

に
一
一
頁
以
下
、
平
野
・
過
失
に
つ
い
て
の
覚
書
(
警
察
研
究
こ
四
巻
三
号
)
二
七
頁
以
下
、
木
村
・
過
失
犯
の
構
造
(
滝
川
先
生
還
暦
記
念
、
現
代
刑
法

学
の
課
題
下
〉
五
七
九
頁
以
下
、
藤
木
・
法
協
七
四
巻
一
号
、
一
頁
以
下
、
三
号
、
ご
ご
頁
以
下
、
四
号
、
一
八
頁
以
下
(
た
だ
、
過
失
行
為
の
構
成
要

件
該
当
性
は
あ
ま
り
明
確
に
意
議
さ
れ
て
い
な
い
。
ー
!
出
・
巧
巳

Na-
切
除
g
a
・
m・
5
白同・・

2
0
v
m
-
∞
Hh
藤
木
・
前
掲
論
文
、
二
号
一
一
七
頁
粧
仰
を

参
照
さ
れ
た
い
J
。
な
お
、
団
藤
・
綱
要
、
ご
四
九

l
ご
五

O
頁
、
二
五
四
|
二
五
五
頁
参
照
。

問
問
・

4
2
-
S
F
〉
宮

-
g
a
p
a
n
v持者
g
v
g
g
p
∞
・
白
山
内

U
a・
削
除
呈

-
m
-
H
8・

同
国
・

4司冊目制帽】
-
h
v
F
B・嗣

M
g
g自
g
?
m・
4u
島
由
芦
田
陰
口
出
・

ω・
同
志
向
・

帥
前
註
川
参
照
。

伺
特
に
、
当

-Zug-
胆
-

F
・。
-m-
町
田
崎
-u
木
村
・
前
掲
論
文
、
五
入
九
五
九
一
一
員
、
団
藤
・
前
掲
書
、
ご
五

O
頁
に
明
確
で
あ
る
。

ω
S
F
d司
-
g
g
-
匝

P
。・

ω・
富
山
詞
-
C
E口
白
血
ム
-
P
。
・
伊

e
u
国・

4司
巴

g
y
凹

E
p
m
-
H
E
肖・

書面

過
失
概
念
の
再
構
成
に
よ
忍
過
失
的
共
働
の
意
義
1
1
1
ア
ル
フ
ェ
ル
ト
、
ヂ
ノ
ゥ
エ
ル
に
対
す
る
疑
問

以
上
の
よ
う
な
理
論
的
反
省
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
・
ア
ル
フ
ェ
ル
ト
や
ザ
ゥ
エ
ル
の
見
解
に
対
し
、

3) 

か
な
り
積
極
的
に

疑
問
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

た
し
か
に
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
、
行
為
者
が
意
識
的
に
行
為
を
共
働
き
せ
て
い
る
次
元
は
、

で
あ
り
、
法
的
意
義
に
欠
け
た
共
働
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

は
業
務
者
、
非
業
務
者
の
区
別
巻
特
に
問
題
と
し
な
い
と
と
に
す
る
J

い
わ
ゆ
る
前
法
律
的
な
事
柄
の
共
働

だ
が
し
か
し

そ
の
場
ム
口
に
あ
っ
て
も
、

各
行
為
者
ハ
と
ζ

で

に
対
し
、
単
に
彼
自
身
の
行
為
部
分
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
共
働
そ
の

も
の
に
つ
い
て
、
社
会
関
係
上
1
l
i
さ
ら
に
は
法
的
に
明
文
を
も
っ
て
〈
た
と
え
ば
、
交
通
取
締
法
規
が
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う

J
l
l
一
定
の
注

意
義
務
が
科
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
ハ
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
注
意
義
務
は
、
通
常
、
監
督
者
・
責
任
者
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

-
0
.

ミ

〆
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し
か
し
、
共
同
で
自
動
車
巻
運
転
す
る
場
合
に
は
、
不
注
意
で
人
を
糠
か
な
い
よ
う
に
と
い
う
注
意
義
務
が
、
共
同
で
「
ウ
イ
ス
キ
ー
を
販
売
す
る
」
場
合
に

は
、
メ
タ
ノ
ー
ル
が
含
有
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
充
分
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
注
意
義
務
が
、
ま
た
、
共
同
で
「
乙
ん
ろ
で
火
を
お
ζ

す
」
場

、.、.

合
に
は
、
火
の
後
始
末
を
完
全
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
注
意
義
務
が
共
同
行
為
者
全
員
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
J

こ
と
を
忘
れ

各
行
為
者
が
こ
の
注
意
義
務
を
破
っ
て

1

1
単
に
自
己
の
行
為
部
分
に
つ
い
て
の
不
注
意
に
と
ど
ま
ら

て
は
な
ら
な
い
。

に
も
拘
ら
ず
、

ず
、
他
の
行
為
者
の
行
為
部
分
に
つ
い
て
も
不
注
意
が
及
ん
で
い
る
状
態
(
そ
れ
は
、
不
注
意
の
連
続
、
不
注
意
が
不
注
意
を
生
む
、
と
い
う
よ
う

な
形
で
表
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
一
人
が
、
試
飲
し
て
み
た
か
ら
こ
の
「
ウ
イ
ス
キ
ー
」
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
っ
た
の
に
対
し
、
他
が
、
そ
れ
を
軽

、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
..
 

、.、
... 
、.、.、.

本
稿
で
問
題
に
さ
れ
る
共
通
の
過
失
・
過
失
的
意
思
の
連
絡
の
実
体
で
あ
る
|
|

借
し
、
販
売
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
あ
る
J
。

こ
れ
が
、

回
避
可
能
な
結
果
を
惹
起
し
た
場
合
に
は
、
彼
等
は
、
自
己
き
ち
に
は
他
人
の
不
注
意
を
意
識
的
・
目
的
的
に
阻
止
で
き
る
可
能
性
が
内

含
さ
れ
た
時
点
、
い
い
か
え
れ
ば
、
意
諏
的
な
次
元
と
無
意
識
的
・
因
果
的
結
果
惹
起
の
次
元
と
の
接
点
で
、
単
に
自
己
の
行
為
部
分
に
つ
い

て
不
注
意
で
あ
っ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
人
の
行
為
部
分
に
つ
い
て
も
不
注
意
が
お
よ
ん
で
い
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
不
注
意

と
い
う
行
為
の
不
価
値
を
共
有
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
過
失
的
共
働
は
、
不
注
意
と
い
う
行
為
の

不
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
働
そ
れ
自
体
に
法
的
意
義
を
担
っ
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、

ア
ル
フ
ェ
ル
ト
や
ザ
ゥ
エ
ル
の
見
解
は
、

ま
さ
に
、
過
失
的
共
働
の
前
法
律
的
な
次
元
だ
け
を
捉
え
た

的
否成の犯正同共

ー失
、
通

論
議
に
と
ど
ま
り
、

そ
れ
だ
け
で
は
過
失
共
同
正
犯
の
否
定
に
と
り
て
決
定
的
な
も
の
は
な
ん
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る

う
ハ
も
っ
と
も
、
ア
ル
フ
ェ
ル
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
は
、

そ
の
行
為
を
違
法
且
つ
可
罰
的
と
す
る
モ
メ
ン
ト
1
1
4
ζ

乙
で
は
特

に
不
注
意
を
想
定
す
る
と
と
が
で
き
る
ー
ー
に
関
し
て
の
意
思
の
一
致
|
|
そ
れ
は
不
注
意
を
共

κし
よ
う
と
い
う
意
思
の
一
致
で
あ
ろ
う
ー
ー
は
存
在
し
な

、、

従
っ
て
ま
た
結
果
の
不
価
値
を
共
有
し
て
い
る
状
態
は
、

-u-

い
と
い
わ
な
け
れ
ば
江
ら
な
い
J
。
の
み
な
ら
ず
、
行
為
の
不
価
値
、

、、

岡
正
犯
に
比
肩
す
る
過
失
の
共
同
正
犯
を
構
成
さ
せ
る
契
機
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

故
意
の
共

喝、



三i

説

川
業
務
上
過
失
と
通
常
の
過
失
、
重
過
失
と
軽
過
失
の
間
に
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
か
、
成
立
す
る
と
し
て
い
か
な
る
共
同
正
犯
か
、

ろ
う
。
と
の
点
、
後
述
五
八
頁
参
照
。

間
接
点
と
い
う
表
現
は
熟
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
過
失
が
意
識
的
な
部
分
か
ら
無
意
識
的
な
部
分
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
以
上

、，、.、.

(
図
歯
周
・
綱
裏
、
=
九
九
頁
。
〉
、
ご
つ
の
・
部
分
が
接
す
る
点
、
意
識
的
な
部
分
か
ら
無
意
識
的
な
因
果
の
流
れ
に
そ
れ
て
ゆ
く
点
と
い
う
も
の
が
存
在
す

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
ハ
い
わ
ゆ
る
忘
却
犯
等
托
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
、
眠
っ
て
い
る
と
い
う
点
。
た
け
を
強
調
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、

ζ

の

接
点
と
い
う
色
の
も
ぼ
や
け
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
目
を
覚
し
て
行
為
し
て
い
た
も
の
が
眠
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
を
考
え
れ
ば
、
や
は

り
右
の
俵
点
が
存
在
す
る
ζ

と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
J
。

同
小
野
縛
土
(
小
野
・
警
察
研
究
二
八
巻
一
一
号
、
五
七
頁
。
)
は
、
過
失
的
共
働
に
は
過
失
行
為
の
競
合
は
あ
っ
て
も
共
同
は
な
い
、
と
さ
れ
る
。
そ
の

綬
拠
は
、
結
果
に
対
応
す
る
意
思
の
な
い
と
ζ

ろ
に
そ
の
共
同
と
い
う
ζ

と
は
な
い
と
い
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
過
失
げ
い
お
い
て
は
結
泉
氏
対
応
じ
よ
う

と
い
う
意
思
は
な
い
が
、
対
応
す
る
意
思
状
態
と
い
う
も
の
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
(
前
出
一
九
頁
註
附
参
照

o
V
か
り
に
、
結
果

κ対
応
す
る
意
思
も

な
い
と
い
う
命
題
を
支
持
じ
た
と
し
て
も
(
そ
れ
で
は
認
識
あ
る
過
失
は
ど
う
な
る
の
か
J
、
た
だ
ち
に
、
過
失
的
共
働
は
す
べ
て
過
失
の
競
合
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
一
九
頁
駐
問
、
後
述
グ
ェ
ル
ツ
ヱ
ル
の
見
解
参
照
。

と
い
う
問
題
が
あ

論

(W) 
目
的
的
行
為
論
|

i
特
に
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
見
解

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
不
注
意
の
共
有
と
い
う
意
味
で
の
過
失
的
共
働
の
実
体
を
考
察
し
て
き
た
が
、

目
的
的
行
為
論
、

そ
の
際
、

特
に
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
考
え
方
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
目
的
的
行
為
論
み
ず
か
ら

過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
を
否
定
1
u

、
過
失
的
共
働
を
す
べ
て
同
時
犯
と
し
て
扱
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
論
か
ら
さ
き
に
い
え
ば
、
そ

の
理
由
づ
け
は
難
点
を
包
蔵
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
こ
の
点
を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

目
的
的
行
為
論
が
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
線
拠
は
、
故
意
と
過
失
を
構
成
要
件
の
次
元
で
二
分
し
て
し
ま
う
点
に
遡
る
。
す
な
わ

ち
、
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
、
故
意
の
構
成
要
件
の
実
現
と
し
て
の
故
意
の
正
犯
と
、
過
失
の
構
成
要
件
実
現
と
し
て
の
過
失

の
正
犯
と
は
別
異
の
特
性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
託
。
そ
し
て
、
過
失
正
犯
と
は
、
社
会
関
係
土
要
請
さ
れ
る
注
意
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義
務
を
怠
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
に
否
認
さ
れ
た
結
果
を
惹
起
し
た
者
す
べ
て
で
あ
り
、
従
っ
て
過
失
犯
の
領
域
で
は
正
犯
と
共
犯

の
区
別
は
存
在
せ
ず
、
注
意
義
務
違
反
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
r

結
果
に
対
す
る
共
働
原
因
性
(
富
山
門
ロ
吋
回
以
ny--nv-85
は
す
べ
て
過
失
犯

の
正
犯
を
成
立
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
と
さ
れ
ぷ
v
と
こ
ろ
で
一
方
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
は
、
当
該
行
為
者
以
外
の
者
の
共
働
原
因

性
は
、
彼
に
と
っ
て
、
単
な
る
自
然
カ
・
機
械
カ
と
同
様
、
因
果
的
な
機
能
し
か
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
も
の
と
見
徴
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
過
失
的
共
働
は
、
す
べ
て
、
共
同
体
を
形
成
す
る
契
機
の
不
存
在
と
結
果
惹
起
の
画
一
的
正
犯
性
と
い
う
二
つ
の

特
性
か
ら
、
過
失
同
時
(
正
)
犯
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
目
的
的
行
為
論
の
主
張
は
常
定
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
な
ん
ら
積
極
的
な
理
由
づ
け
な
し
に
‘
過
失

犯
の
領
域
で
は
結
果
惹
起
に
関
し
共
働
原
因
性
を
設
定
し
た
者
は
す
べ
て
正
犯
で
あ
る
と
い
う
拡
張
的
正
犯
概
念
を
妥
当
さ
せ
よ
う
と
し

た
点
が
否
定
さ
れ
よ
う
。
た
と
え
、
故
意
の
正
犯
と
過
失
の
正
犯
と
を
峻
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
失
犯
の
領
域
で
は
拡
張
的
正
犯
概

念
が
妥
当
す
る
と
い
い
き
る
こ
と
に
体
系
的
な
矛
盾
を
止
揚
し
一
え
た
と
し
て
も
、
法
が
不
可
罰
と
し
て
放
置
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
過
失

し
か
し
、

正
犯
の
域
に
昇
格
さ
せ
る
契
機
の
有
無
を
問
う
こ
と
な
し
に
、
正
犯
と
し
て
罰
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
ど

う
し
て
も
承
服
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
次
に
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
、
各
人
が
他
人
に
対
し
て
た
つ
関
係
は
、
単
な
る
自
然
カ
と

の
現
象
的
な
共
犯
行
為
を
も
、

過失共同正犯の成否

-
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
点
が
否
定
さ
れ
よ
う
。
な
る
ほ
ど
、
過
失
行
為
の
う
ち
で
、
因
果
の
流
れ
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま

っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
機
械
力
・
自
然
カ
と
同
視
す
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
因
果
の
流
れ
に
お
し
流
さ
れ
る
前

、、、
の
時
点
で
、
人
聞
の
カ
を
機
械
と
同
視
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
単
に
過
失
が
競
合
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
場
合
、
す
な

た
と
え
ば
、
前
法
律
的
な
事
実
に
つ
い
て
の
意
識
的
共
働
す
ら
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
行
為
者
が
共
に
過
失
的
に
結
果
を
惹
起

し
た
と
し
て
も
、
彼
等
は
終
始
無
関
係
ハ
た
だ
し
、
因
果
的
な
力
だ
け
は
相
互
に
結
果
惹
起
の
起
因
力
と
な
り
え
よ
う
。
)
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
各
人

わ
ち
、

F' 
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は
他
人
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
自
然
カ
・
機
械
カ
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
え
ま
い
。
だ
が
、
相
互
に
な
に
か
を
共
同
し
よ

う
と
い
う
意
思
の
も
と
に
共
働
し
、
共
通
の
過
失
で
結
果
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
は
、
各
人
は
他
人
に
と
っ
て
機
械
で
は
な
く
な
る
の
で

二鎗

あ
る
ー
と
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
、
行
為
者
相
互
に
不
注
意
を
阻
止
す

る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
可
能
性
を
実
現
せ
ず
逆
に
不
注
意
を
共
に
す
る
に
至
っ
た
状
態
は
、
決
し
て
、

人
と

機
械
・
人
と
自
然
力
の
関
係
に
つ
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
目
的
的
行
為
論
が
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
そ
の
理
由
づ
け
は
、
過
失
行
為
の
因
果
的
な
部
分
だ
け

を
捉
え
た
議
論
に
と
ど
ま
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

川

4・
巧
由

Z
3
の
E
E江田
-Mhpam-m・
8
・
g
一
一
切
・
出

S
B
o
z
-
s
a
g
o
v
g
m酔
g
p
g
F
K
H肉
・
寸

-HUE-m-
怠

y
g∞
w
E
p
a駒
山
巧
・

の
包

S
F
区白

A
E
S民
S
・
M-ω-Hω
∞
戸

H∞∞山田・

4司
申
町
四
}
・
明
〉
邑
・

ω・
∞
戸
∞

4肖
-u
国
P
E出・

-r国白宮ロ
F
h
v
E
a
pロ
ロ
肉
喝
の
申
向
島
崎
市
居
住
民
悼

S
S

E
汁

S
S混
乱
揺

3
5
eロ
宮
島

S
m
w
g同
g
o
z
一ωnvd『冊目
N・
N
・同・

E
司・

g
m・
MNU
均
・
宮
田
宮
田
・
∞
・
槌
臨
時
・
・

MhH
向・

側
同
・

4『冊目
g
r
回
毛
-
E
w
m
-
a
4片
岡

-
E宮
伊

m
-
g
z
-
L
o
g
-
m
p
g白・
ω・
巴

-
E
n
V
4包
・
戸
区

S
E
n
F
P
P
。
-
m
-
g閥
均

-
u
F
E・凶・

』

gsmow-
胆・

p
。・

mpN町田・皆同同・
0
居間由同州市

HM
回
・
区
冊
目
曹
司
句
同
包
同

MNHmS
開。

BBOPSFω
・
MH4・

同
国
・

4ENor
自
骨
声
明
∞

-m・
明
臼
∞
同

-
L申吋国・閉

E
a・
m
-
g
-
E
o
v
d『
-
P
F
F
P
F・。
-m・
MM∞
F
E
f
民
健
局
a

同
・
旬
8
岳

S
E
n
-
p
p

。-m.N除目
r

的
凶
・

4『
&
g
F
回
件
当

-
a・
m-
毘也
-PMMOV
別
・
区

E
E
P
P
P・
O
-
m
-
g
?
回
世
同
信
出

-
-
E
S
E
-
p
p
伊・。

-m-NS・
な
お
、
草
野
・
過
失
犯

と
共
同
正
犯
ハ
刑
事
特
例
研
究
三
巻
)
昭
一
五
、
九
六
l
九
七
頁
も
同
旨
。

間

E
a
-凶
-
E
n
z
o
F
P
P
。
-
m
-
S
は
、
過
失
犯
の
領
域
で
は
疑
い
も
な
く
拡
張
的
正
犯
概
念
が
安
当
す
る
と
い
う
。

刷
従
来
の
通
説
は
、
故
意
と
過
失
に
適
ず
目
。
正
犯
概
念
を
予
定
し
な
が
ら
、
過
失
犯
の
領
域
で
は
、
結
局
|
|
過
失
的
共
働
を
す
べ
て
過
失
周
時
n
正
〉
犯

と
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
|
|
拡
張
的
正
犯
続
念
を
妥
当
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
(
し
か
し
、
過
失
同
時
犯
を
過
失
同
時

m
mと
す
る
論
者
は
多
い
【
た
と

え
ば
、

4・
同
凶
悪
曲
目

w
F
a
g
o
Z田
p
a
B
o
z
-
同・

ω・
3
ア

き

皆

g
-
T
E
R白
o
v
E
F
同
情
吉
凶

-
m
-
g・
}
が
、
故
意
行
為
へ
の
過
失

， ， 
J ， 

崎
、
、
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的
関
与
を
過
失
正
犯
と
考
え
る
論
者
は
少
な
い
[
次
註
川
参
照
。
ピ

2
・m
s
g
E
F
P
酔・。・

ω
-
R
?
"の・

2
・
∞
・
白
出
向
・
二
凶
弁

ω・
師
同
町
南

-
U
2・

m-
問
。
埼
・
は
こ
の
場
ム
ロ
を
も
正
犯
と
考
え
て
い
る
。
]
。
)
わ
け
で
あ
っ
て
|
|
凶
・
回
答
タ
宮
田

E
r
a
4
2
C
E
S
S
E
-
4
2
民
g
a
n
g常
国
宮
肉
岡
山
崎

(∞可
-
p
v
v
国・

8H)
居
留
-m・
2
ぬ・

2
§
8・
ω・
8
?
4
0・
2
5
ω
・
勾
向
・
は
と
の
よ
う
な
帰
結
を
積
極
的
に
論
証
し
よ
う
と
す
る
1
1
1
、
と
の

意
味
で
、
故
意
犯
に
適
用
さ
れ
た
限
縮
的
正
犯
概
念
に
対
し
体
系
的
に
不
調
和
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
乙
の
点
で
、
出
・
切

E
E
-
岡
弘
t
F
p
m
・
2

司

-u
回・

4司曲目岡市
F
N
m件当

-a・
m
-
g
4
同
・
の
通
説
批
判
が
参
照
さ
れ
よ
う
。

加
過
失
的
共
犯
も
考
え
ら
れ
る
が
現
行
法
上
は
不
可
罰
と
い
う
の
が
、
一
般
に
承
認
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
ハ
た
と
え
ば
、
富
・
回
・
冨
畠
6
F

h
v
日夜
-dpm-
思ぬ・

8
∞山岡
w-

司
自
鳥
"
同
∞
h
r
g
凶・

m-H日
M
-
S
T
閉
・
回
。
ロ
ロ

m
-
0
2
官
官
ロ
喝
酔
司
包
容

ω
g
E
島
常
国
可
官
同
『
巾
ロ
耳
目
日

$
2
4
0
2
a
p
-

o
v
g
立
o
v
g
[
8・
8H]Hug-m-HNou。
乙
れ
に
反
し
て
、
マ
ウ
ラ
ッ
ハ
(
卯
・
冨

g
g
o
y
p
p
。
-m-gω
・
)
は
、
外
形
的
に
は
共
犯
行
為
に
す

V

さ
な
い
行
為
も
正
犯
行
為
と
さ
れ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
の

-
P
F
v
p剛
r
u
s
k
p
a
s
s
e司
〈
角
耳
B
Z
E
Z
F
F
H
u
g
-
ω
・
訟
の
反
省
参
照
。

刷
こ
の
よ
う
な
場
合
(
同
時
的
な
い
し
は
逓
次
的
過
失
競
合
。
)
も
、
い
わ
ゆ
る
司
書
巴
富
山
間
冊
目
N
ロ
g
5
5
8邑
長
自
の
範
鷹
に
入
れ
ら
れ
る
の
が
普

通
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。

第
二
節

わ
が
国
に
お
け
る
諸
見
解
と
そ
の
検
討

わ
が
刑
法
六

O
条
も
、
共
同
正
犯
を
故
意
犯
に
限
る
か
ど
う
か
に
つ
き
な
ん
ら
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
過
失
共
同
正
犯
は
存
在

し
え
な
い
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
従
来
の
判
例
の
態
度
で
も
あ
る
。
い
か
な
る
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
以
下
順
次
検
討
し

過失共同iE犯の成否

て
ゆ
こ
う
。

川
泉
ご
・
日
本
刑
法
論
(
全
〉
明
四
五
、
一
ニ
九
八
頁
、
神
谷
・
神
原
・
刑
法
詳
論
(
全
)
大
一
一
、
三
九
七
頁
、
岡
田
(
庄
了
刑
法
原
論
総
論
(
増
訂
改

版
〉
大
六
、
三
六
三
頁
、
三
六
五
頁
、
四
一
九
頁
、
山
岡
・
刑
法
原
理
〈
訂
正
増
補
》
大
七
、
ご
二
八
頁
、
ご
三

O
頁
、
草
野
・
刑
法
総
則
講
義
、
昭
一

o、
ご

O
O頁
、
滝
川
・
犯
罪
論
序
説
、
昭
一
二
一
、
一
一
ご
九
頁
、
小
野
・
刑
法
概
論
、
昭
ご
七
、
一
八
七
頁
、
斎
藤
・
刑
法
総
論
(
改
訂
)
昭
一
ニ

O
、
ご

三
三
賞
、
植
松
・
概
論
、
i

一
}
八
一
一
頁
、
安
平
・
改
正
刑
法
総
曲
師
、
昭
三
て
ご

O
八
頁
、
団
藤
・
綱
要
、
ご
九
九
頁
。
判
例
に
つ
い
て
は
、
前
出
三
頁
註

一一一一一ー句四咽

- S9-



開
参
照
。
な
お
、
近
臨
時
の
判
例
の
態
度
が
過
失
共
同
一
正
犯
を
晶
同
定
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
ζ

と
、
冒
頭
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

蛤

通

説

的

見

解

週
説
は
犯
罪
共
同
説
に
た
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
犯
罪
共
同
説
に
従
え
ば
当
然
に
過
失
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
る
と
考
え
る
考
え

方
も
な
い
で
は
な
い
。

、.、.、.、.、.、
... 
、.、.、.、.、，、.、.、.、.、，、.、.

だ
が
.
犯
罪
共
同
説
と
は
、
本
来
、
共
犯
と
は
な
に
を
共
同
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
か
、

つ
の
主
張
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
共
犯
現
象
は
一
つ
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
数
人
の
共
同
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
数
人
一
罪
の
思
想
)
か
ら
、

共
同
者
の
共
同
の
意
思
も
同
一
の
犯
罪
的
意
思
に
制
約
さ
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
ち
に
そ
の
犯
罪
的
意
思
は

故
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
帰
結
が
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
共
同
正
犯
は
故
意
犯
に
限
ら
れ
る
か
ど
う

と
い
う
点
に
関
し
そ
の
存
在
理
由
を
置
く

か
と
い
う
問
題
は
、
犯
罪
共
同
説
そ
の
も
の
か
ら
た
だ
ち
に
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
、
多
く

の
学
者
も
、
論
理
的
に
は
犯
罪
共
同
税
と
別
の
角
度
か
ら
こ
の
問
題
を
解
、
決
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
別
異
な
角
度
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
ド
イ
ツ
の
通
説
が
求
め
た
「
結
果
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
」
と

い
う
契
機
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

滝
川
博
士
が

「
各
共
同
者
は
、

し
、
そ
の
認
識
に
従
っ
て

引
心
。
補
充
し
合
う
行
為
に
よ
っ
て
一
つ
の
結
果
に
到
達
し
よ
う
と
ゆ
¥

う
決
心
が
共
同
正
犯
の
椋
合
的
要
素
で
あ
り
、
独
自
の
特
徴
で
あ
る
@
乙
の
心
理
的
状
態
(
相
互
的
理
解
)
は
故
意
行
為
に
つ
い
て
存
寸
ハ
ャ

る
に
過
ぎ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
こ
の
聞
の
事
情
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

.
従
っ
て
、
行
為
共
同
説
に
た
た
れ
る
井
上
教
授
が
、

「
共
同
加
功
の
意
思
は
犯
罪
構
成
事
実
を
実
現
す
る
意
思
で
あ
る
か
ら

過
失
に

¥ 

ヲ均

- 30-
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壬f

1ノ

¥ 

¥ 

よ
る
共
同
正
犯
は
な
い
」
と
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
、
大
場
博
士
が
、
数
人
一
罪
の
思
想
に
立
脚
さ
れ
な
が
ら
、

ハ
数
人
共
同
日
V

テ
其
行
為
ヲ
為
ス
ノ
意
思
ア
ル
場
合
ニ
存
ス
」
と
さ
れ
る
の
も
、
論
理
的
に
は
、
矛
盾
し
た
態
度
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

「
共
同
正
犯
タ
ル
過
失
罪

だ
か
ら
、

な
ぜ
過
失
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
る
の
か
、

ド
イ
ツ

と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
通
説
的
見
解
に
対
し
て
も
、

通
説
に
対
し
て
な
さ
れ
だ
と
同
様
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
で
、
団
藤
教
授
が
、
右
の
よ
う
な
態
度
か
ら
一
歩
進
ん
だ
問
題
領
域
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。

過失共同正犯の成否

仙
木
村
・
読
本
、
ニ
八
一
頁
、
大
塚
・
犯
罪
共
同
説
ハ
木
村
編
・
刑
法
総
論
下
[
法
律
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
]
昭
三
二
、
一
一

O
頁
o

)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

倒
牧
野
・
共
犯
の
基
礎
観
念
ハ
刑
法
研
究
一
巻
)
一
九
頁
以
下
、
小
野
・
構
成
要
件
と
共
犯
の
諸
問
題
(
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論
U

昭
ご
八
、
一

O
ニ
l

一
O
四
頁
、
植
松
・
概
論
、
一
一
七
八
頁
以
下
。

回
し
か
し
、
殺
人
罪
と
傷
害
罪
の
よ
う
に
犯
罪
そ
の
も
の
が
構
成
要
件
的
に
重
な
り
あ
う
部
分
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
重
な
り
あ
う
限
度
で
共

同
正
犯
の
成
立
を
認
め
る
と
い
う
修
正
は
行
わ
れ
て
い
る
(
団
藤
・
綱
要
、
二
九
六

l
ご
九
七
頁
J
。

川
間
共
に
過
失
的
結
果
を
惹
起
す
る
に
至
っ
た
数
人
の
意
思
状
態
も
同
一
の
犯
罪
的
意
思
の
範
騰
に
算
入
さ
れ
る
と
も
い
え
よ
う
か
ら
で
あ
る
(
木
村
・
前

掲
書
、
二
四
七
頁
、
ご
八
一
頁
。
鴻

問
滝
川
・
犯
罪
論
序
説
、
ご
ご
九
頁
。

刷
井
上
・
総
論
、
一
七
七
頁
、
一
八
二
頁
。

的

大

場
6

総
論
下
巻
、
一

O
三
二
頁
、
一

O
五
O
頁。

刷
荘
子
教
授
(
荘
子
・
同
時
犯
[
木
村
編
・
刑
法
、
法
律
学
演
習
講
座
]
昭
三

O
、
一
九
三
頁
割
註
。
)
は
、
犯
罪
共
同
説
が
な
ぜ
犯
罪
を
共
同
す
る
意

思
を
も
っ
て
故
意
に
限
定
す
る
の
か
、
と
疑
念
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
が
、
乙
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
説
明
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
出
品
平
・
総
論
、
二

O
一
頁
参
照
。

、
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説

団
藤
教
授
の
見
解

さ
ら
に
次
の
二
点
を
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
、
過
失
共
同
正
犯
は
肯
定
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

そ
の
主
観
的
方
面
に
お
い
て
、
意
識
的
な
も
の
か
ち
無
意
識
的
な
も
の
に
ま
た
が
る
領

- 32-

団
藤
教
授
は
、

論

す
な
わ
ち
、

「
過
失
行
為
は
、
も
と
も
と
、

る。域
を
占
め
る
。
意
識
的
な
部
分
が
決
し
て
過
失
行
為
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。
意
識
的
な
部
分
に
つ
い
て
の
意
思
の
連
絡
を

も
と
に
し
て
、
過
失
犯
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
論
じ
る
の
は
、
過
失
犯
の
本
質
に
即
し
た
議
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
か

り
に
、
過
失
犯
の
共
同
正
犯
と
い
う
こ
と
が
純
粋
に
理
論
的
に
可
能
だ
と
し
て
も
、
現
行
法
が
こ
れ
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。
:
:
:
教
唆
犯
・
封
巾
助
犯
に
つ
い
て
は
、

過
失
犯
の
教
唆
・
常
助
を
現
行
法
が
否
定

過
失
に
よ
る
教
唆
・
常
助
、

し
て
い
る
こ
と
は
あ
さ
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
と
共
同
正
犯
と
は
問
題
が
ま
っ
た
く
お
な
じ
わ
け
で
は
な
い
が
、

に
よ
る
共
同
正
犯
を
も
同
様
に
否
定
す
る
趣
旨
と
解
す
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
現
行
法
は
過
失

た
し
か
に
、
過
失
行
為
の
う
ち
の
意
識
の
あ
る
時
点
だ
け
を
問
題
と
し
、

そ
こ
に
意
思
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
い
う
点
を
捉
え
て
、

そ
れ

だ
け
で
過
失
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
と
考
え
る
の
は
過
失
犯
の
本
質
に
即
し
た
議
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

ハ
後
程
述
べ
る

過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
批
判
、
お
よ
び
、
前
述
ア
ル
フ
ェ
ル
ト
、
ザ
ウ
エ
ル
の
見
解
を
参
照
の
こ
と
J
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
、

「
意
識
的
な
も
の
」

が
「
無
意
識
的
な
も
の
」
に
そ
れ
る
点
に
こ
そ
「
過
失
犯
の
本
質
」
が
あ
る
と
考
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
団
藤
教
授
の
「
議
論
」
の
次
元
を
さ
ら
に
一
歩
超
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
現
行
法
上
、
過
失
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
、

こ
こ
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

コェ

l
ラ
l

υv
ャ
ハ
ト
の
見

一
解
を
検
討
し
た
際
指
摘
し
た
よ
う
な
疑
問
が
、

"白， I 



川
団
藤
・
綱
要
、
一
一
九
九
頁
。

同
佐
伯
樽
士
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
四
八
条
・
四
九
条
と
わ
が
刑
法
六
一
条
・
六
二
条
の
語
調
の
相
違
か
ら
、
特
に
、
わ
が
刑
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
過
失
に

よ
る
共
犯
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
!
|
佐
伯
・
二
つ
の
正
犯
概
念
(
法
学
論
叢
三
二
巻
六
号
)
八
八
九
一
頁
(
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
に

、.、.、.

理
解
し
た
場
合
、
過
失
犯
へ
の
故
意
あ
る
い
は
過
失
の
共
犯
、
過
失
に
よ
る
故
意
犯
へ
の
共
犯
を
具
体
的
に
い
か
な
る
罪
の
共
犯
と
す
べ
き
か
と
い
う
点

で
、
困
難
な
問
題
に
つ
き
あ
た
る
ζ

と
は
た
し
か
で
あ
る
J
。

共
同
意
思
主
体
説

共
犯
現
象
を
解
し
て

特
殊
の
社
会
的
心
理
的
現
象
で
あ
る
共
同
意
思
主
体
の
活
動
と
考
え
る
共
同
意
思
主
体
説
は
、

「
一
定
の
目
的

に
向
つ
て
の
相
互
的
了
解
が
な
け
れ
ば
特
殊
の
社
会
的
心
理
的
現
象
を
生
ず
る
も
の
と
し
て
、
特
別
の
取
扱
い
を
為
す
必
要
が
な
い
」
の

で
あ
る
か
ら
、
「
共
犯
に
因
る
過
失
犯
と
か
、
過
失
犯
の
共
犯
と
か
」
は
こ
れ
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
結
論
す
る
。

こ
の
共
同
意
思
主
体
説
が
い
わ
ゆ
る
共
謀
共
同
正
犯
論
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
る
も
の
と
し
て
き
び
し
く
批
判
さ
れ
て

さ
て
し
か
し
、

い
る
点
は
一
応
問
題
外
と
し
て
も
、
右
の
よ
う
な
態
度
は
承
服
で
き
な
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
し
か
に

一
定
の
目
的
に
向
け
ら
れ
た
数
人
の
共
同
の
意
思
状
態
に
、
特
殊
の
社
会
的
心
理
的
現
象
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
肯

定
で
き
よ
う
。

し
か
し
、

そ
の
一
定
の
目
的
に
向
け
ら
れ
た
相
互
的
了
解
が
故
意
に
限
ら
れ
る
と
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

は
、
す
で
に
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
も
「
一
定
の
目
的
」
に
向
け
ら
れ
た
「
相
互
的
了
解
」
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

過失共同正犯の成否

い
る
。

た
だ
、

そ
の
一
定
の
目
的
は
犯
罪
的
結
果
で
な
か
っ
た
だ
け
で
ゐ
る
。
し
か
も
、
共
同
意
思
主
体
説
に
た
っ
論
者
の
掲
げ
る
団
体

心
理
(
特
殊
の
社
会
的
心
理
的
現
象
)
の
例
が
、
「
一
人
で
は
深
夜
公
園
を
横
切
り
得
な
い
よ
う
な
臆
病
な
少
年
で
も
、
二
人
な
ら
ば
行

い
得
る
」
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
あ
る
以
上
、
犯
罪
以
外
の
一
定
の
目
的
の
た
め
に
数
人
が
共
同
し
た
場
合
に
も
特
殊
な
団
体
心
理
が
か

も
し
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

33ー
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耐民

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
発
生
し
た
結
果
は
、
こ
の
特
殊
の
団
体
心
理
と
は
無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る

か
ら
ハ
な
ぜ
か
な
ら
ば
、

不
注
意
を
消
長
主
せ
る
可
能
性
を
内
含
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
J
、
そ
こ
に
、
過
失
的
共
働
を
過
失

乙
の
団
体
心
理
は
、

論

共
同
正
犯
と
し
て
「
特
別
の
取
扱
を
為
す
必
要
」
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(1) 

草
野
・
総
則
講
義
、
一
一

O
O
頁。

な
お
、
植
松
・
概
論
、
二
人
O
頁
、
二
八
二
頁
。

木
村
・
読
本
、
二
八
二
!
ご
八
三
頁
、
団
藤
・
綱
要
、
三
O
二
l
三
O
一
二
頁
等
参
照
。

斎
藤
・
共
同
意
思
主
体
説
と
共
犯
判
例
(
共
犯
理
論
の
研
究
)
昭
ご
九
、
一
一
七
頁
。
さ
ら
に
草
野
・
前
掲
書
、

一
九
三
頁
。

(3) (2) 

第
三
章

共
同
正
犯
の
特
性
と
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論

第
一
節

ド
イ
ツ
に
お
け
る
諸
見
解
と
そ
の
検
討

ド
イ
ツ
に
お
け
る
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
を
大
別
す
る
と
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
る
。

一
一
は
共
同
正
犯
の
特
異
性
を
無
視
L

こ
れ
を
単
独
正
犯
と
同
一
原
理
の
も
と
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
|
|
従
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
一
部
実
行
の
全
部
責
任
と
い
う
問
題
は
で
て
こ

な
い
|
|
、
過
失
単
独
正
犯
の
並
立
に
比
肩
す
る
過
失
共
同
正
犯
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
共
同
正
犯
の
特
異
性
に

立
脚
し
、
な
い
し
は
特
に
明
確
に
は
こ
れ
に
立
脚
し
な
い
な
が
ら
も
、
意
思
の
つ
な
が
り
を
抽
出
し
て
過
失
犯
に
お
い
て
も
共
同
正
犯

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

共
同
正
犯
の
特
性
を
無
視
す
る
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論

こ
こ
に
算
入
さ
れ
る
論
者
は
、
因
果
関
係
論
に
平
等
条
件
説
を
と
り

こ
れ
を
共
犯
論
に
徹
底
さ
せ
た
プ
l
リ
、
因
果
関
係
論
に
最
有
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二炉、

力
条
件
説
を
と
る
こ
と
に
よ
り
客
観
的
(
実
質
的

l
客
観
的
)
共
犯
論
を
唱
道
し
な
が
ら
、
共
同
正
犯
は
正
犯
で
あ
る
と
の
理
由
だ
け
か

ら
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
に
転
向
し
た
ピ
ル
ク
マ
イ
ヤ

l
、
画
一
的
正
犯
概
念
(
開
凶

E
5
a
s円、
g
g
H
Z噴
出
)
の
名
の
も
と
に
あ
ら
ゆ

る
共
働
形
式
を
正
犯
と
み
よ
う
と
す
る
ロ
ェ

l
ダ
ー
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
こ
で
か
り
に
過
失
共
同
正
犯
が
肯
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
共
同
正
犯
概
念
は
、
本
来
、

わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
し
よ
う

そ
れ
は
共
同
正
犯
で
は
な
い
の
で
あ
る

1
1
~

特
に
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
検
討
ず
る
必
要
の
な
い
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
い
る
意
味
で
の
共
同
共
犯
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
!
|
極
言
す
れ
ば
、

こ
こ
で

過失共同正犯の成否

ω

4・
皆
江

w
N
E
Z
z
g
4
0ロ
晶

2
4
E
E
p
v
g
p
m
-
N
H
R
h
念
a
-
N
g
t司
-M-mf
笥

H
?
凶
∞
由
同
・
己
申
吋
田
・
ロ

z
p
g
Fば
芯
け

E
E
F
g
a『
民
E

5
0
V庄
司

F
S
ω
g
o
v
g
m
H
O
P
H∞∞明・

m-
器
尚
一
・
(
ブ
l
リ
の
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
は
、
主
観
的
共
犯
論
の
帰
結
と
い
う
よ
り
は
、
平
等
条
件
説
の

帰
結
と
い
っ
た
方
が
安
当
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
過
失
犯
競
合
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
前
出
八
頁
註
間
参
照
。
)
。

倒
同
・
回
再

B
喜一品
F
4
u
p
ロ

ω-H念
-
Pロ
P
A
P
-
E
N
H
h∞
・
共
同
正
犯
は
正
犯
で
あ
る
か
ら
、
過
失
共
同
正
犯
も
当
然
に
肯
定
さ
れ
る
と
考
え
る

論
者
と
し
て
は
他
に
、
ウ
チ
V

ヒ
(
回
・
4
司ロ
S
F
担
任
司
広
田
回
目

m
m
pロ
ロ
田
町
宮
市

[ω
な
-hrF・同・

8]ω
・
呂
町

-
H
H
H
E、
P-
ヴ
オ
ル
フ
(
可
・
4
『
色
戸

切骨骨

g
n
u
g
p
m巾
P
[∞
可

-
P
5・
出
・
隠
切

]m-
∞
∞
同
・
)
を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
よ
う
ハ
た
忙
し
、
彼
等
は
、
形
式
的

1
客
観
的
共
犯
論
を
と
っ
て
い

、、

る
と
い
え
る
J
。
な
お
、
ベ
ロ
ル
ツ
ハ
イ
マ

l
(出
・
切

20-Nvag。
pkrrN町田由。江田口
E
Z
S日
・
∞

-AH∞
同
・
)
は
、
共
同
正
犯
を
間
接
正
犯
の
一
場
面
と

す
る
と
と
か
ら
過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
。

同
国
・
別

S
品
。
『
・
巴
ぽ
回

g
o
v
aロロロ明岡崎。
s
o
u
p
m
」
刊
号
耳
2
F
g
m
-
岡田

a
・
m・
2
同

-ues・
国
同
区
ロ
国
号

2
4件
。
吋
宮
雪
山
崎
ロ
ロ
島
嵐
広
場
町
宮
ロ
肉

g
m
o
E
2
0ロ
宮
一
回
喜
-
自
由

)me
回目白肖・

同
そ
の
ほ
か
、
過
失
を
結
果
に
関
す
る
過
失
、
随
伴
事
情
に
関
す
る
過
失
、
行
為
の
違
法
牲
に
関
す
る
過
失
に
区
分
レ
、
後
ご
者
に
つ
き
共
同
正
犯
を
構

成
し
よ
う
と
す
る
見
解
ハ
た
と
え
ば
「
回
目
目
。
吋
「

Nd吋
F
岳

8
4
0
5
寸巳
σ
g
Eロ
品
[
切
符

-hFF・同・回開
d
S
N∞
"ω
・
混
同

J
F
S・
)
、
あ
る
い
は
、

過
失
を
認
識
な
き
過
失
と
認
識
あ
る
過
失
一
に
わ
け
、
後
者
に
つ
い
て

rけ
共
同
正
犯
を
認
め
よ
う
と
す
る
見
解

a・
。
立

B
E
D
-
C
H
U
2
a巾
E
w
a。ロ由ロ

[
g
-
M∞
]m-
ロ
岡
崎

-
E
O
V
4色
-
V
E
F
阿

H
a
s
g常
民
宮

g
g
g岳
[
関

0
5
5
2
gユ
田
宮
戸
巴
お
ム
・
∞
笥
山
回
・
認
申

N
m
2・
v
a
玄関
2
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開
。
百
層
面
ロ

g
p
m
-
N園
田
・
)
に
つ
い
て
も
た
ち
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

意
思
の
連
絡
を
中
核
に
据
え
る
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論

論

こ
の
立
場
に
た
っ
学
者
の
う
ち
、
過
失
共
同
正
犯
を
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
共
同
正
犯
の
特
性
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
の
は
ダ
ー

バ
ピ
ラ
シ
行
だ
け
と
い
え
る
ι

ヴ
フ
ィ
シ
ベ
ル
灯
の
よ
う
に
、
共
同
区
犯
と
同
時
(
正
)
犯
と
を
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
学
者
さ
え
い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
意
思
の
連
絡
と
い
う
契
機
を
前
面
に
据
え
て
過
失
共
同
正
犯
の
可
能
性
に
論
及
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
は
特
に
こ
の
立
場
に
た
っ
論
者
の
見
解
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
立
場
は
、
意
思
概
念
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
点
で
、
二
つ
の
方
向
に
わ
か
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

(3) (2) (1) 

の・

0
m
w
z
F
J
E
g
a
o
v恒
ロ
ロ
邑

J
E
-
z
u
g
m
(∞可・

kvuv・出・
M
M
h
)

∞・

m
N
・

戸

F
g
m
0・
冨
O
品
。
『
ロ
巾
吋
浮
2
v
o
m江
戸

m・品
4
R
.
由回同・

∞
・
巧
冊
目
ロ
σ
2
m
V
叶
市
町

-
s
v
g
o
F
D
戸
田
・
m
-
H
4
・
N
H
・

I 

ピ
ジ
デ
ィ

γ
グ
の
見
解

ま
ず
、
意
思
と
意
識
と
を
概
念
的
に
対
立
さ
せ
る
ビ
シ
デ
イ
シ
グ
の
見
解
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

過
失
を
意
識
な
き
違
法
な
意
思
と
考
え
、
違
法
性
に
向
け
ら
れ
た
意
思
正
し

ピ
シ
J

プ
イ
シ
グ
は
、
故
意
を
意
識
さ
れ
た
違
法
な
意
思
、

「
故
意
犯
に
存
在
で
ぎ
る
す
べ
て
の
意
思
関
係
は
過

失
犯
に
も
ま
た
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
:
:
:
か
ら
ハ
筆
者
挿
入
Ui---
故
意
の
共
同
正
犯
と
同
様
過
失
の
共
同
正
犯
も
構
成
さ
れ
る
」

て
故
意
と
過
失
と
の
聞
に
は
な
ん
ら
の
相
違
も
存
在
し
な
い
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

と
結
論
す
る
。

そ
れ
で
は
、

ピ
シ
デ
イ
シ
グ
の
見
解
は
肯
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
の
関
心
が
、
結
果
あ
る
い
は
結
果
以
外
の
事
柄
に
関
す

j. ' 

¥ 

、e
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る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
に
あ
る
点
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

ビ
シ
デ
ィ
シ
グ
が
過
失
も
ま
た
結
果
を

従
っ
て

い
ま
か
り
に

意
思
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
点
を
肯
定
し
た
と
し
て
も
、

少
な
く
と
も
過
失
に
お
い
て
結
果
は
意
識
さ
れ
ず
あ
る
い
は
意
欲

さ
れ
な
い
以
上
、

し
か
も
ピ
シ
デ
イ
シ
グ
も
こ
の
点
を
承
認
し
な
が
ら
、
結
果
以
外
の
事
柄
に
関
す
る
意
識
的
共
働
に
つ
い
て
は
な
ん
ら

こ
れ
を
明
確
に
問
題
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
彼
の
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
は
、

わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
は
否
定
さ
れ
ざ
る

を
え
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

川
開
・
切
日
ロ
品
目
ロ
肉
・
匂
一
品

Z
2
5
2
ロロ
a
F
v
g
c
Z
2
g
g口
問
・
切
島
・
同
・
出
色
同
g
H
-
M
〉出向山
-HUH品
wm-NE-
沼
町
内
山
回
向
日
・

H〈
-HUH由・

ω・
笥
4
肖・

-
g
v
a・
m-
帥

A
F
S白
v
m・
岳
民
'

間
関
・
岡
山
口
島
田
ロ
m
-
C
E
Eユ
デ
∞
-H飽
-
h
v
g
n
v
e
g
-
Z
2
8
2・
2
・
∞
・
明
日
由
時
・
二
回
巾
g
・
0
8
m
g
Z巾
E

P
田
〈
巾
号
Z
S
S
T
-
(の
ω・
4
g
g
H
0・

∞
-
H
C
H
R
E
S
4包・。・

c・
4『
S
S
S
F
U時四回
g
g
z
-
F
E
e
m
s
m
g
:
J
H∞
戸
∞
・

2
・

同
し
か
し
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
一
般
に
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
ミ
・
出
石
匂
色
憎
む
め
cgnygω
仲

g
p。
nz-
同

ω・∞
d
h
g
g
-
∞
一
不
破
・

刑
事
責
任
論
、
昭
三
二
、
一
五
八
|
一
五
九
頁
。

hrg白
Fdmt・
冨
・
開
・
冨
F
3
F
U
Z
田町

E
E
Z
P。
出
自
己
ロ
ロ
肉
己

E
E
Z
K
F司窓口町四回
ω可
え
『
2
E
-

soyω
・
8
?
炉
開
P
E
R
同

v
s
z。
B
曲
号
司
自
σユ駒田回目肉
w
o
P
5
2
5
r
2
5・
HUHN-ω
・
注
目
)
。

II 

過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
の
主
流

過失共同正犯の成否

ピ
シ
デ
ィ

γ
グ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
決
し
て
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
の
主
流
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
学
者
は
、
過
失
も
ま

た
結
果
を
意
思
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
を
と
ら
ず
、
共
同
正
犯
を
支
え
る
意
思
連
絡
に
つ
ぎ
、
そ
の
場
合
の
意
思
(
こ
こ
で
は
、
意
思

、.、
..
 

、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
‘
.
、
，
、
.
、
.
、
.

と
意
識
と
は
ピ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
意
味
で
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
)
と
は
む
し
ろ
特
定
の
犯
罪
的
結
果
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

、.、.‘.、.、.、.

る
必
要
が
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
の
第
二
の
立
場
に
お
け
る
第
二
の
方
向
を
辿
る
論
者
の
ゆ
き
方

ダ

l
ム、

p
・
メ
ル
ケ
ル
、

で
あ
る
。

こ
れ
が
、
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
の
主
流
を
形
成
し
て
い
る
。
ヴ
ア
イ
シ
ベ
ル
ク
.

エ
ク
ス
ナ

- 37-



ー
、
フ
J

フ
シ
ク

ロ
l
べ

/
 

カ
シ
ト
ロ
ヴ
イ
ツ

-
ブ
シ
グ

ν
ェ
ン
ケ

メ
ッ
ガ
ー
が
こ
こ
に
算
入
さ
れ
る
。

論

川

ω・
4司
o
-
5申
吋

n
-
J
E
E
5
5品
田
口
同
・
同

-m-
邸
内
・

8

?
日
間
一
の

-
U
S
E
-
∞
p
h
r
F・
国

-MN弁

ω-m凶
作
"
句
・
出
向
。
長
曲
目

-
C
Eロ
島
民
国
島
由
国

∞
神
宮
崎
『
曲
目

Z
P
E
-
m
-
寸

-
H
u
s
-
m
-
H
g
u
『
・
回

M
8
2・
E
V巴
勧
告
肉
曲
目

N
g
P
5
5
2
4ユ吋
E
P
∞・目

4M
同
・
山
別

-
P
E
w
-
同∞
k
p
ロ戸

ω-MH品
同

J
E
S

ω・
ロ

p
h
r
-
H
b
z
-
関

C
E
S
S
E♂
m・
8
4
u
出
・
閃

g
g
g豆
ロ

N日
E
g昆
F
E
E
-
∞
-
H
S
同
・
山
初

-
F
g
m川市
-

V
向
O
P
2
0
4
3
g吋
g
m江
戸
∞

-
s

m-aH
同・

h
p
mロ
g
ロ
-8・
ωZNH片
的

8
2
Nぴ回目
V
(
開。
g
目
。
ロ
冨
】
守
)
明
〉
ロ
2
・
5
g
-
m
-
H
E
(し
か
し
、
∞
ロ

g
ロ
r
o
s
ω
s
s
p
n
∞

hFE白
-m・
M
g
は
過

失
共
同
正
犯
を
刑
法
四
七
条
の
解
釈
と
し
て
肯
定
す
る
ζ

と
に
つ
い
て
は
消
極
。
ど
回
・
富
市

N肉
2
・

va富山内
2
閃
o
g
g
g
g
n
ω
・
NM由・

1) 

過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
の
主
流

こ
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
論
者
は
、
発
生
し
た
犯
罪
的
結
果
以
外
の
な
ん
ら
か
の
事
柄
に
関
し
て
も
、
意
思
の
一
致
に
基
づ
い
た
行
為

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
に
関
す
る
意
識
的
共
働
に
お
い
て
も
、
行
為
〆
者
相
互
に
他
人
の
行
為
を
も
自

己
の
も
の
と
し
て
自
己
の
う
ち
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
い
う
意
思
の
つ
な
が
り
が
欠
け
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
市
こ
の
よ

の
共
働
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
、

う
な
考
え
方
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
意
思
状
態
を
も
っ
て
、
共
同
正
犯
を
支
え
る
意
思
の
つ
な
が
り
が
構
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

、，、.、.、.、.

ろ
う
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
意
識
的
共
働
に
お
い
て
、
行
為
者
が
共
同
で
実
行
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て

、.、.、.、.、，、.、.

は
ま
さ
に
法
の
外
に
あ
る
行
為
に
ほ
か
な
ら
ず
、
犯
罪
の
共
同
実
行
と
い
う
立
言
は
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
に
お
い
て
も
、

ち
に
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
か
ら
た
だ

エ
ク
ス
ナ
ー
が
、
炊
事
の
た
め
に
共
同
で
木
を
集
め
共
同
で
火
を
作
っ
た
行
為

を
抽
出
し
、
刑
法
四
七
条
の
共
同
の
実
行
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
提
言
し
た
点
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
や
は
り
不
充
分
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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だ
が
、
多
く
の
論
者
は
こ
の
よ
う
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
な
い
。
右
の
よ
う
な
前
法
律
的
な
事
柄
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共

働
か
ら
、
違
法
な
結
果
が
行
為
者
の
意
に
反
し
て
発
生
し
た
場
合
を
捉
え
、
行
為
者
の
過
失
と
い
う
契
機
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

共
同
で
過
失
的
に
犯
罪
を
実
行
し
た
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
法
律
的
な
事
柄
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
+
過
失
↓
犯
罪
的
結
果
惹
起
と
い
う
思
考
過
程
に
よ
っ
て
、
過
失

共
同
正
犯
は
容
易
に
構
成
さ
れ
る
と
と
が
で
き
る
か
に
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
場
合
の
過
失
と
は
、
ブ
ラ
ン
ク
が
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
共
同
行
為
者
の
責
任
を
た
だ
す
た
め
の
条
件

だ
が
し
か
し

で
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
過
失
的
共
働
を
眺
め
れ
ば
、
前
法
律
的
な
事
実
の
意
識
的
共
働
は
、
違
法
な
結
果
の
盲
目
的
・
因

果
的
発
生
を
ま
っ
て
た
だ
ち
に
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
な
行
為
に
転
化
し
て
し
ま
う
と
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
承
認
で

き
な
い
。
そ
れ
は
、
前
法
律
的
な
事
実
に
関
じ
意
識
的
に
共
働
し
た
者
す
べ
て
に
対
し
、
彼
の
過
失
の
有
無
に
無
関
係
に
、
発
生
し
た
違

、，、.、.、.、.、.‘.

法
な
結
果
に
つ
き
こ
れ
を
共
同
で
実
行
し
た
も
の
と
す
る
契
機
を
包
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、

い
か
に
注
意
を
払
っ
て
も
回
避
不
可

能
な
好
ま
し
か
ら
ざ
る
結
果
惹
起
を
も
違
法
な
り
と
す
る
不
当
な
帰
結
に
至
る

ρで
あ
る
。

(l) 

特
に
、

m・
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Z
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過失共同正犯の成否

(6) (5) (4) (3) (2) 
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(7) 

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
明
確
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
o
i
l
-前
述
一
一
一
一
頁
参
照
。

な
お
、
故
意
を
専
ら
責
任
条
件
と
み
る
限
り
で
は
、
故
意
の
共
同
正
犯
に
つ
い
て
も
同
様
の
と
と
が
観
念
さ
れ
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、

自
体
が
違
法
な
次
元
に
置
か
れ
て
い
る
点
で
、
構
成
要
件
該
当
の
違
法
な
行
為
へ
の
転
化
は
で
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

意
識
的
共
働

論

2) 

カ
シ
ト
ロ
グ
イ
ツ
の
見
解

と
こ
ろ
が
、
カ
シ
ト
ロ
グ
ィ
ッ
は
、
み
ず
か
ら
唱
道
す
る
主
観
的
責
任
論
(
そ
れ
は
、
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
を
行
為
の
属
性
と
考
え
、
責
任

「
可
罰
的
行
為
」
(
彼
は
こ
れ
を
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
な
行
為

を
行
為
者
の
属
性
と
考
え
る
理
論
で
あ
る
。
)
の
帰
結
と
し
て
、
刑
法
四
七
条
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
し
て
理
解
す
る
J

と
は
行
為
者
の
有
責
性
を
含
ま
な
い
客
観
的
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

た
よ
う
な
考
え
方
に
一
貫
し
た
基
礎
つ
け
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
節
二
の

(
H
)
の
引
に
述
べ

す
な
わ
ち
、

カ
γ
ト
ロ
グ
イ
ツ
に
よ
れ
ば
、
前
法
律
的
な
事
柄
に
関
し
意
識
的
に
共
働
し
た
者
は
、
違
法
な
結
果
の
発
生
に
よ
っ
て
、

た
だ
ち
に
構
成
要
件
該
当
の
違
法
な
行
為
の
担
い
手
と
さ
れ

「
そ
こ
に
概
念
的
に
共
同
正
犯
の
成
立
を
み
る
に
至
る
。

彼
等
が
故
意
的

に
行
為
し
た
か
、
過
失
的
に
行
為
し
た
か
、
あ
る
い
は
有
責
で
な
く
行
為
し
た
か
は
、
個
々
の
行
為
者
の
可
罰
性
に
つ
い
て
意
味
を
有
す

る
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

カ
シ
ト
ロ
グ
イ
ツ
の
こ
の
態
度
は
、
ブ
ラ
ン
ク
が
、
一
方
で
は
過
失
を
専
ら
責
任
条
件
ハ
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
は
す
で
に
与
え
ら
れ
て

い
る
J

と
し
な
が
ら
他
方
、
「
共
同
正
犯
は
数
人
が
了
解
を
も
っ
て
有
責
に
共
働
」
し
た
場
合
に
存
す
る
と
し
て
、
あ
た
か
も
そ
の
過
失

、、、、、

R
4
J
V

が
、
さ
ら
に
行
為
の
共
働
の
意
味
を
規
定
す
る
か
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
点
を
す
っ
き
り
し
た
形
に
し
あ
げ
る
こ
と
に
は
成
功
し

、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
‘
，
、
.

た
と
も
い
え
よ
う
が
、
し
か
し
‘
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
を
、
結
果
の
発
生
だ
け
か
ら
し
か
も
そ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
肯
定
し

よ
り
強
い
批
判
の
前
に
た
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ょ
う
と
す
る
点
で
、

40ー



こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
に
は
安
住
で
き
な
い
こ
と
を
知
る

、

，

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
過
失
と
い
う
概
念
を
も
っ
て
、
専
ら
こ
れ
を
責
任
条
件
と
み
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
ま
で
遡
る
わ
け
で
あ

、
、
、
、
、
、
、
、

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
、
過
失
的
共
働
の
う
ち
に
構
成
要
件
該
当
の
違
法
性
を
求
め
、
そ
こ
か
ら
過
失
共
同
正
犯
を
構
成
し

る
カE

ょ
う
と
す
る
ラ
シ
グ
の
見
解
に
移
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

過失共同正犯の成否

川
出
・
関

B
S
8
4
1
0
F
吋
忠
臣
晶

F
E
E
-
m・
8
同
J
2・
4
F
語
、
司

-
L
8
肖・

側
出
・
阿
世
ロ
一
g
g
d『日ロ
N
L
r
p
。
-
m
-
H師同・

間

切
-

M
叩
吋
回
出

-
P
H
∞
hvga・
ω・
ロ
閉
・
な
お
、
い
わ
ゆ
る
第
二
の
立
場
の
第
二
の
方
向
を
辿
る
論
者
は
み
な
こ
の
よ
う
な
定
義
づ
け
を
行
う

o
f
-
-
4
m
F
m
-

d
『
巾
山
口
宮
品

-
J
E戸
E
F
g拍
担
問
時
・
同
・
∞

-
E
u
c・
0
品
目
白
可
・

hrσσ
・同

-NNPm-
町田山『・回一同

E
F
E
Z
-世
白
回
目
肉

g
Nロ
g
B
5
8
4
4
w
w
o
p
m
-
笥
悶
戸

仙
も
っ
と
も
、
有
責
な
共
働
が
共
同
正
犯
を
基
礎
づ
け
る
と
い
ラ
命
題
に
お
い
て
、
「
有
責
な
」
と
い
う
概
念
は
、
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
が
確
定

さ
れ
た
後
の
、
厳
密
な
意
味
で
の
責
任
条
件
と
し
て
の
故
意
・
過
失
、
さ
ら
に
は
責
任
能
力
等
を
そ
の
内
容
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

|
|
〈

mF
の
-
U
S
E
-
P
胆・。・∞・

8
・
U
世
宮
内
自
国
・
開
s
g
g邑
g-mV・
P
・
0
・
m・
5
H・1110
し
か
し
、
そ
う
に
と
す
る
と
、
構
成
要
件
該
当

、、、、

性
・
違
法
性
は
ど
乙
か
ら
導
か
れ
て
く
る
の
か
(
有
責
に
行
為
し
た
者
だ
け
が
構
成
要
件
該
当
の
違
法
な
行
為
を
行
う
と
い
う
の
で
な
い
乙
と
は
あ
き
ら

か
。
)
と
い
う
点
で
、
結
局
は
カ
ン
ト
ロ
ゲ
イ
ツ
と
同
様
の
帰
結
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
論
者
が
「
有
責
な
共
働
」
と
指
称
す
る

と
乙
ろ
は
、
実
は
、
わ
れ
わ
れ
の
「
不
注
意
の
共
有
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る

o
i
1
〈
包
・
『
・
回
同
安
wppmw-
。
-
m
-
S
N・

刷
佐
伯
博
士
ハ
佐
伯
・
法
学
論
叢
三
二
巻
六
号
、
八
一
一
貝
註
。
)
は
、
カ
ン
ト
ロ
ヴ
イ
V

の
正
犯
観
を
隊
昧
と
さ
れ
る
が
(
論
点
は
、
間
接
正
犯
、
正
犯

と
共
犯
の
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
が
J
、
こ
の
よ
う
な
問
題
も
考
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

3) 

ラ
ン
ゲ
の
見
解

一
部
実
行
の
全
部
責
任
を
支
え
る
意
思
状
態
を
も
っ
て
主
観
的
違
法
要
素
と
解
す
る
ラ
シ
ゲ
は
、
数
人
の
大
工
が
共
同
で
過
失
的
に
通

行
人
の
頭
に
材
木
を
投
げ
落
し
た
場
合
を
挙
げ
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
個
々
の
行
為
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
構
成
要
件
に
該
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当
せ
ず
、

そ
の
行
為
の
完
全
な
違
法
性
は
他
の
共
同
者
の
行
為
を
算
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
表
わ
れ
て
く
る
と
い
う
特
異
性
が

論

み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
個
々
の
行
為
も
、
他
の
共
同
者
の
行
為

を
意
識
的
に
自
己
の
も
の
と
し
彼
の
カ
を
も
自
己
の
カ
の
う
ち
に
加
え
入
れ
よ
う
と
す
る
主
観
的
違
法
要
素
に
支
え
ら
れ
、

一
つ
の
統

一
体
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
要
件
的
に
違
法
な
行
為
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
故
意
の
共
同
正
犯
の
場
合

と
、
過
失
的
共
働
と
で
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

こ
と
に
、

一
般
に
共
犯
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
場
合
に
、
決
定
的
な
役
割
を
果
す
の

は
行
為
の
こ
の
違
法
性
で
あ
っ
て
有
責
性
で
は
な
い
と
い
う
点
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
過
失
共
同
区
犯
も
疑
問
な
く
肯
定
さ
れ
る
と
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

主
観
的
違
法
要
素
論
か
ら
共
犯
の
制
限
従
属
性
論
に
一
層
の
支
持
を
与
え
よ
う
と
す
る
メ
ツ
ガ
ー
に

負
う
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
メ
ツ
ガ
ー
が
、
過
失
的
共
働
の
構
成
要
件
該
当
の
違
法
性
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
カ
シ
;
ヴ
イ
ツ
と
同
様
、
結
果
実
生
だ
け
か
ら
し
か
も
そ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
同

l
従
っ
て
そ

こ
に
は
主
観
的
違
法
要
素
の
問
題
は
生
起
し
な
い
。
こ
れ
は
メ
ッ
ガ
ー
が
故
意
・
過
失
を
主
観
的
違
法
要
素
と
み
な
い
点
に
も
関
連
す
る

ラ
シ
グ
の
こ
の
態
度
は
、
特
に
、

で
あ
ろ
う
1
1
1
の
に
反
し
、
過
失
的
共
働
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
、

し
か
'
も
、

過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
論
拠
の
中
核
と
し
て
、
構
成
要

件
該
当
の
違
法
性
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
点
で
、

こ
れ
ま
で
の
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
を
一
歩
進
め
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

特
に
、
共
同
正
犯
を
支
え
る
意
思
の
つ
な
が
り
を
主
観
的
違
法
要
素
と
解
し
、

そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
自
体
と
し
て

は
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
|
|
|
わ
れ
わ
れ
の
観
念
で
い
え
ば
、
構
成
要
件
を
充
足
し
な
い
|
|
個
・
々
の
行
為
が
統
合
さ
れ
、

一
個
の
構

成
要
件
該
当
(
充
足
)
の
違
法
な
行
為
と
な
る
と
考
え
た
点
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
ラ

γ
グ
に
対
し
て
も
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

ラ
シ
ゲ
が
こ
こ
で
主
観
的
違
法
要
素
と
解
す
る
わ
は
、

ahw ，e
 



宅長

実
は
、

、官、.、.

わ
れ
わ
れ
が
過
失
的
共
働
の
う
ち
に
求
め
た
不
注
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、

主
観
的
違
法
要
素
は
、
過
失
行
為
に
お
い
て
は
不
注
意
と
い
う
意
思
状
態
に
至
つ
て
は
じ
め
て
表
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
前
法
律

的
な
事
実
の
共
働
そ
の
も
の
の
う
ち
に
は
決
し
て
求
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
。
一
プ
ジ
グ
に
お
い
て
こ
の
点
は
決
し
て
明
確
に
意
識

さ

れ

て

い

る

と

は

い

え

な

い

の

で

あ

る

。

，

ラ
シ
グ
の
見
解
を
右
の
よ
う
に
修
正
し
、
さ
ら
に
、
過
失
的
共
働
に
お
け
る
不
注
意
は
違
法
要
素
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
構
成
要
件

要
素
で
も
あ
る
|
|
た
と
え
ば
、
相
当
の
注
意
を
払
い
さ
え
す
れ
ば
結
果
の
発
生
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
場
合
で
な

け
れ
ば
、
人
を
死
亡
さ
せ
て
も
、
過
失
に
よ
り
人
を
死
に
致
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
か
ぱ
ー
ー
と
い
う
点
に
思
い
を
致
せ
ば
、
わ

、
、
、
.
、

れ
わ
れ
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
し
て
、
前
法
律
的
な
事
実
の
意
識
的
共
働
が
不
注
意
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
も
の
自
体
と

、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

し
て
は
構
成
要
件
を
完
全
に
は
実
現
し
な
い
個
々
の
不
注
意
な
行
為
ハ
た
と
え
ば
、
単
に
少
量
を
試
飲
し
て
み
た
花
け
で
、

ζ

の
「
ウ
イ
ス
キ
ー
」

過失共同正犯の成否

に
は
メ
タ
ノ
ー
ル
は
含
有
き
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
販
売
に
供
し
よ
う
と
し
た
行
為
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
火
災
を
招
く
に
致
ら
な
い
程
度
の

a

旬

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

「
ζ

ん
ろ
の
火
を
不
始
末
」
し
た
よ
う
な
行
為
。
)
も
、
さ
ら
に
そ
の
不
注
意
を
他
人
と
共
に
す
る
こ
と
か
ら
、
回
避
可
能
な
一
個
の
全
体
と
し

、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、

て
の
不
注
意
な
行
為
〈
実
行
行
為
)
↓
結
果
(
た
と
え
ば
、
自
己
の
不
注
意
が
他
人
の
不
注
意
を
も
誘
発
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
火
災
を
招
く
に
致
ら
な
い
程

、.、.

度
の
火
の
集
合
に
よ
っ
て
火
災
を
惹
起
し
た
よ
う
な
場
合
。
)
を
形
成
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。

ω
拘

-
H
b
口問。・鼠

azg凶
M
g号
。
向
江
戸

ω・
毘
同
・

向

凶

rFN向。
F
4
3
ω
即
日
仏
母
国
可
駒
内
g
o
F
E
S
S
E
5
8
S
E
0・
HP9伊
路
局
・
〉

a
s
p
-
出品目。
F
E互め
w
a
s
p
s
a主
主
肉

Ea'

g
c
g
g
g
司
g
ロ
守
司

g
G
5
0・
HI}

∞
・
師
同
∞
肖
・

、.、.

附
メ
ッ
ガ
l
も
、
過
失
行
為
の
構
成
要
件
該
当
の
違
法
性
を
問
題
に
し
、
制
限
従
属
形
式
の
も
と
で
は
、
共
犯
成
立
の
条
件
と
し
て
は
正
犯
に
構
成
要
件

該
当
の
違
法
牲
が
存
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
る
と
乙
ろ
か
ら
、
過
失
行
為
に
つ
い
て
も
、
共
同
正
犯
・
教
唆
犯
・
従
犯
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
(
図
。
思
富
岡
awp

、
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足
。
品
。
『
患
者
申
m
p
m
-
M∞
司
・
山
内
田
o
g・
叶
冊
目
宮
島
5
0
8
5
4
0
Z洋
N
Z
S
S
同
S
己

gm川
S
E
N
-
E
]
∞・

ω
E
u
r
a
-
宮

g
同
g
S
F
注目肉・

4
・
4

k
v
g
白・

5
m
4・
m-
臨
む
同
・
)
が
、
彼
に
お
い
て
、
過
失
行
為
の
構
成
要
件
該
当
の
違
法
性
と
は
、
犯
罪
的
結
果
の
発
生
そ
の
も
の
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
色
の

κ
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
ゐ
る
。

な
お
、
同
・
閃
mw
ロ
8
8司問。
N

・
吋
巴
ロ
E

m
ロ
F
E
E
-
m・
4
∞
司
.

ぐ
肉
戸
国
・
冨
叩
N
崎
市
吋
・
出
O
島
由
自
由
当
。
N
p
m
-
臨
時
-
一

ea-』
N-
問
弁
∞
-
∞
区
一
品
。
2
・
2
3
P
2
5・
4
K
F
己白・

ω・∞由同・

し
か
し
、
同
o
z
g
g白
FHL胆
口
問

p
m可
丘
町
g
Z
N
Vロ
ロ
『
(
開
。
g
g
g
g司)品
HKEa-H由明白、伊
N
C
m

で
は
ζ

の
点
が
是
正
さ
れ
て
い
る
。

団
藤
・
綱
要
、
八
九
|
九
一
一
良
、
ご
四
九
|
二
五
O
頁
、
藤
木
・
法
協
七
四
巻
一
号
、
=
一
五
頁
註
問
。

論

(6) (5) (4) (
皿
)

わ
れ
わ
れ
の
立
場

ラ
シ
ゲ
の
見
解
に
示
唆
さ
お
て
到
達
し
た
段
階
は
、

わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
予
想
し
て
い
た
欣
意
の
共
同
正
犯
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
た

つ
過
失
共
同
正
犯
の
承
認
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
故
意
の
山
崎
】
合
に
あ
っ
て
は
、
結
果
を
志
向
す
る
意
思

と
、
他
人
と
通
じ
あ
お
う
と
す
る
意
思

l
lこ
れ
を
主
観
的
違
法
要
素
と
み
て
勿
論
さ
し
っ
か
え
な
い

l
lが
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
糠
成

要
件
を
実
現
す
る
に
至
ら
な
い
個
々
の
違
法
な
行
為
を
一
つ
の
全
体
と
し
て
の
違
法
な
行
為
に
ま
で
高
め
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ゆ
る
一
部
実
行
の
全
部
責
任
を
基
礎
づ
け
え
た
の
で
あ
る
が
、

過
失
の
場
合
で
は
、
前
法
律
的
な
事
実
の
共
働
に
添
加
し
た
不
注
意
と
い

犯
罪
的
結
果
志
向
の
意
思
・
犯
罪
的
結
果
芯
起
の
た
め
に
他
人
と
通
じ

う
意
思
状
態
が
、
特
に
本
節
二
の

(H)
の
句
で
述
べ
た
よ
う
に
、

ょ
う
と
す
る
意
思
に
代
っ
て
、
そ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
た
つ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
、

も
う
一
つ
の
契
機
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
も
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
(
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
根
抵
に
は
、 一
部
実
行
の
全
部
責
任
を
基
礎
づ
け
る

共
同
行
為
者
の
う
ち
に
責
任
無
能
力
者

が
い
る
と
と
に
よ
っ
て
共
同
正
犯
は
否
定
さ
れ
る
・
も
の
で
は
な
い
と
い
う
命
題
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、

一
般
に
共
同
正
犯
を
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性

の
共
同
と
い
う
次
元
に
置
こ
う
と
す
る
考
え

l
l単
に
、
刑
法
上
の
責
任
と
は
個
人
責
任
で
あ
り
責
任
の
共
同
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
思
想
に

、.、.、，、.、.、.、.、.、.、.、.、
.. 
、.、.、.、.、.、.、.、.、，、.、.、.、.、.、.、.、，、.、.、.、.、.、.、.、.、，、.、.、.、.

共
同
さ
れ
た
行
為
が
違
法
性
を
帯
び
る
に
至
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
違
法
な
行
為
か
ら
発
生
し
た
違
法
な
結
果
は
共

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ハ
2J)

ハヨ一v

同
者
全
体
の
も
の
と
し
て
彼
等
全
体

κ帰
せ
し
め
る
乙
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
に
ょ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
る
ー
ー
が
潜
ん
で
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
J
。

そ
し
て
ま
た

わ
れ
わ
れ
が
到
達
し
た
と
こ
ろ
は

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
が

過
失
を
専
ら
責
任
要
素
(
条
件
)

論
理
的
に
は
不
当
に
広
い
過
失
共
同
正
犯
を
構
成
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
あ
の
難
点
を
修
正
し
た
過

失
共
同
正
犯
肯
定
論
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

と
み
る
に
と
ど
ま
る
態
度
ゆ
え
に

次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
が
、
現
行
法
と
い
う
場
で
積
極
的
に
支
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
わ
が
国
の
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
を
眺
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

過失共同正犯の成否

仙
周
知
の
よ
う
に
、
か
つ
て
共
犯
は
結
果
の
共
同
惹
起
と
責
任
の
共
同
に
還
元
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
責
任
性
の
共
同
(
昌
広
田
ロ
v
c
E
ま
で
が

共
同
正
犯
成
立
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
完
包
・
円
出
町
rgou可申】
P
J
~

ロP
ロ-
m
-
H
R・
HAF
な
お
沼
山
仲
田
口

E
E
と
は
、
オ

l
ス
ト
リ

l

刑
法
五
条
の
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
)
。
と
こ
ろ
が
、
近
時
、
い
わ
ゆ
る
制
限
従
属
性
論
が
支
配
的
と
な
る
に
お
よ
ん
で
1
1
1
実
定
法
上
の
根
拠

さ
え
与
え
ら
れ
て
い
る
|
|
、
共
同
正
犯
を
も
狭
義
の
共
犯
と
同
一
次
元
に
置
乙
う
と
す
る
考
え
方
が
非
常
に
有
力
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る

(
d
m
F
冨・

回
・
民

FM6F
〈
2
2
0
v
c
E
叶

a
E
F
Z
S
[
h
r
R
V
5
2・E
E
-
口
問
。
何
色
。
目
白

]ω
・
8
B
向
・
山
出

-
w
Z
E
"
関
】
司
王

F
p
m
-
a
u
同
・
閃

MV5084aoN・

4
E
E島
F
E
E
-
ω
・4
∞
向
-
u

区
岳
山
初
・

E
p
mタ
冨
包

2
5
忌
g
号
巾
肉
江
南
・

ω・
宮
崎
・
心
開
・
害

N向。
F
匡

a
s
g
d司。関白
"ω
・
協
同

-u
回
・
巧
冊
目
E
-

m
〉ロ凶・

m-
∞
F
S
同
-hraoF4mH「
回
・
回
。

-
z
m
-
F
O
V
5
4
0
5
4
0吋
σ吋
o
n
z
p
ω
・回

U
H
h
-
A
F
E
?
品目∞同・一

4・回目匂同】巾日
-
u
g
g
n
u冊
目
白
骨
司
民

B
o
z
-

口
-m-AF品
∞
同
・
な
お
、
佐
伯
・
総
論
、
三
二

O
頁
以
下
、
小
野
・
新
訂
刑
法
講
義
、
一
九
八
頁
以
下
、
田
藤
・
綱
要
、
ご
八
八

i
二
九
二
頁
は
右
ド
イ
ツ

の
学
者
と
同
一
方
向
を
進
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
滝
川
・
犯
罪
論
序
説
、
ご
一
八
頁
以
下

c
V
と
の
よ
う
な
考
え
方
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、

わ
た
く
し
は
本
文
樹
註
に
述
べ
た
一
一
つ
の
思
想
を
想
定
し
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
ー
ー
ー
回
・
回

O
H
E
m
-
F
P
0・
m・
8
H
同
・
・
切

-
F
Fロ
m
O
W
E
-
P
。
.
m
-
g

同
-u
同
・
君
。

-
s
r
N
ω
2『
-
g
-
m
-
E白
山
小
野
・
前
掲
書
、
一
九
九

i
二
O
一
頁
、
団
藤
・
前
掲
書
、
二
八
九
頁
。

、

、

、

、

倒
カ
ン
ト
ロ
グ
イ
山
γ

、
メ
V

ガ
ー
に
お
い
て
は
、
違
法
行
為
の
共
同
で
は
な
く
し
て
競
合
が
あ
る
の
み
で
は
な
い
か
。

同
一
わ
れ
わ
れ
の
態
度
が
、
主
観
的
違
法
要
素
の
存
在
だ
け
か
ら
正
犯
性
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
考
え
方

2
m
F
開
・
冨

g
問
団
タ
〈
C
自
由
ロ

p
m
-
N印
南

-u

hr・
凶
申

mHSF
吋

g
ロ
F円
上
司
申
園
高
一
担
ぴ
タ
戸

ω・
∞
同
国
同
・
)
に
一
致
す
る
も
の
で
も
な
い
点
、
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
o
l
-
-
〈
肉
「
国
・
切
】
守
口

E
-
P
胆
・
。
-
m
-
a
u
- 45ー



〉つ

佐
伯
・
所
謂
共
犯
の
制
限
さ
れ
た
従
属
形
式
ハ
法
学
論
叢
三
一
巻
五
号
〉
ご
四
頁
註
ご
。

第
二
節

わ
が
国
に
お
け
る
諸
見
解
と
そ
の
検
討

す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
、
犯
罪
共
同
説
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
は
過
失
共
同
正
犯
の
否
定
が
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

同
様
に
、
行
為
共
同
説
に
た
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
ち
に
過
失
共
同
正
犯
の
肯
定
が
導
か
れ
る
も
の
で
も
な
い
点
、

さ
き
に
井
上
教
授

の
見
解
に
触
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
因
果
関
係
を
共
同
し
さ
え
す
れ
ば
共
同
正
犯
は
成
立
す
る
と
考
え
る
立
場
と
、
共
同
正
犯
に
い
わ
ゆ
る
意
思
連

絡
と
は
故
意
の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
の
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
一
℃

川
団
藤
教
授
(
岡
藤
・
綱
要
、
二
九
七
頁
。
)
は
、
行
為
共
同
説
に
よ
れ
ば
前
法
律
的
な
行
為
を
共
同
に
行
え
ば
共
同
正
犯
に
な
る
も
の
と
さ
れ
る
、
と

指
摘
さ
れ
る
。
木
村
教
授
も
、

ζ

の
点
は
承
認
さ
れ
る
か

κう
か
が
わ
れ
る
(
前
出
ご
二
頁
註
川
参
照
。
)
が
、
一
方
、
「
行
為
共
同
説
は
共
同
正
犯
が
共

同
の
行
為
に
よ
っ
て
数
衝
の
犯
罪
に
わ
た
っ
て
成
立
し
得
る
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
あ
っ
て
、
共
同
の
意
思
が
い
か
な
る
時
黙
に
お
い
て
成
立
せ
ね
ば
な

ら
な
い
か
の
問
題
と
は
関
係
が
な
い
」
ハ
木
村
・
読
本
、
ご
八
四
頁
。
)
と
明
言
さ
れ
る
。
乙
の
態
度
は
、
行
為
共
同
説
・
犯
罪
共
聞
説
と
過
失
共
同
正
犯

の
成
否
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
も
乙
の
態
度
を
前
提
に
し
て
考
察
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

一
共
同
正
犯
の
特
性
を
無
視
す
る
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
1

1
因
果
関
係
の
共
同
を
中
核
に
据
え
る
見
解

お
よ
そ
刑
法
上
の
責
任
を
問
う
た
め
に
は
、
因
果
関
係
の
存
在
を
も
っ
て
た
り
る
と
い
う
根
本
的
な
前
提
に
支
え
ら
れ
る
と
の
見
解
は
、

共
同
正
犯
成
立
の
契
機
も
ま
た
因
果
関
係
に
ほ
か
な
ら
ず
、
各
行
為
者
の
実
行
の
聞
に
因
果
の
関
係
が
内
含
さ
れ
る
限
り
、
過
失
共
同
正

一
方
的
共
同
正
犯
・
故
意
犯
と
過
失
犯
の
共
同
正
犯
ー
ー
も
な
ん
ら
支
障
な
く
肯
定
さ
れ
る
と
考
え
る
。

犯
ー
ー
ー
さ
ら
に
は
、

た
し
か
に
、
右
の
よ
う
な
前
提
に
た
っ
て
、
共
同
正
犯
成
立
の
契
機
を
専
ら
因
果
関
係
の
共
有
に
求
め
よ
う
と
す
る
限
り
、
論
者
の
い
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急事

わ
ゆ
る
過
失
共
同
正
犯
を
認
め
る
と
己
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
結
果
惹
起
の
共
働
原
因
性
そ
れ
自
体
に
は
故
意
の
場
合
と

過
失
の
場
合
と
で
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、

ヲ
チ
ッ
ヒ
に
お
け

そ
こ
で
構
成
さ
れ
た
共
同
正
犯
概
念
は
、

同
時
犯
と
の
区
別
、
の
契
機
を
失
っ
た
(
さ
ら
に
、
そ
れ
は
各
共
犯
形
式
聞
の
区
別
の
契
機
を
見
失
っ
て
い
る
J
わ
れ
わ
れ
の
関

心
の
外
に
あ
る
共
同
正
犯
概
念
な
の
で
あ
る
。

る
そ
れ
と
同
様
、

と
こ
ろ
が
、
こ
の
立
場
に
お
い
て
も
共
同
正
犯
と
同
時
犯
と
の
区
別
は
可
能
で
あ
る
と
き
れ
る
の
が
植
田
教
授
で
あ
る
。
植
田
教
授
は
、

行
為
者
相
互
の
実
行
自
体
が
一
つ
の
悶
果
の
連
鎖
の
中
に
融
合
す
る
場
合
と
、
個
々
の
実
行
が
夫
々
独
立
的
・
並
列
的
に
存
在
す
る
に
と

ど
ま
る
場
合
と
で
は
そ
の
因
果
の
構
造
に
完
全
な
相
違
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
の
場
合
に
つ
い
て
は
当
然
に
共
同
正
犯
が
成
立
す

る
が
、
後
の
場
合
で
は
、
意
思
連
絡
を
機
縁
に
し
て
な
ん
ら
か
の
因
果
の
連
鎖
が
生
ぜ
し
め
ら
れ
な
い
限
り
単
な
る
同
時
犯
が
成
立
す
る

と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

に
す
ぎ
な
い

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
次
の
点
で
疑
問
が
提
起
さ
れ
よ
う
Q

第
一
に
、

い
わ
ゆ
る
因

果
の
連
鎖
が
存
在
し
な
い
場
合
、
果
し
て
意
思
連
絡
を
契
機
と
し
て
な
ん
ら
か
の
因
果
の
連
鎖
が
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、

、.、.、.‘.、.

意
思
連
絡
に
は
因
果
の
構
造
を
変
え
る
よ
う
な
機
能
は
な
い
の
で
は
な
い
か
(
わ
れ
れ
れ
が
、
意
思
逮
絡
と
い
う
契
機
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
意

思
連
絡
に
因
果
の
構
造
を
変
え
る
力
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
点
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
♂
、
と
い
う
点
。
第
二
に
、
因
果

の
構
造
と
は
本
質
的
に
同
一
の
原
理
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
相
違
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
従

苔成の
門
凶正岡洪

こ
の
よ
う
な
疑
問
が
生
ず
る
ゆ
え
ん
は
、
結
局
、
因
果
関
係
の
み
に
止
目
し
て
こ
と
を
論
ず
る
態
度
に
無
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ

配
の
背
後
に
は
、
因
果
関
係
の
確
定
に
よ
っ
て
責
任
が
定
ま
る
と
考
え
る
態
度
の
不
当
さ
が
潜
ん
で
い
る
か
ら
な
の
で
ゐ
託
。
わ
れ
わ
れ
の

っ
て
、
植
田
教
授
の
見
解
は
プ
l
リ
や
ウ
チ
ッ
ヒ
の
よ
う
な
考
え
方
を
修
正
し
よ
う
と
し
て
却
っ
て
不
徹
底
に
終
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
点
。
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説

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
じ
て

こ
の
よ
う
な
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
に
と
ど
ま
り
え
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

論

川
宮
本
・
刑
法
学
粋
、
三
九
六
l
三
九
八
頁
、
四
0
0
1
四
O
一
頁
、
さ
ら
に
三
九
一
頁
、
植
田
・
共
犯
の
基
本
問
題
、
二
一
六
頁
、
二
一
八
!
一
ご
九
頁
。

伺

〈

mF
開
巧
旦
包
肉
・
∞
可
-hrvv-m-hF0・∞・

8
由
(
ウ
チ
V

ヒ
は
、
明
確
に
、
共
同
正
犯
と
は
個
々
の
実
行
行
為
の
集
合
か
ら
因
果
的
に
構
成
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
同
時
犯
と
の
聞
に
な
ん
ら
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
す
る
J

な
お
前
出
七
頁
、
一

O
頁
註
川
参
照
。

mw
植
田
・
前
掲
書
、
二
一
八
|
一
三
三
頁
。
な
お
、
宮
本
・
前
掲
書
、
四
O
三
頁
参
照
。

附
わ
れ
わ
れ
は
、
乙
乙
で
、
条
件
(
原
因
)
の
因
果
的
等
価
性
か
ら
そ
の
法
的
等
価
性
は
導
か
れ
え
な
い
と
い
う
命
題
を
意
識
す
べ
き
で
あ
る
(
ぐ
nF
回・

髭
@N肉
巾

3
F
a
M
M
N問
問
由
時
開

0
5
8
2
g
n
m
-
M
H間
同
・
)
0

な
お
、
日
沖
・
因
果
関
係
ハ
刑
事
法
講
座
一
巻
)
昭
二
七
、

一
七
五
頁
、
荘
子
・
不
能
犯
(
刑
法
演
習
総
論
)
昭
三

O
、
一
ニ
三
頁
以
下
特
に
四
五
頁
。

意
思
の
連
絡
を
中
核
に
据
え
る
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論

大
場
博
士
の
見
解

大
場
博
士
は
、
共
同
の
意
思
を
過
失
犯
の
場
合
と
故
意
犯
の
場
合
と
で
異
な
る
も
の
と
理
解
き
れ
、
過
失
共
同
正
犯
は
数
人
共
同
し
て

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

そ
の
行
為
を
行
う
意
思
の
あ
る
場
合
、
さ
ら
に
は
、
数
人
共
同
し
て
過
失
た
る
行
為
を
行
う
意
思
の
あ
る
場
合
に
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。

、.、，、.、.、.、.、
... 
、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

、

，

だ
が
、
そ
の
行
為
を
行
う
意
思
と
は
過
失
行
為
に
お
い
て
は
、
前
法
律
的
な
行
為
を
行
う
意
思
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
、
過
失
た
る
行

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

為
を
行
う
意
思
と
は
存
在
し
え
な
い
概
念
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
段
階
で
は
過
失
共
同
正
犯
を
構
成
し
え
な
い
と
い
わ
な
け

た
だ
、
大
場
博
士
が
、
共
同
し
て
過
失
た
る
行
為
を
行
う
意
思
と
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
実
は
、
錯
誤
(
特
に
、
博
士
に
よ
り
挙
げ
ら
れ

る
例
で
は
、
故
意
[
構
成
要
件
的
故
意
、
あ
る
い
は
、
責
任
と
し
て
の
故
意
]
そ
の
も
の
の
存
否
が
争
わ
れ
て
い
る
誤
想
防
衛
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
J

、
.
、
.
‘
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

に
基
づ
い
て
、
不
注
意
の
状
態
で
あ
る
行
為
を
共
同
で
積
極
的
・
目
的
的
に
行
お
う
と
す
る
よ
う
な
場
合
の
意
思
状
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
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こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
故
意
(
責
任
)
は
阻
却
さ
れ
た
が
、

過
失
(
責
任
)
が
肯
定
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
(
一
般
論
と
し
て
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
論
者
も
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

ζ

の
場
合
は
、
型
ー
と
し
て
は
む
し
ろ
故
意
の
共
同
正
犯
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ほ
お
、
本
稿

で
は
、
乙
の
場
合
の
問
題
へ
も
た
ち
い
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
い

J

が、

過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
過
失
共
同
正
犯
と

わ
れ
わ
れ
が
今

問
題
に
し
て
い
る
過
失
共
同
正
犯
と
は
同
じ
も
の
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
過
失
た
る
行
為
を
行
う
意
思
の

共
同
と
い
う
概
念
|
|
そ
れ
自
体
不
正
確
な
概
念
で
あ
る
が
1

1
を

一
般
論
と
し
て
、
過
失
共
同
正
犯
を
成
立
さ
せ
る
契
機
な
り
と
理

解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
学
者
は
、
右
の
よ
う
な
い
わ
ば
特
殊
な
過
失
共
同
正
犯
の
構
成
に
終
始
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
そ
れ
ら

の
見
解
を
眺
め
よ
う
。

過失共同正犯の成否

川
大
場
・
刑
法
総
論
下
巻
、
一

O
一
三
頁
、
一

O
五
O
l
一
O
五
一
頁
。

聞
大
場
・
前
岨
調
書
、
一

O
一
四
頁
、
一

O
六
一
頁
。
勝
本
・
刑
法
要
論
総
則
、
大
二
、
三
八
六
頁
以
下
、
越
欣
伯
・
刑
法
過
失
論
、
大
一
五
、
ご
四
ご
頁

も
同
趣
旨
と
い
え
よ
う
。

同
グ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
よ
う
に
、
誤
惣
防
衛
等
の
正
当
化
事
由

κ関
す
る
錯
誤
は
事
実
の
錯
誤
で
は
あ
る
が
、
構
成
要
件
の
錯
誤
に
非
ず
し
て
禁
止
の
鎗

誤
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
侵
害
行
為
と
目
さ
れ
る
も
の
に
対
し
積
極
的
に
反
撃
し
よ
う
と
す
る
意
思
(
暴
行
・
傷
害
・
殺
人
等
の
故
意
)
に
欠
け
る
と
こ

ろ
は
な
い
、
と
解
す
る
に
お
い
て
は
、

ζ

の
よ
う
な
場
合
は
む
し
ろ
故
意
の
共
同
正
犯
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
よ
う
。

1
1
1
4巴・出・

4
E
g
p
寄
g
m
L
F
E
g
z
n
g
-
5
σ
H
o
s
-
∞-M∞
RuMMKEg-
白
山
品
。

g
-
m
E
出・
m-Hω
ご・

な
お
、
こ
の
場
合
、
過
失
共
同
正
犯
|
|
故
意
責
任
が
限
却
さ
れ
た
と
し
て
l
i
l
t
f
肯
定
し
よ
う
と
す
る
論
者
と
し
て
、

r
N
H
B
B
2
y
p
F
K
F
σ
V
国・

担
4・
m-HC4h
開。

E
g
g
s
-
F
g
m少
柄
。

S
E
E旬、

m-Hg・
前
出
三
五
頁
註
的
参
照
。

、
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(H) 
牧
野
博
士
、
宮
本
博
士
、
佐
伯
博
士
の
見
解

牧
野
博
士
は
、
共
同
正
犯
の
成
立
に
は
意
思
の
連
絡
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
地
に
た
た
れ
な
が
ら
、
共
犯
を
行
為
の
共
同
と
み
る
態
度

論
の
帰
結
と
し
て
、
そ
の
意
思
の
連
絡
は
単
な
る
行
為
(
い
わ
ゆ
る
前
法
律
的
な
事
実
)
に
つ
い
て
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
偶

々
、
行
為
者
が
共
に
過
失
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
当
然
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
を
み
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
同
様
の
論
理
は
、

共
犯
を
因
果
関
係
の
共
同
と
い
う
次
元
で
構
成
し
よ
う
と
す
る
宮
本
博
士
の
見
解
に
も
う
か
が
わ
れ
る
(
宮
本
博
士
も
植
田
教
授
と
周
じ
前
提

因
果
の
構
造
の
相
違
が
共
同
正
犯
と
同
時
犯
と
を
区
別
す
る
契
機
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
態
度
を
と
ら
れ
て
い
な
い
点
で
、
植
田
教
授
と
異

に
た
た
れ
る
が
、

な
る
わ
け
で
あ
る
。
宮
本
博
士
に
お
い
て
、
共
同
正
犯
と
同
時
犯
と
は
、

あ
る
J
。

行
為
者
相
互
に
違
法
に
影
響
し
あ
っ
た
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
で
区
別
さ
れ
る
の
で

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
従
え
ば
、
と
に
か
く
前
法
律
的
な
行
為
を
共
同
し
た
者
は
、
違
法
な
結
果
の
発
生
に
よ
り
常
に
共
同
し
て

犯
罪
を
実
行
・
し
た
と
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
責
任
の
な
い
行
為
者
は
、
共
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
こ
と

が
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
実
行
行
為
U

構
成
要
件
該
当
性
が
な
ん
ら
明
確
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
で
、
理
論
的
に
は
、
結
局
、

こ
の
よ
う
な
過
失
共
同
正
犯
肯
定
論
は
承
認
さ
れ
え
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
e

同
様
の
疑
念
は
、
共
犯
一
般
を
正
犯

行
為
ハ
共
同
正
犯
に
お
い
て
は
各
共
同
者
の
行
為
)
の
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
へ
の
加
功
(
共
同
)
に
求
め
な
が
ら
、
過
失
共
同
正

犯
の
構
成
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
要
件
の
確
定
に
特
に
意
識
を
払
う
こ
と
な
し
に
、

こ
れ
を
窺
ひ
得
な
い
」
と
の
理
由
づ
け
を
さ
れ
る
佐
伯
博
士
に
も
向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、

「
共
同
正
犯
を
故
意
に
限
る
趣
旨
は
法
典
上

ド
イ
ツ
の
過
失
共
同
正
犯
肯

定
論
の
多
く
に
抱
い
た
疑
問
に
こ
こ
で
再
び
直
面
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
木
村
教
授
の
見
解
に
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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川
、
牧
野
・
重
訂
日
本
刑
法
上
巻
、
四
四
ご
頁
、
四
五
八
四
六
一
頁
、
さ
ら
に
四
O
九
頁
。

聞
宮
本
・
刑
法
学
粋
、
三
九
六
|
一
ニ
九
八
頁
、
四
0
0
1四
O
一
頁
。
同
時
犯
と
共
同
正
犯
と
の
区
別
に
つ
き
同
書
四

O
三
頁
註
(
一
)
。

同
佐
伯
・
刑
法
一
総
論
、
三
ご

O
l
-三
一
一
一
頁
、
三
三
ご
頁
。

(
阻
)

木
村
教
授
の
見
解

木
村
教
授
は
、
新
刑
法
読
本
で
は
、
共
同
正
犯
に
い
わ
ゆ
る
意
思
連
絡
を
犯
罪
的
意
思
(
構
成
要
件
の
内
容
実
現
の
意
思
。
そ
れ
は
故
意
的
意

思
で
あ
る
乙
と
も
あ
り
、
過
失
的
意
思
で
あ
る
乙
と
も
あ
る
C

)

の
連
絡
と
解
さ
れ
、
「
共
同
正
犯
は
意
思
の
連
絡
あ
る
限
り
、

ハ1

〉

、

、

い
て
も
:
:
;
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
意
識
的
に
連
絡
で
き
る
意
思
状
態
は
、
過
失
的
共
働
に
お
い
て
は

前
法
律
的
な
時
点
で
の
意
思
状
態
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
漠
然
と
過
失
に
お
い
て
も
犯
罪
的
意
思
の

過
失
犯
の
聞
に
お

連
絡
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
牧
野
博
士
の
見
解
と
変
ら
な
い
帰
結
に
至
る
で
あ
ろ
う
し
、

け
ら
れ
る
ζ

と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
ま
た
、
同
様
の
批
判
が
向

で
あと
るすこ
。d ろ

従が

てコ ー-て方

木
村
教
授
は

「
過
失
犯
の
構
造
」
に
お
い
て
は

不
注
意
を
も
っ
て
過
失
行
為
の
違
法
要
素
と
解
さ
れ
て
い
る
の

こ
れ
ま
で
犯
罪
的
意
思
の
連
絡
と
さ
れ
て
い
た
概
念
問
、
制
到

こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
す
る
な
ら
ば

F過失共同正犯の成否

わ
れ
わ
れ
が
構
成
し
よ
う
と
す

出
調
と
い
う
違
法
要
素
の
共
有
を
そ
の
内
容
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
刑
法
読
本
に
お
い
て
も
、

過
失
と
し
て
の
犯
罪

る
過
失
共
同
正
犯
を
支
え
る
契
機
と
同
じ
も
の
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
(
も
っ
と
も
、

的
意
思
は
不
注
意
と
い
う
意
思
状
態
を
指
す
と
の
見
解
が
表
明
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
不
注
意
と
不
可
抗
力
と
は
責
任
の
次
元
で
区
別
さ
れ
て
い
る
結
果
、

前
法
律
的
な
行
為
を
共
同
し
た
者
は
、
違
法
な
結
果
の
発
生
に
よ
り
た
ピ
ち
に
違
法
に
行
為
し
た
も
の
と
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
ζ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
っ
て
、

と
の
点
で
は
、
牧
野
博
士
、
フ
ラ
ン
ク
の
帰
結
と
同
一
に
帰
す
る
に
至
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
J
。
木
村
教
授
が
、
果
し
て
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こ
の
よ
う
な
考
え
を
と
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
現
在
明
確
に
は
知
り
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

わ
た
く
し
は
、
木
村
教
授
の
過
失
共
同

論

正
犯
肯
定
論
を
右
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
ど
に
よ
っ
て

こ
れ
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

(4) (3) (2) (1) 

木
村
・
読
本
、
一
一
四
七
面
、
二
八
一
頁
。

木
村
教
授
は
、
乙
の
点
を
肯
定
さ
れ
る
か
に
う
か
が
わ
れ
る
。

1

1

木
村
・
前
掲
書
、
二
八
一
頁
。

木
村
・
過
失
犯
の
構
造
(
滝
川
還
暦
記
念
)
五
七
九
頁
以
下
。

木
村
・
続
本
、
ご
四
二
|
二
回
三
頁
、
ご
四
七
頁
、
ご
八
一
頁
参
照
。

第
四
章

す

び

む

-
こ
れ
ま
で
の
考
察
の
整
理

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

い
わ
ゆ
る
一
部
実
行
の
全
部
責
任
の
法
理
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
共
同
正
犯
に
は
、
故
意
の
場
合
と
過
失
の
場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
過
失
行
為
は
意
識
的
な
部
分
と
発
生
し
た
結
果
に
関
し
無
意
識
的
・
因
果
的
な
部
分
に
わ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
過
失
共
同

正
犯
を
否
定
す
る
論
者
は
、

あ
る
い
は
、
意
識
的
な
部
分
に
つ
い
て
の
共
働
は
法
的
に
無
意
味
で
あ
る
と
し
、

あ
る
い
は
、
無
意
識
的
な

部
分
に
つ
き
共
同
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
自
体
は
決
し
て
不
当
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
過
失
共
同

正
犯
肯
定
論
が
、
意
識
的
な
部
分
の
み
を
捉
え
て
、
そ
こ
に
意
思
の
連
絡
あ
り
従
っ
て
過
失
共
同
正
犯
は
成
立
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
あ

る
い
は
、
因
果
的
な
カ
が
競
合
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
無
意
識
的
な
部
分
の
み
を
捉
え
て
、
そ
こ
に
行
為
の
共
同
あ
り
従
っ
て
過
失
共
同

正
犯
は
成
立
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
肯
定
論
こ
そ
否
定
さ
れ
'
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

甘
塊
失
行
為
が
刑
法
上
意
味
を
持
つ
の
は
、
意
識
的
部
分
そ
れ
自
体
に
お
い
て
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
無
意
識
的
部
分
そ
れ
自
体
に
お
い
て
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、

ら t

で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
で
い
え
ば
、
両
者
の
接
点
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
は
、
肯
定
論
も
否
定

論
も

こ
の
点
を
明
確
に
弁
え
て
理
論
構
成
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
が
、

過
失
行
為
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
近

時
こ
の
点
に
関
す
る
理
論
的
反
省
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
一
方
、

共
犯
の
制
限
従
属
性
論
の
渉
透
と
共
に
、
共
同
正
犯
を
も
違
法

行
為
の
共
同
と
い
う
次
元
に
据
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
次
第
に
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

前
法
律
的
な
事
実
に
関
す
る
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
が
不
注
意
の
共
有
と
い
う

一
個
の
全
体
と
し
て
の
構
成
要
件
設
当
(
充
足
)
且
つ
違
法
な
行
為
↓
結
果
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
、
従
っ
て
そ
こ
に
過
失
共
同
正
犯
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
点
に
到
達
し
た
の
で
あ
っ

kν

わ
れ
わ
れ
の
考
え
は
、
現
行
法
上
(
現
行
法
が
共
犯
の
制
限
従
属
形
式
を
採
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
白
体
、
一
個
の
問
題

ヘ
ル

ν
ュ
ナ
ー
が
い
う
よ
う
に
、
し
か
し
現
行
法
は
過
失
共
同
正
犯
を
必
要
と

こ
の
よ
う
な
広
い
つ
な
が
り
の
上
に
た
つ
と
と
に
よ
り
、

契
機
を
帯
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
で
は
、

で
あ
る
が
。
)
、
積
極
的
に
承
認
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
か
。

は
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
最
後
に
究
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

現
行
法
と
過
失
共
同
正
犯

(I) 
拡
張
的
正
犯
概
念
の
否
定
と
過
失
同
時
犯
・
過
失
共
同
正
犯

過失共同正犯の成否

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
過
失
共
同
正
犯
を
肯
定
し
な
く
て
も
、

そ
れ
は
過
失
同
時
(
正
)
犯
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
ら
、
過
失
共
同
正
犯

を
認
め
る
こ
と
は
実
際
上
大
し
て
意
味
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
多
く
の
論
者
の
態
度
1
ー
と
の
態
度
は
、
過
失
共
同
正
犯
を
肯
定

す
る
論
者
の
聞
に
さ
え
う
か
が
わ
れ
る
1
1ー
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
態
度
の
根
祇
に
は
、
過
失
犯
に
お
い
て
は
拡
張
的
正
犯
概
念
が
妥
当
す
る
と
い
う
考
え
方
が
潜
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
‘
過
失
行
為

一
部
実
行
と
い
う
こ
と
は
意
味
を
な
さ
ず

に
お
い
て
は

と
に
か
く
結
果
に
対
し
条
件
|
|
条
件
説
的
な
条
件
を
も
っ
て
足
り
る
と
考
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え
る
立
場
と
相
当
因
果
関
係
説
に
い
わ
ゆ
る
相
当
条
件
を
要
請
す
る
立
場
と
が
あ
る
が
ー
ー
を
与
え
た
行
為
は
す
べ
て
過
失
の
正
犯
性
を

ノ
基
礎
，
つ
け
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
通
説
・
判
例
が
暗
黙
の
う
ち
に
是
認
し
、
ベ
ー
ル
、
目
的
的
行
為
論
が
明
確
に
こ
れ
を

踊
支
持
す
る
(
わ
が
判
例
が
、
過
失
競
合
に
つ
き
、
非
常
に
広
く
過
失
同
時
正
犯
の
成
立
を
肯
定
し
て
い
る
点
は
周
知
の
通
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
で
過
失

す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、
過
失
共
同
正
犯
を
過
失
同
時
犯
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

A
U
G
M
 

か
ど
う
か
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
[
お
そ
ら
く
過
失
同
時
正
犯
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
]
J
。

、
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
学
説
は
、

し
か
し
過
失
同
時
正
犯
と
考
え
て
い
る
の

過
失
同
時
正
犯
の
成
立
に
、
相
当
条
件
を
要
請
す
る
ヒ

ツ
ベ
ル
が
支
持
し
て
い
る
判
決
の
事
案
を
考
え
よ
う
。
ド
イ
ツ
大
審
院
一
九

O
一
年
一
月
一
一
日
判
決
は
、

A
が
安
全
装
置
を
し
て
い
な

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
肯
定
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、

い
ピ
ス
ト
ル
を
オ

1
グ
ァ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま
楽
屋
に
預
け
観
劇
中
、
楽
屋
の
整
理
係
B
が
こ
れ
を
壁
に
掛
け
よ
う
と
し
て
ピ

ス
ト
ル
を
床
に
落
し
、
そ
れ
を
み
た
出
方
C
が
弾
丸
は
装
填
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
っ
て
戯
れ
に

D
に
向
っ
て
引
金
を
引
き
、

D
を
即

、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
，
、
.

死
さ
せ
た
事
案
に
つ
き
A
C
の
過
失
致
死
罪
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
果
し
て

A
を
、
過
失
に
よ
り
人
を
死
に
致
し
た
者
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
、

A
C
が
故
意
的
に
行
為
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、

A
は
通
常
、
共
犯
と
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
、

さ
ら
に
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
、

マ
ヲ
ラ
ッ
ハ
が
挙
げ
る
事
案
を
考
え
て
み
よ
う
。
ド
イ
ツ

も
過
失
的
共
働
(
広
義
)
に
お
い
て
は
正
犯
な
の
か
。

連
邦
裁
判
所
一
九
五
三
年
一
月
二
二
日
の
判
決
は
、
旅
館
で
過
度
の
飲
酒
後
、
深
夜
、
自
動
車
を
運
転
し
誤
っ
て
人
を
蝶
き
殺
し
た
運
転

そ
の
運
転
を
阻
止
し
な
か
っ
た
該
旅
館
経
営
者
F
と
を
夫
々
過
失
致
死
罪
に
問
擬
す
る
こ
と
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

、
.
、
，
、
.
、
.
‘
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.

-
も
、
果
し
て

F
を
、
過
失
に
よ
り
人
を
死
に
致
し
た
者
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
極
め
て
問
題
で
あ
ろ
う
。、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

グ
ι
ル
ツ
ェ
ル
は
、
過
失
犯
の
構
成
要
件
の
規
定
を
足
掛
り
に
し
て
、
過
失
犯
の
構
成
要
件
は
あ
ら
ゆ
る
態
様
の
避
け
え
た
結
果
惹
起

と
い
う
論
理
に
よ
り
こ
の
点
を
理
由
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
な
ん
ら
積
極
的

手
E
と、

に
よ
り
充
足
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
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L 

、
〉

な
意
味
を
持
た
な
い
。

円一叩
V

べ

l
R
γ
グ
が
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
一
一
一
一
条
に
お
い
て
も
、
殺
す
こ
と
(
吋
α窓
口
)
が
規
定
の
中
核
を
形
成
し
て
い
る

わ
れ
わ
れ
は
、
過
失
犯
に
つ
い
て
も
、
過
失
に
よ
り
人
を
死
等
々
に

致
し
た
者
を
、
単
に
そ
の
給
果
紅
条
件
を
与
え
た
に
と
ど
ま
る
者
か
ら
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

、.、.、.、.

も
っ
と
も
、
過
失
行
為
そ
の
も
の
が
、
本
来
、
定
型
性
に
お
い
て
ゆ
る
や
か
で
あ
る
と
い
う
点
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
・
周
知
り
通

ベ

l
リ
シ
グ
の
よ
う
な
意
味
で
の
限
縮
的
正
犯
概
念
は
克
服
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
鑑
み
て
も
、

と
考
え
て
い
る
点
は
決
し
て
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

り
、
故
意
行
為
に
つ
い
て

過
失
に
よ
り
人
を
死
等
々
に
致
し
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
単
な
る
自
然
主
義
的
・
現
象
的
な
判
断
を
超
え
て
く
だ
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
判
断
を
支
え
る
実
質
的
な
根
拠
を
究
明
す
る
こ
と
な
し
に
、
拡
張
的
正
犯

概
念
を
と
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
過
失
同
時
犯
に
お
い
て
も
、
過
失
同
時
正
犯
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
区
別
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

過
失
共
同
正
犯
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、

い
わ
ゆ
る
不
真
正
の
共
同
正
犯
に
該
当
す
る
場
合
だ
け
が
過
失
同
時
正
犯
と
し
て
罰
せ
ら
れ
、
真

正
の
共
同
正
犯
に
該
当
す
る
過
失
的
共
働
は
、
過
失
同
時
(
未
遂
)
犯
・
過
失
的
共
犯
と
し
て
共
に
不
可
罰
と
さ
れ
る
こ
と
に
な

M
W
過

失
共
同
正
犯
を
同
時
犯
と
し
て
扱
う
な
ら
ば
、

わ
れ
わ
れ
の
立
場
で
は
右
の
よ
う
な
帰
結
が
導
か
れ
る
。

だ
が

わ
れ
わ
れ
は

過失共悶正犯の成否

こ
こ
で
、
不
注
意
を
共
有
し
て
い
る
過
失
的
共
働
と
、
単
に
不
注
意
を
競
合
さ
せ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
過
失
的

共
働
之
の
聞
に
は
本
質
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
前
者
に
つ
き
、
発
生
し
た
違
法
な
結
果
を
行

為
者
全
体
に
帰
せ
し
め
る
実
質
的
な
根
拠
を
見
白
す
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

か
り
に
既
遂
的
結
果
は
発
生
し
た
と
し
て
も
、
不
注
意
を

競
告
さ
ぜ
た
だ
け
で

l
!全
体
と
し
て
の
違
法
な
行
為
は
形
成
さ
れ
え
な
い
1
1
、
行
為
と
し
て
は
過
失
犯
の
構
成
要
件
的
行
為
を
，
行
わ

ず
、
あ
る
い
は
、
構
成
要
件
的
行
為
は
あ
る
が
、
未
遂
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
場
合
を
不
可
罰
と
し
、
不
注
意
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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同
国
・
図
。
g
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戸
∞
-

A

P

∞
一
の
・
ロ
白
押
Hgw
∞可
-KFV・国
-

M回一品一切

ω・
四
日
目
は
乙
の
点
を
意
識
し
て
い
る
。

同

乙

ζ

で
、
心
的
に
自
分
の
も
の
と
し
て
い
な
い
他
人
の
行
為
ぞ
彼
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
は
正
義
に
反
す
る
と
考
え
る
べ

l
リ
ン
グ
(
前
述
一

O
頁
参
照
J

が
、
過
失
犯
に
も
限
縮
的
正
犯
概
念
を
要
請
し
つ
つ
(
前
述
五
五
頁
参
照
。
)
、
共
同
正
犯
を
故
意
の
場
合
と
過
失
の
場
合
と
に
わ
け
、
過
失
の
共
同
正
犯

と
は
、
不
注
意
が
他
人
の
行
為
部
分
に
及
ん
で
い
る
場
合
に
成
立
す
る
、
と
い
っ
て
い
る
点
、
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る

Q
l
l関
宮
町
ロ
側
三
富
由
仲
間
H
a
M
W

含
吋
の
g
g
N関
与
ロ
ロ
何
回
口
包
即
日
岳
曲
目
ロ
切
冊
目
可
品

N目
当
苛
色
宮
高
島
出
国
∞
可
・
国

-Hug-
同
由
貿

ω・お∞・

な
お
、
前
出
一
五
頁
註
附
参
照
。
さ
ら
に
、
回

-wm-zm円
w
F
O
V
Z
4
0
5
〈

2σ
司

Z
E
D
-
ω
・日

S
・
8
P
S
U
同
・
(
そ
こ
で
は
、
過
失
共
同
正
犯
は
明

確
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
J

参
照
。

(
日
)

A.M
が
刑
法
六

O
条、

現
行
法
と
過
失
共
同
正
犯

わ
れ
わ
れ
が
考
え
た
よ

ド
イ
ツ
刑
法
四
七
条
が
、
共
同
正
犯
を
故
意
犯
に
限
定
す
る
旨
明
言
し
て
い
な
い
の
も
、

う
な
解
釈
を
容
れ
る
余
地
を
認
め
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
過
失
共
同
正
犯
を
認
め
る
こ
と
は
、

V
ャ
ハ
ト
、
団
藤
教
授
の
疑
念
に
も
拘
ら
ず
、
狭
義
の
共
犯
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
に
も

な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
通
説
に
従
っ
て
、

過
失
犯
へ
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
共
犯
、
故
意
犯
べ
の
過
失
の
共
犯
を

す
べ
て
否
定
し
、
第
一
の
共
働
形
式
を
間
接
正
犯
と
し
、
第
二
、
第
三
の
共
働
形
式
を
不
可
罰
と
し
た
と
し
て
も
ー
ー
も
っ
と
も
、
第
二

の
形
式
を
過
失
正
犯
と
す
る
論
者
が
多
い
が
|
|
こ
の
不
可
罰
と
さ
れ
た
共
働
形
式
と
、
わ
れ
わ
れ
が
構
成
し
た
過
失
共
同
正
犯
と
を
比

過失共同正犯の成否

較
し
た
場
合
、

刑
法
上
、

共
犯
、
故
意
犯
へ
の
過
失
に
よ
る
共
犯
は
、
通
常
、
同
時
犯
と
し
て
表
わ
れ
て
く
る
乙
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
い

わ
れ
わ
れ
は
、
現
行
法
と
い
う
場
に
お
い
て
も
、
過
失
共
同
正
犯
を
積
極
的
に
肯
定
で
き
る
と
い

一
を
不
可
罰
と
し
他
を
可
罰
的
と
す
る
に
足
る
差
異
が
認
め
ら
れ
ょ
う
か
ら
で
あ
る
(
過
失
犯
へ
の
過
失
に
よ
る

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

う
結
論
に
到
達
す
る
で
ら
ろ
う
。
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乙
れ
に
反
し
、
一
九
一
三
年
ド
イ
ツ
刑
法
草
案
三
四
条
、

な
お
、
前
出
一
四
頁
註
間
参
照
。

間
前
出
ご
八
頁
註
附
参
照
。

一
九
一
九
年
同
法
草
案
二
七
条
は
、
共
同
正
犯
を
故
意
犯
に
限
る
国
間
明
言
す
る
。

l
 
--A 
(
 

残
さ
れ
た
問
題

以
上
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
二
つ
の
事
案
(
最
高
裁
お
よ
び
名
古
屋
高
裁
判
決
の
事
案
。
)
に
つ
き
、

こ
れ
を
一
過
失

共
同
正
犯
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
論
を
え
た
。
こ
の
二
つ
の
事
案
は
、
過
失
共
同
正
犯
と
し
て
は
、

む
し
ろ
典
型
的
な
場
合
だ

と
い
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は

さ
き
に
一
言
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
裁
判
所
一
九
五
三
年
一
月
二
二
日
判
決
の
事
案
に
つ
き
、
過
失
共

こ
こ
で
、

同
正
犯
を
構
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
直
面
す
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
事
案
で

F
は
自
動
車
を
運
転
す
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
意
識
的
・
意
欲
的
共
働
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
そ
の
運
転
を
阻
止
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
た
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
従
っ
て
、
不
注
意
の
共
有
あ
り
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点

は
、
前
述
一
九
頁
註

ω、
二
九
頁
註

ω、
五
七
頁
割
註
の
問
題
に
関
連
し
て
こ
の
次
の
機
会
に
改
め
て
考
察
し
た
い
と
考
え
る
。

次
に
、
業
務
上
過
失
と
通
常
の
過
失
、
重
過
失
と
軽
過
失
の
聞
に
共
同
正
犯
は
成
立
す
る
か
、
成
立
す
る
な
ら
ば
い
か
な
る
共
同
正
犯

か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
こ
れ
は
、
尊
属
殺
人
と
普
通
殺
人
の
共
同
正
犯
は
い
か
な
る
共
同
正
札
料
、
と
い
う
問
題
と
共
通
の
面
を
持

っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
の
解
決
も
こ
こ
で
は
容
易
で
な
い
。
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

ω
乙
の
関
係
で
、
さ
ら
に
、
福
岡
高
裁
判
昭
コ
二
・
五
・
五
高
裁
刑
特
三
・
四
六
五
の
事
案
、
最
判
昭
三
二
・
一
・
ご
四
刑
集
一
一
-
一
コ
ニ
O
の
事
案
も

問
題
と
な
ろ
う
。

問
佐
伯
・
共
犯
と
身
分
(
法
学
論
叢
三
三
巻
)
二
号
、
二
九
頁
以
下
、
三
号
、
五
七
頁
以
下
、
小
野
(
慶
〉
・
共
犯
と
身
分
(
刑
事
法
謙
虚
三
巻
)
昭
一
一

台
内
四
八
三
頁
以
下
、
団
藤
・
綱
裏
、
ご
九
六
|
ご
九
七
頁
、
三
二

O
頁

以

下

参

照

。

(

一

九

五

八

・

三

・

一

七

〉
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